これは　第 (だい)７期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)　第 (だい)３期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)のルビ版 (ばん)です

第 (だい)７期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
第 (だい)３期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（案 (あん)）

２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）１１月 (がつ)
福山市 (ふくやまし)

目次 (もくじ)

第 (だい)１章 (しょう)　計画 (けいかく)の概要 (がいよう)
【１】計画 (けいかく)策定 (さくてい)の社会的 (しゃかいてき)背景 (はいけい)と趣旨 (しゅし)
【２】基本理念 (きほんりねん)・基本目標 (きほんもくひょう)・基本施策 (きほんしさく)
【３】計画 (けいかく)の位置付 (いちづ)け
【４】計画 (けいかく)の対象者 (たいしょうしゃ)
【５】計画 (けいかく)の対象 (たいしょう)期間 (きかん)
【６】計画 (けいかく)の策定 (さくてい)方法 (ほうほう)
【７】計画 (けいかく)の推進 (すいしん)
第 (だい)２章 (しょう)　障 (しょう)がいのある人 (ひと)を取 (と)り巻 (ま)く現状 (げんじょう)
【１】人口 (じんこう)等 (とう)の推移 (すいい)
【２】障 (しょう)がいのある人 (ひと)の動向 (どうこう)
第 (だい)３章 (しょう)　前期 (ぜんき)計画 (けいかく)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)
【１】成果 (せいか)目標 (もくひょう)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)
【２】障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)
第 (だい)４章 (しょう)　成果 (せいか)目標 (もくひょう)の設定 (せってい)
【１】福祉 (ふくし)施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)
【２】地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
【３】福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)等 (とう)
【４】障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)等 (とう)
【５】相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)等 (とう)
第 (だい)５章 (しょう)　障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の見込 (みこみ)量 (りょう)及 (およ)び見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)
【１】訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
【２】日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス
【３】居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス
【４】相談 (そうだん)支援 (しえん)
【５】障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
【６】障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
【７】障 (しょう)がい児 (じ)の子 (こ)ども・子育 (こそだ)て支援 (しえん)等 (とう)
【８】発達 (はったつ)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する支援 (しえん)
【９】精神 (せいしん)障 (しょう)がいにも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)
【１０】相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)
【１１】障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)
【１２】地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
第 (だい)６章 (しょう)　資料編 (しりょうへん)
【１】アンケート結果 (けっか)等 (とう)の概要 (がいよう)
【２】策定 (さくてい)経過 (けいか)
【３】福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福 (ふく)祉 (し)審議会 (しんぎかい)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)委員 (いいん)名簿 (めいぼ)
【４】福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協 (きょう)議会 (ぎかい)
【５】意見 (いけん)聴取 (ちょうしゅ)を行 (おこな)った障 (しょう)がい者 (しゃ)団体 (だんたい)等 (とう)一覧 (いちらん)
【６】用語 (ようご)解説 (かいせつ)

目次 (もくじ)は以上 (いじょう)です

第 (だい)１章 (しょう)　計画 (けいかく)の概要 (がいよう)
【１】計画 (けいかく)策定 (さくてい)の社会的 (しゃかいてき)背景 (はいけい)と趣旨 (しゅし)

近年 (きんねん)，障 (しょう)がいのある人 (ひと)を取 (と)り巻 (ま)く状況 (じょうきょう)は，大 (おお)きく変化 (へんか)しています。
障 (しょう)がいのある人 (ひと)の高齢化 (こうれいか)や重度化 (じゅうどか)，いわゆる「親 (おや)亡 (な)き後 (あと)」をめぐる
課題 (かだい)，医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)への支援 (しえん)等 (とう)，障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)施策 (しさく)に係 (かかわ)る課題 (かだい)は，
多様化 (たようか)・複雑化 (ふくざつか)しています。ここでは，今回 (こんかい)の計画 (けいかく)策定 (さくてい)にあたって
参照 (さんしょう)すべき社会的 (しゃかいてき)背景 (はいけい)について，次 (つぎ)のとおり国 (くに)の動向 (どうこう)を中心 (ちゅうしん)に整理 (せいり)しました。

「障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)」の改正 (かいせい)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）５月 (がつ)に「障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)」が
改正 (かいせい)され，事業 (じぎょう)者 (しゃ)による障 (しょう)がいのある人 (ひと)への合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)が義務化 (ぎむか)される
こととなりました。（２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）４月 (がつ)１日 (にち)施行 (しこう)）

「児童 (じどう)福祉 (ふくし)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）６月 (がつ)に「児童 (じどう)福祉 (ふくし)法 (ほう)」が一部 (いちぶ)改正 (かいせい)され，児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターが
地域 (ちいき)における障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)の中核的 (ちゅうかくてき)役割 (やくわり)を担 (にな)うことが明確化 (めいかくか)されるとともに，
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)にかかわらず身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で必要 (ひつよう)な発達 (はったつ)支援 (しえん)を受 (う)けられるよう，
福祉型 (ふくしがた)と医療 (いりょう)型 (がた)に分 (わ)かれていた児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの類型 (るいけい)が一元化 (いちげんか)される
こととなりました。（２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）４月 (がつ)１日 (にち)施行 (しこう)） 

「障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）１２月 (がつ)に「障害者 (しょうがいしゃ)の日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を総合 (そうごう)的 (てき)に
支援 (しえん)するための法律 (ほうりつ)」（以下 (いか)「障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)」という。）が一部 (いちぶ)改正 (かいせい)されました。
（２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）４月 (がつ)１日 (にち)施行 (しこう)）
これにより，障 (しょう)がい者 (しゃ)が安心 (あんしん)して地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を送 (おく)れるよう，地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)の
中核 (ちゅうかく)的 (てき)役割 (やくわり)を担 (にな)う基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター及 (およ)び緊急時 (きんきゅうじ)の対応 (たいおう)や施設 (しせつ)等 (とう)からの
地域 (ちいき)移行 (いこう)の推進 (すいしん)を担 (にな)う地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の整備 (せいび)が市町村 (しちょうそん)の努力 (どりょく)義務 (ぎむ)とされています。
また，障 (しょう)がい者 (しゃ)の多様 (たよう)な就労 (しゅうろう)ニーズに対 (たい)する支援 (しえん)に向 (む)けて，
新 (あら)たなサービスとして就労 (しゅうろう)選択 (せんたく)支援 (しえん)が創設 (そうせつ)されることとなりました。

「障害者 (しょうがいしゃ)基本 (きほん)計画 (けいかく)（第 (だい)５次 (じ)）」の策定 (さくてい)
国 (くに)は，２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）３月 (がつ)に「障害者 (しょうがいしゃ)基本 (きほん)計画 (けいかく)（第 (だい)５次 (じ)）」を閣議 (かくぎ)決定 (けってい)し，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）からの５年間 (ねんかん)における障 (しょう)がい者 (しゃ)の自立 (じりつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)参加 (さんか)の
支援 (しえん)等 (とう)のための施策 (しさく)の総合 (そうごう)的 (てき)かつ計画 (けいかく)的 (てき)な推進 (すいしん)について定 (さだ)めました。
この中 (なか)で，２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）９月 (がつ)に採択 (さいたく)・公表 (こうひょう)された国連 (こくれん)の障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)の
総括 (そうかつ)所見 (しょけん)への対応 (たいおう)が図 (はか)られるとともに，障害者 (しょうがいしゃ)情報 (じょうほう)アクセシビリティ・コミュニケーション施策 (しさく)推進 (すいしん)法 (ほう)の趣旨 (しゅし)を踏 (ふ)まえた事項 (じこう)などが新 (あら)たに盛 (も)り込 (こ)まれました。
 
本市 (ほんし)の取組 (とりくみ)
本市 (ほんし)では，２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）３月 (がつ)に策定 (さくてい)した，２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）
までを計画 (けいかく)期間 (きかん)とする「福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)プラン」（以下 (いか)「プラン」という。）において
「障 (しょう)がいのある人 (ひと)の人権 (じんけん)が尊重 (そんちょう)され　互 (たが)いに支 (ささ)え合 (あ)い　生 (い)きる喜 (よろこ)びがあふれる
共生 (きょうせい)のまち　福山 (ふくやま)をめざして」を基本理念 (きほんりねん)と定 (さだ)め，様々 (さまざま)な障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)施策 (しさく)を
推進 (すいしん)しています。
プランは，次 (つぎ)の３つの計画 (けいかく)を一体 (いったい)のものとして，障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)全般 (ぜんぱん)に関 (かん)する
基本 (きほん)的 (てき)方向 (ほうこう)と本市 (ほんし)の障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)のあるべき姿 (すがた)と見込 (みこみ)量 (りょう)，達成 (たっせい)のための
方策 (ほうさく)を定 (さだ)めたものです。
障害者 (しょうがいしゃ)基本 (きほん)法 (ほう)第 (だい)１１条 (じょう)第 (だい)３項 (こう)に基 (もと)づく「市町村 (しちょうそん)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)
障害者総合支援法 (しょうがいしゃそうごうしえんほう)第 (だい)８８条 (じょう)第 (だい)１項 (こう)に基 (もと)づく「市町村 (しちょうそん)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」
第 (だい)６期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
児童福祉法 (じどうふくしほう)第 (だい)３３条 (じょう)の２０第 (だい)１項 (こう)に基 (もと)づく「市町村 (しちょうそん)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」
第 (だい)２期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
プランのうち，「第 (だい)６期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及 (およ)び「第 (だい)２期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」
（以下 (いか)「第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)」という。）については，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）までを
対象 (たいしょう)期間 (きかん)としていることから，この度 (たび)，対象 (たいしょう)期間 (きかん)の満了 (まんりょう)に伴 (ともな)い，新 (あら)たな国 (くに)の制度 (せいど)や
基本 (きほん)指針 (ししん)に基 (もと)づく「第 (だい)７期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及 (およ)び
「第 (だい)３期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」（以下 (いか)「本 (ほん)計画 (けいかく)」という。）を策定 (さくてい)します。

【障 (しょう)がいのある人 (ひと)を取 (と)り巻 (ま)く法律 (ほうりつ)や制度 (せいど)の主 (おも)な動 (うご)き】
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）
「障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
「児童 (じどう)福祉 (ふくし)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
改正 (かいせい)「障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)促進 (そくしん)法 (ほう)」の一部 (いちぶ)施行 (しこう)
「成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)促進 (そくしん)法 (ほう)」の施行 (しこう)
「障害者 (しょうがいしゃ)文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)活動 (かつどう)推進 (すいしん)法 (ほう)」の施行 (しこう)
２０１９年 (ねん)（令和 (れいわ)元 (がん)年 (ねん)）
「障害者 (しょうがいしゃ)活躍 (かつやく)推進 (すいしん)プラン」の公表 (こうひょう)
「読書 (どくしょ)バリアフリー法 (ほう)」の施行 (しこう)
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）
「電話 (でんわ)リレー法 (ほう)」の施行 (しこう)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）
「障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)」の改正 (かいせい)
「地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)のための社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法 (ほう)等 (とう)の一部 (いちぶ)を改正 (かいせい)する法律 (ほうりつ)」の施行 (しこう)
「医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)法 (ほう)」の施行 (しこう)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）
「児童 (じどう)福祉 (ふくし)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
「障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
「障害者 (しょうがいしゃ)情報 (じょうほう)アクセシビリティ・コミュニケーション施策 (しさく)推進 (すいしん)法 (ほう)」の施行 (しこう)
「障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)促進 (そくしん)法 (ほう)」の改正 (かいせい)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）
改正 (かいせい)「障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)促進 (そくしん)法 (ほう)」の順次 (じゅんじ)施行 (しこう)による，段階 (だんかい)的 (てき)な障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)率 (りつ)の引 (ひ)き上 (あ)げ

福山市 (ふくやまし)の動 (うご)き
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）から２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）まで
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)２０１８
（第 (だい)５期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)）
（第 (だい)１期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)）
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）から２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）まで
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)プラン
（福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)）
（第 (だい)６期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)）
（第 (だい)２期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)）

【２】基本理念 (きほんりねん)・基本目標 (きほんもくひょう)・基本施策 (きほんしさく)
本市 (ほんし)では，２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）３月 (がつ)に策定 (さくてい)した「福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)プラン」
において次 (つぎ)の内容 (ないよう)の基本理念 (きほんりねん)，基本目標 (きほんもくひょう)及 (およ)び基本施策 (きほんしさく)を定 (さだ)め，
障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)を推進 (すいしん)しています。

１　基本理念 (きほんりねん)
障 (しょう)がいのある人 (ひと)の人権 (じんけん)が尊重 (そんちょう)され　互 (たが)いに支 (ささ)え合 (あ)い　
生 (い)きる喜 (よろこ)びがあふれる　共生 (きょうせい)のまち　福山 (ふくやま)をめざして
２　基本目標 (きほんもくひょう)
（１）障 (しょう)がいを理解 (りかい)し，共 (とも)に暮 (く)らせるまちづくり
（２）いきいきと学 (まな)び，健 (すこ)やかに過 (す)ごせるまちづくり
（３）誰 (だれ)もが安心 (あんしん)・安全 (あんせん)に暮 (く)らせるまちづくり
３　基本施策 (きほんしさく)
（１）障 (しょう)がいの理解 (りかい)促進 (そくしん)と差別 (さべつ)解消 (かいしょう)
（２）地域 (ちいき)における生活 (せいかつ)支援 (しえん)
（３）健康 (けんこう)づくりの推進 (すいしん)
（４）療育 (りょういく)・保育 (ほいく)・教育 (きょういく)の充実 (じゅうじつ)
（５）雇用 (こよう)・就労 (しゅうろう)の促進 (そくしん)
（６）交流 (こうりゅう)とふれあい活動 (かつどう)の促進 (そくしん)
（７）福祉 (ふくし)のまちづくりの推進 (すいしん)

本 (ほん)計画 (けいかく)においては，ＳＤＧｓ (エスディジーズ)（持続 (じぞく)可能 (かのう)な開発 (かいはつ)目標 (もくひょう)）の視点 (してん)を取 (と)り入 (い)れ，
目標 (もくひょう)の達成 (たっせい)に向 (む)けて取 (と)り組 (く)みます。
【達成 (たっせい)をめざすＳＤＧｓ (エスディジーズ)】
目標 (もくひょう)３　すべての人 (ひと)に健康 (けんこう)と福祉 (ふくし)を
目標 (もくひょう)４　質 (しつ)の高 (たか)い教育 (きょういく)をみんなに
目標 (もくひょう)５　ジェンダー平等 (びょうどう)を実現 (じつげん)しよう
目標 (もくひょう)８　働 (はたら)きがいも 経済 (けいざい)成長 (せいちょう)も
目標 (もくひょう)１０　人 (ひと)や国 (くに)の不平等 (ふびょうどう)をなくそう
目標 (もくひょう)１１　住 (す)み続 (つづ)けられるまちづくりを
目標 (もくひょう)１６　平和 (へいわ)と公正 (こうせい)をすべての人 (ひと)に
目標 (もくひょう)１７　パートナーシップで目標 (もくひょう)を達成 (たっせい)しよう

【３】計画 (けいかく)の位置 (いち)付 (づ)け
本 (ほん)計画 (けいかく)は，障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)第 (だい)８８条 (じょう)第 (だい)１項 (こう)の規定 (きてい)に基 (もと)づく
「市町村 (しちょうそん)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及 (およ)び児童 (じどう)福祉 (ふくし)法 (ほう)第 (だい)３３条 (じょう)の２０第 (だい)１項 (こう)に基 (もと)づく
「市町村 (しちょうそん)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」であり，本市 (ほんし)の障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の
あるべき姿 (すがた)と見込 (みこみ)量 (りょう)，達成 (たっせい)のための方策 (ほうさく)を定 (さだ)めるものです。
策定 (さくてい)にあたっては，プランの趣旨 (しゅし)を踏 (ふ)まえるとともに，
「福山 (ふくやま)みらい創造 (そうぞう)ビジョン（第 (だい)五 (ご)次 (じ)福山市 (ふくやまし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)第 (だい)２期 (き)基本 (きほん)計画 (けいかく)）」をはじめ，
「福山市 (ふくやまし)高齢 (こうれい)者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)２０２４」やその他 (た)の関連 (かんれん)する計画 (けいかく)及 (およ)び広島県 (ひろしまけん)等 (とう)の
各種 (かくしゅ)計画 (けいかく)との整合 (せいごう)を図 (はか)っています。

福山 (ふくやま)みらい創造 (そうぞう)ビジョン（第 (だい)五 (ご)次 (じ)福山市 (ふくやまし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)第 (だい)２期 (き)基本 (きほん)計画 (けいかく)）
福山市 (ふくやまし)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)２０２２
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)プラン
第 (だい)３期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
第 (だい)７期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
福山市 (ふくやまし)高齢 (こうれい)者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)２０２４
福山市 (ふくやまし)ネウボラ事業 (じぎょう)計画 (けいかく)
その他 (た)の分野 (ぶんや)の個別 (こべつ)計画 (けいかく)（防災 (ぼうさい)・都市 (とし)・教育 (きょういく)など）

国 (くに)・県 (けん)の関連 (かんれん)計画 (けいかく)との整合 (せいごう)
障害 (しょうがい)者 (しゃ)基本 (きほん)計画 (けいかく)（第 (だい)５次 (じ)）
広島県 (ひろしまけん)保健 (ほけん)医療 (いりょう)計画 (けいかく)

広島県 (ひろしまけん)障害者 (しょうがいしゃ)プラン
第 (だい)７期 (き)広島県 (ひろしまけん)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
第 (だい)３期 (き)広島県 (ひろしまけん)障害 (しょうがい)児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)

【４】計画 (けいかく)の対象者 (たいしょうしゃ)
本 (ほん)計画 (けいかく)の対象者 (たいしょうしゃ)は，平成 (へいせい)１８年 (ねん)厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)告示 (こくじ)第 (だい)３９５号 (ごう)「障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス等 (とう)及 (およ)び
障害 (しょうがい)児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)等 (とう)の円滑 (えんかつ)な実施 (じっし)を確保 (かくほ)するための基本 (きほん)的 (てき)な指針 (ししん)」
（以下 (いか)「基本 (きほん)指針 (ししん)」という。）に基 (もと)づき次 (つぎ)のとおりとします。
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)
知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)（発達 (はったつ)障 (しょう)がい者 (しゃ)・高次 (こうじ)脳機能 (のうきのう)障 (しょう)がい者 (しゃ)を含 (ふく)む。）
難病 (なんびょう)患者 (かんじゃ)等 (とう)
障 (しょう)がい児 (じ)

【５】計画 (けいかく)の対象 (たいしょう)期間 (きかん)
本 (ほん)計画 (けいかく)の対象 (たいしょう)期間 (きかん)は，２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）から２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）
までの３年間 (ねんかん)です。

福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)プラン
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）から２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）まで
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)
２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）から２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）まで
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）から２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）まで
第 (だい)５期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）から２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）まで
第 (だい)６期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）から２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）まで
第 (だい)７期 (き)（本計画 (ほんけいかく)）福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）から２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）まで
第 (だい)１期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）から２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）まで
第 (だい)２期 (き)福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）から２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）まで
第 (だい)３期 (き)（本 (ほん)計画 (けいかく)）福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）から２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）まで

【６】計画 (けいかく)の策定 (さくてい)方法 (ほうほう)
１　アンケート調査 (ちょうさ)等 (とう)の実施 (じっし)
（１）市民 (しみん)アンケート
市内 (しない)の障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)し，現在 (げんざい)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)や意識 (いしき)及 (およ)び
今後 (こんご)のニーズ等 (とう)を調査 (ちょうさ)し，本 (ほん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の基礎 (きそ)資料 (しりょう)とすることを目的 (もくてき)として，
郵送 (ゆうそう)での配布 (はいふ)・回収 (かいしゅう)によりアンケート調査 (ちょうさ)を実施 (じっし)しました。

調査 (ちょうさ)対象 (たいしょう)
市内 (しない)に住所 (じゅうしょ)を有 (ゆう)する身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)，療育 (りょういく)手帳 (てちょう)，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の
所持 (しょじ)者 (しゃ)及 (およ)び障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)受給 (じゅきゅう)者 (しゃ)
調査 (ちょうさ)期間 (きかん)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）７月 (がつ)３１日 (にち)～２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）８月 (がつ)１４日 (にち)
調査 (ちょうさ)方法 (ほうほう)
郵送 (ゆうそう)による調査票 (ちょうさひょう)の配布 (はいふ)・回収 (かいしゅう)
配布 (はいふ)数 (すう)	３５００人 (にん)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)：２９００人 (にん)，１８歳 (さい)未満 (みまん)：６００人 (にん)）　　
回収 (かいしゅう)数 (すう)	１３７２人 (にん)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)：１１０７人 (にん)，１８歳 (さい)未満 (みまん)：２６５人 (にん)）
回収 (かいしゅう)率 (りつ)	３９．２パーセント（１８歳 (さい)以上 (いじょう)：３８．２パーセント，
１８歳 (さい)未満 (みまん)：４４．２パーセント）

なお，本 (ほん)計画 (けいかく)では， １８歳 (さい)以上 (いじょう)の人 (ひと)を対象 (たいしょう)としたものの集計 (しゅうけい)結果 (けっか)を引用 (いんよう)する場合 (ばあい)は，
「障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)」と表記 (ひょうき)し，１８歳 (さい)未満 (みまん)の人 (ひと)を対象 (たいしょう)と
したものの集計 (しゅうけい)結果 (けっか)を引用 (いんよう)する場合 (ばあい)は，「障 (しょう)がい児 (じ)（１８歳 (さい)未満 (みまん)）アンケート調査 (ちょうさ)」
と表記 (ひょうき)します。

（２）事業 (じぎょう)所 (しょ)アンケート
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業 (じぎょう)等 (とう)を行 (おこな)う事業 (じぎょう)者 (しゃ)を対象 (たいしょう)に，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスの
提供 (ていきょう)状況 (じょうきょう)や課題 (かだい)等 (とう)についてのアンケート調査 (ちょうさ)を実施 (じっし)しました。

調査 (ちょうさ)対象 (たいしょう)
市内 (しない)の訪問 (ほうもん)系 (けい)・日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)・居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス事業所 (じぎょうしょ)，相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)，
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)
調査 (ちょうさ)期間 (きかん)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）８月 (がつ)３１日 (にち)～２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）９月 (がつ)１１日 (にち)
配布 (はいふ)数 (すう)	７１８事業所 (じぎょうしょ)
回収 (かいしゅう)数 (すう)	５６９事業所 (じぎょうしょ)
回収 (かいしゅう)率 (りつ)	７９．２パーセント

（３）福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)からの意見書 (いけんしょ)の提出 (ていしゅつ)
障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)第 (だい)８９条 (じょう)の３に基 (もと)づき設置 (せっち)された
「福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)」より本 (ほん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)にあたって，
意見書 (いけんしょ)が提出 (ていしゅつ)されました。

対象 (たいしょう)
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)
時期 (じき)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）９月 (がつ)２１日 (にち)

（４）その他 (た)意見 (いけん)の聴取 (ちょうしゅ)
本 (ほん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)にあたって，障 (しょう)がい者 (しゃ)団体 (だんたい)等 (とう)からの意見 (いけん)の聴取 (ちょうしゅ)を実施 (じっし)しました。

対象 (たいしょう)
障 (しょう)がい者 (しゃ)団体 (だんたい)等 (とう)（１８団体 (だんたい)）
時期 (じき)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）７月 (がつ)～２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）８月 (がつ)

２　策定 (さくてい)体制 (たいせい)
本 (ほん)計画 (けいかく)は，行政 (ぎょうせい)の様々 (さまざま)な部門 (ぶもん)に関 (かか)わることから，関係部局 (かんけいぶきょく)の意見 (いけん)を取 (と)り入 (い)れながら
原案 (げんあん)を作成 (さくせい)しました。そして，「福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)審議会 (しんぎかい)」を開催 (かいさい)し，
専門 (せんもん)的 (てき)見地 (けんち)から意見 (いけん)をいただくとともに，パブリックコメントの実施 (じっし)により，
幅広 (はばひろ)く意見 (いけん)を募 (つの)り，検討 (けんとう)を行 (おこな)います。

【７】計画 (けいかく)の推進 (すいしん)
１　推進 (すいしん)体制 (たいせい)の強化 (きょうか)
本 (ほん)計画 (けいかく)を総合 (そうごう)的 (てき)かつ計画 (けいかく)的 (てき)に推進 (すいしん)していくために，庁内 (ちょうない)関係 (かんけい)各課 (かくか)におけるより
一層 (いっそう)の連携 (れんけい)の強化 (きょうか)を図 (はか)るとともに，協議 (きょうぎ)や調整 (ちょうせい)及 (およ)び進捗 (しんちょく)管理 (かんり)など，
分野 (ぶんや)横断 (おうだん)的 (てき)に連携 (れんけい)し，庁内 (ちょうない)推進 (すいしん)体制 (たいせい)の強化 (きょうか)を図 (はか)ります。

２　計画 (けいかく)の進行 (しんこう)管理 (かんり)
毎年度 (まいねんど)，ＰＤＣＡ (ピーディーシーエー)サイクルの考 (かんが)え方 (かた)に基 (もと)づいて点検 (てんけん)・評価 (ひょうか)することにより
進捗 (しんちょく)管理 (かんり)を行 (おこな)い，必要 (ひつよう)に応 (おう)じて計画 (けいかく)や事業 (じぎょう)の見直 (みなお)し等 (とう)を行 (おこな)います。
また，本 (ほん)計画 (けいかく)の達成状況 (たっせいじょうきょう)を「福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)審議会 (しんぎかい)」へ報告 (ほうこく)します。

ＰＤＣＡ (ピーディーシーエー)サイクルのイメージ
計画 (けいかく)　プラン　目標 (もくひょう)を設定 (せってい)し，目標 (もくひょう)達成 (たっせい)に向 (む)けた活動 (かつどう)を立案 (りつあん)する
実行 (じっこう)　ドゥー　計画 (けいかく)に基 (もと)づき活動 (かつどう)を実行 (じっこう)する
評価 (ひょうか)　チェック　活動 (かつどう)を実施 (じっし)した結果 (けっか)を把握 (はあく)・分析 (ぶんせき)し，考察 (こうさつ)する（学 (まな)ぶ）
改善 (かいぜん)　アクト　考察 (こうさつ)に基 (もと)づき，計画 (けいかく)の目標 (もくひょう)，活動 (かつどう)などを見直 (みなお)しする

第 (だい)２章 (しょう)　障 (しょう)がいのある人 (ひと)を取 (と)り巻 (ま)く現状 (げんじょう)
【１】人口 (じんこう)等 (とう)の推移 (すいい)
本市 (ほんし)の人口 (じんこう)は，緩 (ゆる)やかな減少傾向 (げんしょうけいこう)にあり，２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）
３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)４５９，１６０人 (にん)（２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）を１００とした場合 (ばあい)９７．９）
となっています。世帯 (せたい)数 (すう)は増加傾向 (ぞうかけいこう)にあり，
１世帯 (せたい)当 (あ)たりの人口数 (じんこうすう)を示 (しめ)す世帯 (せたい)人員 (じんいん)は，２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）の
２．２７人 (にん)から２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）で２．１４人 (にん)となっています。
本市 (ほんし)の高齢化 (こうれいか)率 (りつ)は，２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）の２７．７パーセントから
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）で２９．２パーセントとなっています。

人口 (じんこう)推移 (すいい)は次 (つぎ)のとおりです
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　４６８，９８７人 (にん)
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　４６８，３８０人 (にん)
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　４６７，８３７人 (にん)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　４６５，４０２人 (にん)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　４６１，６６４人 (にん)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　４５９，１６０人 (にん)

世帯 (せたい)数 (すう)推移 (すいい)は次 (つぎ)のとおりです
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　２０６，８８８世帯 (せたい)
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　２０９，１４８世帯 (せたい)
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　２１１，３９１世帯 (せたい)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　２１２，６２１世帯 (せたい)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　２１２，５６４世帯 (せたい)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　２１４，２５９世帯 (せたい)

世帯 (せたい)人員 (じんいん)推移 (すいい)は次 (つぎ)のとおりです
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　２．２７人 (にん)
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　２．２４人 (にん)
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　２．２１人 (にん)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　２．１９人 (にん)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　２．１７人 (にん)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　２．１４人 (にん)

人口 (じんこう)増減 (ぞうげん)率 (りつ)は次 (つぎ)のとおりです
増減 (ぞうげん)率 (りつ)は，２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）を１００とした場合 (ばあい)の各年 (かくとし)の割合 (わりあい)を示 (しめ)しています。
住民 (じゅうみん)基本 (きほん)台帳 (だいちょう)　各 (かく)年 (ねん)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　１００．０パーセント
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　９９．９パーセント
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　９９．８パーセント
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　９９．２パーセント
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　９８．４パーセント
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　９７．９パーセント

世帯 (せたい)数 (すう)増減 (ぞうげん)率 (りつ)は次 (つぎ)のとおりです
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　１００．０パーセント
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　１０１．１パーセント
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　１０２．２パーセント
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　１０２．８パーセント
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　１０２．７パーセント
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　１０３．６パーセント

年齢別 (ねんれいべつ)人口 (じんこう)の推移 (すいい)は次 (つぎ)のとおりです
増減 (ぞうげん)率 (りつ)は２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）を１００とした場合 (ばあい)の
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）の割合 (わりあい)を示 (しめ)しています。
住民 (じゅうみん)基本 (きほん)台帳 (だいちょう)　各 (かく)年 (ねん)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

１８歳 (さい)未満 (みまん)
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　７７，４９３人 (にん)
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　７６，５１５人 (にん)
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　７５，４２４人 (にん)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　７４，２６２人 (にん)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　７３，０７６人 (にん)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　７１，７８６人 (にん)
増減 (ぞうげん)率 (りつ)　９２．６パーセント

６５歳 (さい)以上 (いじょう)
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　１２９，６８１人 (にん)
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　１３１，４５８人 (にん)
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　１３２，６９６人 (にん)
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　１３３，６００人 (にん)
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　１３４，３１０人 (にん)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　１３４，０４９人 (にん)
増減 (ぞうげん)率 (りつ)　１０３．４パーセント

高齢化 (こうれいか)率 (りつ)
２０１８年 (ねん)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)）　２７．７パーセント
２０１９年 (ねん)（平成 (へいせい)３１年 (ねん)）　２８．１パーセント
２０２０年 (ねん)（令和 (れいわ)２年 (ねん)）　２８．４パーセント
２０２１年 (ねん)（令和 (れいわ)３年 (ねん)）　２８．７パーセント
２０２２年 (ねん)（令和 (れいわ)４年 (ねん)）　２９．１パーセント
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）　２９．２パーセント

【２】障 (しょう)がいのある人 (ひと)の動向 (どうこう)
１　障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)
本市 (ほんし)の障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)は，緩 (ゆる)やかな増減 (ぞうげん)を繰 (く)り返 (かえ)しながら推移 (すいい)しており，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は２７，２０３人 (にん)となっています。
手帳 (てちょう)の種類別 (しゅるいべつ)でみると，２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は「身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)」が
１７,００５人 (にん)と最 (もっと)も多 (おお)く，全体 (ぜんたい)の約 (やく)６割 (わり)（６２．５パーセント）を占 (し)めています。
「療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)」は４,００６人 (にん)（全体 (ぜんたい)に占 (し)める構成比 (こうせいひ)１４．７パーセント），
「精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)」は６,１９２人 (にん)（同 (どう)２２．８パーセント）と
なっています。
２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）からの推移 (すいい)では，「身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)」は
減少 (げんしょう)していますが，「精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)」は増加 (ぞうか)しています。

障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年 (ねん)度 (ど)（平成 (へいせい)２９年 (ねん)度 (ど)）
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　２７，２１７人 (にん)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１８，１５０人 (にん)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　３，９７９人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　５，０８８人 (にん)

２０１８年 (ねん)度 (ど)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)度 (ど)）
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　２７，３０２人 (にん)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１７，９１１人 (にん)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　４，０３８人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　５，３５３人 (にん)

２０１９年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)元年 (がんねん)度 (ど)）
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　２７，０１８人 (にん)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１７，４０８人 (にん)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　４，０８１人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　５，５２９人 (にん)

２０２０年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)２年 (ねん)度 (ど)）
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　２７，３０３人 (にん)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１７，５３７人 (にん)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　４，１９４人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　５，５７２人 (にん)

２０２１年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)３年 (ねん)度 (ど)）
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　２７，５６３人 (にん)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１７，３４２人 (にん)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　４，２８９人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　５，９３２人 (にん)

２０２２年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)４年 (ねん)度 (ど)）
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　２７，２０３人 (にん)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１７，００５人 (にん)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　４，００６人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　６，１９２人 (にん)

構成比 (こうせいひ)　
障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　６２．５パーセント
療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　１４．７パーセント
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)　２２．８パーセント

２　身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)
本市 (ほんし)の身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)は減少傾向 (げんしょうけいこう)にあり，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は１７，００５人 (にん)となっています。
等級別 (とうきゅうべつ)でみると，２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は「１級 (きゅう)」が５，７９１人 (にん)と最 (もっと)も多 (おお)く，
全体 (ぜんたい)の３割 (わり)以上 (いじょう)（３４．１パーセント）を占 (し)めています。次 (つ)いで「４級 (きゅう)」が３,４１１人 (にん)
（全体 (ぜんたい)に占 (し)める構成比 (こうせいひ)２０．１パーセント），「３級 (きゅう)」が２，９８０人 (にん)
（同 (どう)１７．５パーセント）の順 (じゅん)となっています。
年齢別 (ねんれいべつ)では，６５歳 (さい)以上 (いじょう)が１２，４８６人 (にん)で７割 (わり)以上 (いじょう)（７３．４パーセント）を占 (し)め，
高齢 (こうれい)者 (しゃ)の割合 (わりあい)が高 (たか)くなっています。

等級別 (とうきゅうべつ)身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各年度 (かくねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年 (ねん)度 (ど)（平成 (へいせい)２９年 (ねん)度 (ど)）
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１８，１５０人 (にん)
１級 (きゅう)　５，６４２人 (にん)
２級 (きゅう)　２，６０７人 (にん)
３級 (きゅう)　３，４４９人 (にん)
４級 (きゅう)　３，８５１人 (にん)
５級 (きゅう)　１，４７４人 (にん)
６級 (きゅう)　１，１２７人 (にん)

２０１８年 (ねん)度 (ど)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)度 (ど)）
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１７，９１１人 (にん)
１級 (きゅう)　５，６２２人 (にん)
２級 (きゅう)　２，５７５人 (にん)
３級 (きゅう)　３，３７８人 (にん)
４級 (きゅう)　３，７７３人 (にん)
５級 (きゅう)　１，４５４人 (にん)
６級 (きゅう)　１，１０９人 (にん)

２０１９年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)元 (がん)年 (ねん)度 (ど)）
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１７，４０８人 (にん)　
１級 (きゅう)　５，６２９人 (にん)
２級 (きゅう)　２，５１２人 (にん)
３級 (きゅう)　３，１８７人 (にん)
４級 (きゅう)　３，６２７人 (にん)
５級 (きゅう)　１，４０２人 (にん)
６級 (きゅう)　１，０５１人 (にん)

２０２０年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)２年 (ねん)度 (ど)）
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１７，５３７人 (にん)　
１級 (きゅう)　５，７７７人 (にん)
２級 (きゅう)　２，５３２人 (にん)
３級 (きゅう)　３，１６６人 (にん)
４級 (きゅう)　３，６０４人 (にん)
５級 (きゅう)　１，４１９人 (にん)
６級 (きゅう)　１，０３９人 (にん)

２０２１年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)３年 (ねん)度 (ど)）
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１７，３４２人 (にん)
１級 (きゅう)　５，８３２人 (にん)
２級 (きゅう)　２，５１３人 (にん)
３級 (きゅう)　３，１０７人 (にん)
４級 (きゅう)　３，４９９人 (にん)
５級 (きゅう)　１，３６８人 (にん)
６級 (きゅう)　１，０２３人 (にん)

２０２２年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)４年 (ねん)度 (ど)）
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１７，００５人 (にん)
１級 (きゅう)　５，７９１人 (にん)
２級 (きゅう)　２，４７３人 (にん)
３級 (きゅう)　２，９８０人 (にん)
４級 (きゅう)　３，４１１人 (にん)
５級 (きゅう)　１，３３０人 (にん)
６級 (きゅう)　１，０２０人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)合計 (ごうけい)　１００.０パーセント
１級 (きゅう)　３４．１パーセント
２級 (きゅう)　１４．５パーセント
３級 (きゅう)　１７．５パーセント
４級 (きゅう)　２０．１パーセント
５級 (きゅう)　７．８パーセント
６級 (きゅう)　６．０パーセント

年齢別 (ねんれいべつ)身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年 (ねん)度 (ど)（平成 (へいせい)２９年 (ねん)度 (ど)）
合計 (ごうけい)　１８，１５０人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　３１７人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，５６１人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１３，２７２人 (にん)

２０１８年 (ねん)度 (ど)（平成 (へいせい)３０年 (ねん)度 (ど)）
合計 (ごうけい)　１７，９１１人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　３０７人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，３９６人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１３，２０８人 (にん)

２０１９年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)元 (がん)年 (ねん)度 (ど)）
合計 (ごうけい)　１７，４０８人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　３１３人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，１８０人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１２，９１５人 (にん)

２０２０年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)２年 (ねん)度 (ど)）
合計 (ごうけい)　１７，５３７人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　３０２人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，４０３人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１２，８３２人 (にん)

２０２１年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)３年 (ねん)度 (ど)）
合計 (ごうけい)　１７，３４２人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　２８９人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，３５６人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１２，６９７人 (にん)

２０２２年 (ねん)度 (ど)（令和 (れいわ)４年 (ねん)度 (ど)）
合計 (ごうけい)　１７，００５人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　２８１人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，２３８人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１２，４８６人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
１８歳 (さい)未満 (みまん)　１．７パーセント
１８～６４歳 (さい)　２４．９パーセント
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　７３．４パーセント

障 (しょう)がい種類別 (しゅるいべつ)でみると，２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は「肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)」が
８，６１２人 (にん)と最 (もっと)も多 (おお)く，全体 (ぜんたい)の約半数 (やくはんすう)（５０．６パーセント）を占 (し)めています。
次 (つ)いで「内部 (ないぶ)障 (しょう)がい」が５，５６１人 (にん)（全体 (ぜんたい)に占 (し)める構成比 (こうせいひ)３２．７パーセント），
「聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい」が１，４６０人 (にん)（同 (どう)８．６パーセント），「視覚 (しかく)障 (しょう)がい」が
１，１７８人 (にん)（同 (どう)６．９パーセント）の順 (じゅん)となっています。
２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）からの推移 (すいい)では，「内部 (ないぶ)障 (しょう)がい」が増加 (ぞうか)しています。

障 (しょう)がい種類別 (しゅるいべつ)身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　１８，１５０人 (にん)
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　１，２４７人 (にん)
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　１，５７４人 (にん)
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１９８人 (にん)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　９，８７８人 (にん)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　５，２５３人 (にん)

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　１７，９１１人 (にん)
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　１，２３２人 (にん)
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　１，５５８人 (にん)
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１９５人 (にん)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　９，６３８人 (にん)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　５，２８８人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (がんねんど)）
合計 (ごうけい)　１７，４０８人 (にん)
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　１，１９０人 (にん)
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　１，４９６人 (にん)
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１４３人 (にん)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　９，２３９人 (にん)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　５，３４０人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　１７，５３７人 (にん)
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　１，２２３人 (にん)
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　１，４８８人 (にん)
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１８９人 (にん)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　９，１８２人 (にん)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　５，４５５人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　１７，３４２人 (にん)
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　１，１９７人 (にん)
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　１，４６３人 (にん)
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１９１人 (にん)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　８，９４５人 (にん)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　５，５４６人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　１７，００５人 (にん)
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　１，１７８人 (にん)
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　１，４６０人 (にん)
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１９４人 (にん)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　８，６１２人 (にん)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　５，５６１人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
合計 (ごうけい)１００．０パーセント
視覚 (しかく)障 (しょう)がい　６．９ パーセント
聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい　８．６ パーセント
音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい　１．１ パーセント
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)　５０．６ パーセント
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい　３２．７ パーセント

３　療育手帳 (りょういくてちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)
本市 (ほんし)の療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)は増加傾向 (ぞうかけいこう)にありましたが，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は減少 (げんしょう)し４，００６人 (にん)となっています。
障 (しょう)がい程度別 (ていどべつ)でみると，２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は「軽度 (けいど)Ｂ (ビー)」が
１，４１０人 (にん)と最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「重度 (じゅうど)Ａ (エー) 」が１，１８５人 (にん)，
「中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)」が１，０２６人 (にん)，「最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)」が３８５人 (にん)の順 (じゅん)となっています。
また，重度 (じゅうど)障 (しょう)がい者 (しゃ)（最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)，重度 (じゅうど)Ａ (エー)）は，約 (やく)４割 (わり)（３９．２パーセント）
となっています。

障 (しょう)がい程度別 (ていどべつ)療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各年度 (かくねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です
２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　３，９７９人 (にん)
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　４２４人 (にん)
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　１，２６９人 (にん)
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　１，０３７人 (にん)
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　１，２４９人 (にん)

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　４，０３８人 (にん)
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　４１９人 (にん)
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　１，２６６人 (にん)
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　１，０４５人 (にん)
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　１，３０８人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (がんねんど)）
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　４，０８１人 (にん)
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　４２１人 (にん)
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　１，２５４人 (にん)
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　１，０５４人 (にん)
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　１，３５２人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　４，１９４人 (にん)
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　４２１人 (にん)
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　１，２４９人 (にん)
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　１，０８５人 (にん)
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　１，４３９人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　４，２８９人 (にん)
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　４３２人 (にん)
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　１，２５５人 (にん)
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　１，１０６人 (にん)
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　１，４９６人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　４，００６人 (にん)
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　３８５人 (にん)
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　１，１８５人 (にん)
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　１，０２６人 (にん)
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　１，４１０人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
最 (さい)重度 (じゅうど)マルＡ (エー)　９．６パーセント
重度 (じゅうど)Ａ (エー)　２９．６パーセント
中度 (ちゅうど)マルＢ (ビー)　２５．６パーセント
軽度 (けいど)Ｂ (ビー)　３５．２パーセント

年齢別 (ねんれいべつ)療育手帳 (りょういくてちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　３，９７９人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　９０７人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　２，７１４人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　３５８人 (にん)

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　４，０３８人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　８８６人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　２，７７１人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　３８１人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (がんねんど)）
合計 (ごうけい)　４，０８１人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　８５０人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　２，８４６人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　３８５人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　４，１９４人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　８６８人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　２，９１４人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　４１２人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　４，２８９人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　８９７人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　２，９５６人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　４３６人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　４，００６人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　９３８人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　２，７１２人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　３５６人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
１８歳 (さい)未満 (みまん)　２３．４パーセント
１８～６４歳 (さい)　６７．７パーセント
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　８．９パーセント

４　精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)及 (およ)び自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給 (じゅきゅう)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)
本市 (ほんし)の精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)数 (すう)は増加傾向 (ぞうかけいこう)にあり，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は６，１９２人 (にん)となっています。
等級別 (とうきゅうべつ)でみると，２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は「２級 (きゅう)」が３，７４２人 (にん)と最 (もっと)も多 (おお)く，
全体 (ぜんたい)の約 (やく)６割 (わり)（６０．４パーセント）を占 (し)めています。次 (つ)いで「３級 (きゅう)」が
２，１６７人 (にん)（全体 (ぜんたい)に占 (し)める構成比 (こうせいひ)３５．０パーセント），「１級 (きゅう)」が２８３人 (にん)
（同 (どう)４．６パーセント）の順 (じゅん)となっており，「２級 (きゅう)」及 (およ)び「３級 (きゅう)」の増加 (ぞうか)が
目立 (めだ)っています。
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)は，近年 (きんねん)は増加傾向 (ぞうかけいこう)にあり，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は９，１０５人 (にん)となっています。

等級別 (とうきゅうべつ)精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)及 (およ)び自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者数 (じゅきゅうしゃすう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　５，０８８人 (にん)
１級 (きゅう)　３５４人 (にん)
２級 (きゅう)　３，２３２人 (にん)
３級 (きゅう)　１，５０２人 (にん)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)　７，８７６人 (にん)

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　５，３５３人 (にん)
１級 (きゅう)　３４１人 (にん)
２級 (きゅう)　３，３１２人 (にん)
３級 (きゅう)　１，７００人 (にん)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)　８，３４７人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (がんねんど)）
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　５，５２９人 (にん)
１級 (きゅう)　３２２人 (にん)
２級 (きゅう)　３，３５４人 (にん)
３級 (きゅう)　１，８５３人 (にん)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)　８，１１６人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　５，５７２人 (にん)
１級 (きゅう)　２９３人 (にん)
２級 (きゅう)　３，４０２人 (にん)
３級 (きゅう)　１，８７７人 (にん)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)　６，３５５人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　５，９３２人 (にん)
１級 (きゅう)　３１６人 (にん)
２級 (きゅう)　３，５７５人 (にん)
３級 (きゅう)　２，０４１人 (にん)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)　８，２６４人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　６，１９２人 (にん)
１級 (きゅう)　２８３人 (にん)
２級 (きゅう)　３，７４２人 (にん)
３級 (きゅう)　２，１６７人 (にん)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)　９，１０５人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)数 (すう)　合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
１級 (きゅう)　４．６パーセント
２級 (きゅう)　６０．４パーセント
３級 (きゅう)　３５．０パーセント

年齢別 (ねんれいべつ)精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)者 (しゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人 (にん)数 (すう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　５，０８８人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　５０６人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　３，５９４人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　９８８人 (にん)

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　５，３５３人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　５５８人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　３，７９５人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１，０００人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　５，５２９人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　５４５人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　３，９４６人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１，０３８人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　５，５７２人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　４８１人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，０２５人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１，０６６人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　５，９３２人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　４８５人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，２７９人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１，１６８人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　６，１９２人 (にん)
１８歳 (さい)未満 (みまん)　４６９人 (にん)
１８～６４歳 (さい)　４，５１７人 (にん)
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１，２０６人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
１８歳 (さい)未満 (みまん)　７．６パーセント
１８～６４歳 (さい)　７２．９パーセント
６５歳 (さい)以上 (いじょう)　１９．５パーセント

５　特定 (とくてい)医療 (いりょう)（指定 (してい)難病 (なんびょう)）受給者 (じゅきゅうしゃ)及 (およ)び小児 (しょうに)慢性 (まんせい)特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)医療 (いりょう)受給者 (じゅきゅうしゃ)の状況 (じょうきょう)
特定 (とくてい)医療 (いりょう)（指定 (してい)難病 (なんびょう)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)は，緩 (ゆる)やかな増加傾向 (ぞうかけいこう)にあり，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は４，０５１人 (にん)となっています。
小児 (しょうに)慢性 (まんせい)特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)医療 (いりょう)受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)は，近年 (きんねん)，減少傾向 (げんしょうけいこう)にあり，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は６２９人 (にん)となっています。

特定 (とくてい)医療 (いりょう)（指定 (してい)難病 (なんびょう)）受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）　３，２５５人 (にん)
２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）　３，４０７人 (にん)
２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (ねんど)）　３，６１３人 (にん)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）　３，９２０人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３，９０８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４，０５１人 (にん)

小児 (しょうに)慢性 (まんせい)特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)医療 (いりょう)受給者 (じゅきゅうしゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）　７１７人 (にん)
２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）　７１９人 (にん)
２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (ねんど)）　６７４人 (にん)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）　７２３人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６６０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６２９人 (にん)

６　障 (しょう)がい支援 (しえん)区分 (くぶん)認定 (にんてい)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)
本市 (ほんし)の障 (しょう)がい支援 (しえん)区分 (くぶん)認定 (にんてい)者 (しゃ)数 (すう)は，増加 (ぞうか)で推移 (すいい)しており，
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３，３６４人 (にん)となっています。
区分別 (くぶんべつ)でみると，２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は「区分 (くぶん)６」が９７７人 (にん)と最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「区分 (くぶん)３」が７０７人 (にん)，「区分 (くぶん)４」が６２９人 (にん)で続 (つづ)いており，
２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）からの推移 (すいい)では，「区分 (くぶん)４」及 (およ)び「区分 (くぶん)６」の
増加 (ぞうか)が目立 (めだ)っています。

障 (しょう)がい支援 (しえん)区分 (くぶん)認定 (にんてい)者 (しゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
各 (かく)年度 (ねんど)３月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１７年度 (ねんど)（平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　２，９４１人 (にん)
区分 (くぶん)１　１１８人 (にん)
区分 (くぶん)２　４６１人 (にん)
区分 (くぶん)３　６３８人 (にん)
区分 (くぶん)４　５０４人 (にん)
区分 (くぶん)５　３７８人 (にん)
区分 (くぶん)６　８４２人 (にん)

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　３，００３人 (にん)
区分 (くぶん)１　１１２人 (にん)
区分 (くぶん)２　４８４人 (にん)
区分 (くぶん)３　６４４人 (にん)
区分 (くぶん)４　５１６人 (にん)
区分 (くぶん)５　３９０人 (にん)
区分 (くぶん)６　８５７人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (がんねんど)）
合計 (ごうけい)　３，０８５人 (にん)
区分 (くぶん)１　９４人 (にん)
区分 (くぶん)２　４９８人 (にん)
区分 (くぶん)３　６４６人 (にん)
区分 (くぶん)４　５７８人 (にん)
区分 (くぶん)５　３９１人 (にん)
区分 (くぶん)６　８７８人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　３，１３４人 (にん)
区分 (くぶん)１　１０１人 (にん)
区分 (くぶん)２　５１３人 (にん)
区分 (くぶん)３　６４４人 (にん)
区分 (くぶん)４　５８２人 (にん)
区分 (くぶん)５　４０７人 (にん)
区分 (くぶん)６　８８７人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　３，３４１人 (にん)
区分 (くぶん)１　１１７人 (にん)
区分 (くぶん)２　５５０人 (にん)
区分 (くぶん)３　７０４人 (にん)
区分 (くぶん)４　６１３人 (にん)
区分 (くぶん)５　４１９人 (にん)
区分 (くぶん)６　９３８人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
合計 (ごうけい)　３，３６４人 (にん)
区分 (くぶん)１　１０１人 (にん)
区分 (くぶん)２　５２０人 (にん)
区分 (くぶん)３　７０７人 (にん)
区分 (くぶん)４　６２９人 (にん)
区分 (くぶん)５　４３０人 (にん)
区分 (くぶん)６　９７７人 (にん)

構成比 (こうせいひ)
合計 (ごうけい)　１００．０パーセント
区分 (くぶん)１　３．０パーセント
区分 (くぶん)２　１５．５パーセント
区分 (くぶん)３　２１．０パーセント
区分 (くぶん)４　１８．７パーセント
区分 (くぶん)５　１２．８パーセント
区分 (くぶん)６　２９．０パーセント

７　障 (しょう)がいのある子 (こ)どもを取 (と)り巻 (ま)く教育 (きょういく)環境 (かんきょう)の状況 (じょうきょう)
本市 (ほんし)の特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)における在籍 (ざいせき)者 (しゃ)数 (すう)は，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は
小学部 (しょうがくぶ)が１７７人 (にん)，中学部 (ちゅうがくぶ)が１３６人 (にん)，高等部 (こうとうぶ)が２２１人 (にん)となっています。
本市 (ほんし)の小学校 (しょうがっこう)・中学校 (ちゅうがっこう)における特別 (とくべつ)支援 (しえん)学級 (がっきゅう)の在籍 (ざいせき)者 (しゃ)数 (すう)については，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は小学校 (しょうがっこう)が２，０８５人 (にん)，中学校 (ちゅうがっこう)が５５９人 (にん)となっており，
いずれも増加傾向 (ぞうかけいこう)にあります。
小学校 (しょうがっこう)・中学校 (ちゅうがっこう)における通級 (つうきゅう)指導 (しどう)教室 (きょうしつ)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)については，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は小学校 (しょうがっこう)が４６０人 (にん)，中学校 (ちゅうがっこう)が７７人 (にん)となっており，
近年 (きんねん)は横 (よこ)ばい傾向 (けいこう)にあります。
小学校 (しょうがっこう)には義務 (ぎむ)教育 (きょういく)学校 (がっこう)（前期 (ぜんき)課程 (かてい)），中学校 (ちゅうがっこう)には義務 (ぎむ)教育 (きょういく)学校 (がっこう)（後期 (こうき)課程 (かてい)）を含 (ふく)む。

特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう) 在籍 (ざいせき)者 (しゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）５月 (がつ)１日 (にち)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です
出典 (しゅってん)は広島県 (ひろしまけん)ホームページ　広島県 (ひろしまけん)教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)　公立 (こうりつ)学校 (がっこう)基本 (きほん)数 (すう)です

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
小学部 (しょうがくぶ)　２３７人 (にん)
中学部 (ちゅうがくぶ)　１１０人 (にん)
高等部 (こうとうぶ)　２３９人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年度 (ねんど)）
小学部 (しょうがくぶ)　２３１人 (にん)
中学部 (ちゅうがくぶ)　１１２人 (にん)
高等部 (こうとうぶ)　２２５人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
小学部 (しょうがくぶ)　２１３人 (にん)
中学部 (ちゅうがくぶ)　１１８人 (にん)
高等部 (こうとうぶ)　２０４人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
小学部 (しょうがくぶ)　１９７人 (にん)
中学部 (ちゅうがくぶ)　１４０人 (にん)
高等部 (こうとうぶ)　１９１人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
小学部 (しょうがくぶ)　１８２人 (にん)
中学部 (ちゅうがくぶ)　１３３人 (にん)
高等部 (こうとうぶ)　１９９人 (にん)

２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）
小学部 (しょうがくぶ)　１７７人 (にん)
中学部 (ちゅうがくぶ)　１３６人 (にん)
高等部 (こうとうぶ)　２２１人 (にん)

特別 (とくべつ)支援 (しえん)学級 (がっきゅう) 在籍 (ざいせき)者 (しゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）５月 (がつ)１日 (にち)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　１，４５９人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　３５６人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年 (ねん)度 (ど)）
小学校 (しょうがっこう)　１，５６６人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　３８０人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　１，６８６人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　４１８人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　１，８０７人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　４８５人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　１，９３７人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　５２６人 (にん)

２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　２，０８５人 (にん)
中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)　５５９人 (にん)

通級 (つうきゅう)指導 (しどう)教室 (きょうしつ) 利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)の推移 (すいい)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）５月 (がつ)１日 (にち)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です

２０１８年度 (ねんど)（平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　５６１人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　１２１人 (にん)

２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元年度 (がんねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　５４５人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　１０２人 (にん)

２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　５０４人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　９４人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　４６６人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　７４人 (にん)

２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　４５８人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　７８人 (にん)

２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）
小学校 (しょうがっこう)　４６０人 (にん)
中学校 (ちゅうがっこう)　７７人 (にん)

第 (だい)３章 (しょう)　前期 (ぜんき)計画 (けいかく)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)
【１】成果 (せいか)目標 (もくひょう)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)の成果 (せいか)目標 (もくひょう)に対 (たい)する進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)及 (およ)び点検 (てんけん)・評価 (ひょうか)結果 (けっか)は次 (つぎ)のとおりです。

成果 (せいか)目標 (もくひょう)１　施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)
（１）施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)
２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年度 (ねんど)）末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)３５５人 (にん)に対 (たい)して，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)までに２２人 (にん)（６．２パーセント）が地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)する。

施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)については，２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年度 (ねんど)）末 (まつ)時点 (じてん)の
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)３５５人 (にん)に対 (たい)して２２人 (にん)（６．２パーセント）を目標 (もくひょう)としていましたが，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)では３人 (にん)（０．８パーセント）で，目標値 (もくひょうち)を大 (おお)きく
下回 (したまわ)っています。

施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）～２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)２２人 (にん)は，２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）～
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）までの間 (あいだ)で地域 (ちいき)移行 (いこう)する施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)の目標値 (もくひょうち)

第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)　２２人 (にん)
第 (だい)５期 (き)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）　２人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
計 (けい)３人 (にん)

【参考 (さんこう)】施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)を希望 (きぼう)する待機 (たいき)者 (しゃ)数 (すう)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）８月 (がつ)末 (まつ)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です
待機 (たいき)者 (しゃ)数 (すう)（延 (のべ)）
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３８７人 (にん)

【参考 (さんこう)】グループホームの整備 (せいび)状況 (じょうきょう)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）９月 (がつ)１日 (にち)現在 (げんざい)の人数 (にんずう)です
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）
事業所 (じぎょうしょ)数 (すう)　３３か所 (しょ)
住居 (じゅうきょ)数 (すう)　１１１か所 (しょ)
定員 (ていいん)数 (すう)　６８２人 (にん)

（２）施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の削減 (さくげん)
２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年度 (ねんど)）末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)３５５人 (にん)に対 (たい)して，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)までに施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)を９人 (にん)（２．５パーセント）減 (へ)らす。

施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の削減 (さくげん)については，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)までに，
２０１９年度 (ねんど)（令和 (れいわ)元 (がん)年度 (ねんど)）末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)３５５人 (にん)のうち９人 (にん)（２．５パーセント）
を削減 (さくげん)目標 (もくひょう)としていましたが，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)では
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)削減 (さくげん)数 (すう)が０人 (にん)（０パーセント）で，目標値 (もくひょうち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。

施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の増減 (ぞうげん)数 (すう)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）～２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の増減 (ぞうげん)数 (すう)の９人 (にん)減 (げん)は，２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）～
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）までの間 (あいだ)で削減 (さくげん)する施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)の目標値 (もくひょうち)

第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)　９人 (にん)減 (げん)
第 (だい)５期 (き)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）　５人 (にん)減 (げん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)減 (げん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
計 (けい)０人 (にん)

施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)の合計 (ごうけい)
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)　３４６人 (にん)
第 (だい)５期 (き)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）　３５０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３４３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３５５人 (にん)

成果 (せいか)目標 (もくひょう)２　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)が有 (ゆう)する機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)までに地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)（システム）が
有 (ゆう)する機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)に向 (む)けた検証 (けんしょう)及 (およ)び検討 (けんとう)を年 (ねん)１回 (かい)行 (おこな)う。

地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)が有 (ゆう)する機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)については，障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)の
生活 (せいかつ)を地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で支 (ささ)える地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)（システム）を
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）に整備 (せいび)し，以降 (いこう)は機能 (きのう)充実 (じゅうじつ)に向 (む)けた検証 (けんしょう)，
検討 (けんとう)を行 (おこな)っています。

１ 地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の整備 (せいび)
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)　整備 (せいび)
第 (だい)５期 (き)
２０２０年度 (ねんど)（令和 (れいわ)２年度 (ねんど)）　整備 (せいび)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　整備 (せいび)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　整備 (せいび)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　整備 (せいび)

２ 地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)（システム）が有 (ゆう)する機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)に向 (む)けた
検証 (けんしょう)及 (およ)び検討 (けんとう)の年間 (ねんかん)の実施 (じっし)回数 (かいすう)（年 (ねん)に１回 (かい)）
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)　年 (ねん)に１回 (かい)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　年 (ねん)に１回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　年 (ねん)に０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　年 (ねん)に１回 (かい)

成果 (せいか)目標 (もくひょう)３　福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)等 (とう)
（１）一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）までに５３人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)については，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）において５３人 (にん)を目標 (もくひょう)としていましたが，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は５６人 (にん)となっています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５６人 (にん)

（２）就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)から，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）に１６人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)については，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）において１６人 (にん)を目標 (もくひょう)としていましたが，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は２３人 (にん)となり，目標値 (もくひょうち)を上回 (うわまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１６人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２３人 (にん)

（３）就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)から，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）に１３人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)については，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）において１３人 (にん)を目標 (もくひょう)としていましたが，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は１２人 (にん)となっています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２人 (にん)

（４）就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)から，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）に２４人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)については，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）において２４人 (にん)を目標 (もくひょう)としていましたが，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は２１人 (にん)となっています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２４人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２１人 (にん)

（５）就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）の４月 (がつ)～９月 (がつ)に一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に移行 (いこう)する４４人 (にん)のうち
３１人 (にん)が就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を利用 (りよう)する。

就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)については，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）において
４月 (がつ)～９月 (がつ)に一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に移行 (いこう)する４４人 (にん)のうち３１人 (にん)（７０．５パーセント）が
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を利用 (りよう)することを目標 (もくひょう)としていましたが，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）では４月 (がつ)～９月 (がつ)に一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に移行 (いこう)する
３１人 (にん)のうち４人 (にん)（１２．９パーセント）が就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を利用 (りよう)することとなり，
目標値 (もくひょうち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。

２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）の見込 (みこ)み
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)する者 (もの)の数 (かず)（Ａ (エー)）
第 (だい)６期 (き)目標値 (もくひょうち)　５３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５６人 (にん)

（Ａ (エー)）のうち，４月 (がつ)～９月 (がつ)に一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)する者 (もの)の数 (かず)（Ｂ (ビー)）
第 (だい)６期 (き)目 (もく)標 (ひょう)値 (ち)　４４人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３１人 (にん)

（Ｂ (ビー)）のうち，就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を利用 (りよう)する者 (もの)の数 (かず)（Ｃ (シー)）　
第 (だい)６期 (き)目 (もく)標 (ひょう)値 (ち)　３１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４人 (にん)

就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)の利用 (りよう)率 (りつ)（Ｃ (シー)／Ｂ (ビー)）
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　７０．５パーセント
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２．９パーセント

（６）就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)による職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)率 (りつ)
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)のうち，就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)が８割 (わり)以上 (いじょう)の
事業所 (じぎょうしょ)数 (すう)の割合 (わりあい)を７５．０パーセントとする。

就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)による職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)率 (りつ)については，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は，
７５．０パーセントで目標 (もくひょう)どおりとなっています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み 
１ 就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　４か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４か所 (しょ)
２ 上記 (じょうき)１のうち就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)が８割 (わり)以上 (いじょう)の事業所 (じぎょうしょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　３か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３か所 (しょ)
３ 就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)８割 (わり)以上 (いじょう)の事業所 (じぎょうしょ)の割合 (わりあい)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　７５．０パーセント
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１００パーセント
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１００パーセント
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７５．０パーセント

成果 (せいか)目標 (もくひょう)４　障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)等 (とう)
（１）児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センター
児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの提供 (ていきょう)体制 (たいせい)を維持 (いじ)する。
（２）保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)
保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)が利用 (りよう)できる事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)る。
（３）主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)に対応 (たいおう)した事業所 (じぎょうしょ)の確保 (かくほ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)までに主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を
支援 (しえん)する児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)を７か所 (しょ)以上 (いじょう)，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)を
１１か所 (しょ)以上 (いじょう)にする。
（４）医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための協議 (きょうぎ)の場 (ば)及 (およ)びコーディネーター
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)が適切 (てきせつ)な支援 (しえん)を受 (う)けられるように，保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)，
保育 (ほいく)，教育 (きょういく)等 (とう)の関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)及 (およ)びコーディネーターを活用 (かつよう)する。

本市 (ほんし)では，児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターを５か所 (しょ)設置 (せっち)しています。
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)は，１６か所 (しょ)となっています。
主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)に対応 (たいおう)した事業 (じぎょう)所 (しょ)は，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)では，
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)を８か所 (しょ)，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)を１２か所 (しょ)確保 (かくほ)しています。
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための協議 (きょうぎ)の場 (ば)や作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)を設置 (せっち)しており，
コーディネーターも配置 (はいち)しています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
１　児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの設置 (せっち)数 (すう)　
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　５か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２　保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)を利用 (りよう)できる体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　充実 (じゅうじつ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　充実 (じゅうじつ)（１４か所 (しょ)）
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　充実 (じゅうじつ)（１５か所 (しょ)）
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　充実 (じゅうじつ)（１６か所 (しょ)）
３　主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を支援 (しえん)する児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の設置 (せっち)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　７か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８か所 (しょ)
４　主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を支援 (しえん)する放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の設置 (せっち)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　１１か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２か所 (しょ)
５　医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)，保育 (ほいく)，
教育 (きょういく)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)を図 (はか)るための協議 (きょうぎ)の場 (ば)の設置 (せっち)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　設置 (せっち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　設置 (せっち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　設置 (せっち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　設置 (せっち)
６　医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)等 (とう)に関 (かん)するコーディネーターの配置 (はいち)
第 (だい)６期 (き)目標 (もくひょう)値 (ち)　配置 (はいち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　配置 (はいち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　配置 (はいち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　配置 (はいち)

【２】障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)
１ 訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
居宅 (きょたく)介護 (かいご)，同行 (どうこう)援護 (えんご)，行動 (こうどう)援護 (えんご)に関 (かん)しては，新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)により，
利用 (りよう)実績 (じっせき)が見込 (みこみ)量 (りょう)を下回 (したまわ)っています。
重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)は，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・時間 (じかん)数 (すう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。
重度 (じゅうど)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)は，利用 (りよう)実績 (じっせき)がありません。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
サービス種類 (しゅるい)
居宅 (きょたく)介護 (かいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９６３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　９８２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，００２人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９１６人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８８８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８９５人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２，５０２時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２，７５２時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３，００７時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２，４９９時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２，４３１時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２，１０３時間 (じかん)
重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３２人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３，８５０時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４，０３４時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４，２１７時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４，８７０時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７，１３３時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６，８６５時間 (じかん)
同行 (どうこう)援護 (えんご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１３０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１３３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３６人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１１２人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，５８６時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，６１８時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，６５２時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，５３３時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，６０３時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，５４３時間 (じかん)
行動 (こうどう)援護 (えんご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１４８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１５３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１４７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３１人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，６０２時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，８０５時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２，００９時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，６７３時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，５５８時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，４８５時間 (じかん)
重度 (じゅうど)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１７１時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１７１時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１７１時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０時間 (じかん)
移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４６１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４７１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４８１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４３０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４６９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４７５人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３，７００時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３，７８０時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３，８６０時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３，７１３時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４，１６９時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４，１９８時間 (じかん)

２ 日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)は，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・日数 (にっすう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を上回 (うわまわ)っています。
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は，計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。
短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（福祉 (ふくし)型 (がた)）及 (およ)び短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（医療 (いりょう)型 (がた)）は，新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の
影響 (えいきょう)により，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・日数 (にっすう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。
自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は，計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は，計画 (けいかく)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
サービス種類 (しゅるい)
生活 (せいかつ)介護 (かいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，０６８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，０８４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，１０１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，０６０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，１０５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，１０７人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２２，０３２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２２，４６３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２２，９０３日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１，４０２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２３，１７０日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２２，３７２日 (にち)
自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（機能 (きのう)訓練 (くんれん)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２３日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２３日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４６日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０日 (にち)
自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３９人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７９４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８６５日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９４３日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７３２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８５０日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９２８日 (にち)
就労移行支援 (しゅうろういこうしえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６５人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９５人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，１２９日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，３２８日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，４３８日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，２０１日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，４６２日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，８０１日 (にち)
就労継続支援 (しゅうろうけいぞくしえん)Ａ (エー)型 (がた)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２７９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２８１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２８３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２８９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２９７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２９２人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５，７６３日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５，８０４日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５，８４５日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６，０１９日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６，１９４日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６，０３３日 (にち)
就労継続支援 (しゅうろうけいぞくしえん)Ｂ (ビー)型 (がた)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，２０４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，２１７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，２３０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，１８５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，２１９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，２４７人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１，１６４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２１，８５３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２２，５６５日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２０，７０２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２１，９５５日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２１，７６０日 (にち)
就労定着支援 (しゅうろうていちゃくしえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３８人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１７人 (にん)
療養介護 (りょうようかいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８６人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８８人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７７人 (にん)
短期入所 (たんきにゅうしょ)（福祉 (ふくし)型 (がた)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２５９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２６６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２７３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１７５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２５０人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２，１６４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２，１９１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２，２１９日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，７２９日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，９９３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２，０２９日 (にち)
短期入所 (たんきにゅうしょ)（医療 (いりょう)型 (がた)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２８人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１９人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８７日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　９１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９５日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３１日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５８日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５５日 (にち)
自立生活援助 (じりつせいかつえんじょ)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
か所 (しょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
いち日 (にち)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７９人 (にん)
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３５６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３５８人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２４９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２５６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２５１人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，６６７日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，６７７日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，６８６日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，００４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，３０３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，１６７日 (にち)

３ 居住系 (きょじゅうけい)サービス
グループホーム（共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)），施設入所支援 (しせつにゅうしょしえん)，福祉 (ふくし)ホーム（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）の
利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は，おおむね計画 (けいかく)どおりです。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
サービス種類 (しゅるい)
グループホーム（共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５１４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５３６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５６０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５３７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５４１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５３９人 (にん)
施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３４８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３４７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３４６人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３４３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３４３人 (にん)
福祉 (ふくし)ホーム（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)

４ 相談 (そうだん)支援 (しえん)
地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)，地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は，いずれも計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７８９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８４５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９０１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６９９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７４３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７８４人 (にん)
地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０人 (にん)
地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１５人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６人 (にん)

５ 地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)件数 (けんすう)は，計画 (けいかく)値 (ち)を上回 (うわまわ)っています。
コミュニケーション支援 (しえん)事業 (じぎょう)のうち，要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)，失語症 (しつごしょう)者 (しゃ)向 (む)け意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の
利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)については，計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。また，点訳 (てんやく)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
については，計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。
手話 (しゅわ)のボランティア養成 (ようせい)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)は，新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)により，
開催 (かいさい)規模 (きぼ)を縮小 (しゅくしょう)したため，計画 (けいかく)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。

相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)，コミュニケーション支援 (しえん)事業 (じぎょう)は，２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター　か所 (しょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
住宅 (じゅうたく)入居 (にゅうきょ)等 (とう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（居住 (きょじゅう)サポート支援 (しえん)）　か所 (しょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)　件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１４件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１５件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１６件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１６件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１８件 (けん)
コミュニケーション支援 (しえん)事業 (じぎょう)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５８０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５９０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６００人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５１５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５０６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５３５人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５５人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７４人 (にん)
盲 (もう)ろう者 (しゃ)通訳 (つうやく)・介助 (かいじょ)員 (いん)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１００人 (にん)
音訳 (おんやく)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７４５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７４５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７４５人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６８３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６６０人 (にん)
点訳 (てんやく)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８５人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３６人 (にん)
失語症 (しつごしょう)者 (しゃ)向 (む)け意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)者 (しゃ)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
手話 (しゅわ)ボランティア養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)ボランティア養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
点訳 (てんやく)ボランティア養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)者 (しゃ)養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)者 (しゃ)養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２人 (にん)
盲 (もう)ろう者 (しゃ)通訳 (つうやく)・介助 (かいじょ)員 (いん)養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
失語症 (しつごしょう)者 (しゃ)向 (む)け意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)者 (しゃ)養成 (ようせい)　修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０人 (にん)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)登録 (とうろく)　登録 (とうろく)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５９人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５５人 (にん)

要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)登録 (とうろく)	登録 (とうろく)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７４人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８１人 (にん)

日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)の給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)については，介護 (かいご)・訓練 (くんれん)支援 (しえん)用具 (ようぐ)，
住宅 (じゅうたく)改修費 (かいしゅうひ)は計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っていますが，情報 (じょうほう)・意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)用具 (ようぐ)は
計画 (けいかく)値 (ち)を上回 (うわまわ)っています。その他 (た)の品目 (ひんもく)はおおむね計画 (けいかく)どおりです。
訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービスは，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・回 (かい)数 (すう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。
障 (しょう)がい児 (じ)等 (とう)療育 (りょういく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)については，訪問 (ほうもん)療育 (りょういく)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は，
新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)により，計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。

日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)，障 (しょう)がい児 (じ)等 (とう)療育 (りょういく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)は，２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)，地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター，訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス，
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)は，２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は
３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
サービス種類 (しゅるい)
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)
介護 (かいご)・訓練 (くんれん)支援 (しえん)用具 (ようぐ)　給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３８件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３９件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３１件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２１件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２６件 (けん)
自立 (じりつ)生活 (せいかつ)支援 (しえん)用具 (ようぐ)　給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６２件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６６件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４２件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５４件 (けん)
在宅 (ざいたく)療養 (りょうよう)等 (とう)支援 (しえん)用具 (ようぐ)　給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０２件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０５件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９５件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１００件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９９件 (けん)
情報 (じょうほう)・意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)用具 (ようぐ)　給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６１件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６５件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６７件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６９件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７６件 (けん)
排泄 (はいせつ)管理 (かんり)支援 (しえん)用具 (ようぐ)　給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０，７２８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０，７９４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０，８２９件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０，７５１件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０，８４８件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０，８１１件 (けん)
住宅 (じゅうたく)改修費 (かいしゅうひ)　給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１１件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１１件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６件 (けん)

移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（再掲 (さいけい)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４６１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４７１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４８１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４３０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４６９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４７５人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３，７００時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３，７８０時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３，８６０時間 (じかん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３，７１３時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４，１６９時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４，１９８時間 (じかん)
地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター（再掲 (さいけい)）
か所 (しょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
いち日 (にち)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７９人 (にん)
訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８人 (にん)
ひと月 (つき)の回 (かい)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７０回 (かい)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６３回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６１回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５２回 (かい)
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（再掲 (さいけい)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３５６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３５８人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２４９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２５６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２５１人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，６６７日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，６７７日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，６８６日 (にち)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，００４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，３０３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，１６７日 (にち)

障 (しょう)がい児 (じ)等 (とう)療育 (りょういく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)　か所 (しょ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
訪問 (ほうもん)療育 (りょういく)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３２０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２５人 (にん)
外来 (がいらい)療育 (りょういく)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４，０２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４，０４０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４，０６０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２，８６６人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３，２３９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３，６１２人 (にん)
施設 (しせつ)支援 (しえん)一般 (いっぱん)指導 (しどう)　延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２０人 (にん)

６ 障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)
（１）障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスは利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・日 (にっ)数 (すう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を上回 (うわまわ)っています。
医療 (いりょう)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)は，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・日 (にっ)数 (すう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)は，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・日 (にっ)数 (すう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)に対 (たい)する関連 (かんれん)分野 (ぶんや)の支援 (しえん)を調整 (ちょうせい)するコーディネーター配置 (はいち)数 (すう)は，
計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。
居宅 (きょたく)訪問 (ほうもん)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)は，利用 (りよう)実績 (じっせき)がありません。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
コーディネーター配置 (はいち)数 (すう)は，２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９７２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，０１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，０４３人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１，１４１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１，２６１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１，１１７人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７，１４５日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　７，７００日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８，１８５日 (にち)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８，１５４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　９，２２８日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　９，６２０日 (にち)
医療 (いりょう)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１１人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１１６日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１１６日 (にち)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７１日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３９日 (にち)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２，２４７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２，３９７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２，４９７人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２，２６４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２，５５１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２，７５６人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２４，０３６日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２５，６４１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２６，７１１日 (にち)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２２，９６１日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２８，５１４日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３１，１８７日 (にち)
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５５人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０２人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５８日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６４日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７１日 (にち)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２５日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３９日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０６日 (にち)
居宅 (きょたく)訪問 (ほうもん)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　８日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　８日 (にち)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　０日 (にち)
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)に対 (たい)する関連 (かんれん)分野 (ぶんや)の支援 (しえん)を調整 (ちょうせい)するコーディネーター配置 (はいち)人数 (にんずう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１９人 (にん)

（２）障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)は増加傾向 (ぞうかけいこう)にあり，おおむね計画 (けいかく)どおりです。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
ひと月 (つき)あたりの利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４２５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４６７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５１１人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３７４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４４５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４７９人 (にん)

（３）障 (しょう)がい児 (じ)の子 (こ)ども・子育 (こそだ)て支援 (しえん)等 (とう)
放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブは，計画 (けいかく)値 (ち)を上回 (うわまわ)っていますが，
その他 (た)の種別 (しゅべつ)は，計画 (けいかく)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は７月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)。ただし，放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブは，
各 (かく)年度 (ねんど)７月 (がつ)１日 (にち)現在 (げんざい)の実績 (じっせき)。
保育 (ほいく)所 (しょ)，認定 (にんてい)こども園 (えん)，幼稚園 (ようちえん)（公立 (こうりつ)）は，障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)又 (また)は医師 (いし)の診断 (しんだん)を
受 (う)けている児 (じ)童 (どう)数 (すう)。放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブは，特別 (とくべつ)支援 (しえん)学級 (がっきゅう)に通 (かよ)っている児 (じ)童 (どう)数 (すう)。

保育 (ほいく)所 (しょ)の児 (じ)童 (どう)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３８０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３７０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３６０人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３６７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２３７人 (にん)
認定 (にんてい)こども園 (えん)の児 (じ)童 (どう)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２４０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２５０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２６０人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２７５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２７９人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１９２人 (にん)
幼稚園 (ようちえん)（公立 (こうりつ)）の児 (じ)童 (どう)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６０人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３８人 (にん)
放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブの児 (じ)童 (どう)数 (すう)
第 (だい)２期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４５０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４５０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　４５０人 (にん)
第 (だい)２期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４６７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５５８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５７９人 (にん)

７　その他 (た)の活動 (かつどう)指標 (しひょう)
（１） 発達 (はったつ)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する支援 (しえん)
ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等 (とう)の支援 (しえん)プログラム等 (とう)の受講 (じゅこう)者 (しゃ)数 (すう)は，
新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)により開催 (かいさい)規模 (きぼ)を縮小 (しゅくしょう)したため，
計画 (けいかく)値 (ち)を大 (おお)きく下回 (したまわ)っています。
ペアレントメンターの人数 (にんずう)は１５人 (にん)を目標 (もくひょう)としており，おおむね計画 (けいかく)どおりです。
また，ピアサポートの活動 (かつどう)への参加 (さんか)人数 (にんずう)は３人 (にん)を目標 (もくひょう)としていましたが，
目標 (もくひょう)値 (ち)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等 (とう)の支援 (しえん)プログラム等 (とう)の受講 (じゅこう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　７人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２人 (にん)
ペアレントメンターの人数 (にんずう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１５人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１５人 (にん)
ピアサポートの活動 (かつどう)への参加 (さんか)人数 (にんずう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２０人 (にん)

（２） 精神 (せいしん)障 (しょう)がいにも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)
精神 (せいしん)障 (しょう)がいにも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)については，
おおむね目標 (もくひょう)どおりとなっています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)及 (およ)び福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)の開催 (かいさい)回 (かい)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２回 (かい)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１回 (かい)
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)及 (およ)び福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)の関係 (かんけい)者 (しゃ)の参加 (さんか)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５２人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)及 (およ)び福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)における目標 (もくひょう)設定 (せってい)及 (およ)び評価 (ひょうか)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１回 (かい)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１回 (かい)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
ひと月 (つき)あたりの利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
ひと月 (つき)あたりの利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
ひと月 (つき)あたりの利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１３２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１４３人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１３０人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
ひと月 (つき)あたりの利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１人 (にん)

（３） 相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)
相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)については，地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)者 (しゃ)の
人材 (じんざい)育成 (いくせい)の支援 (しえん)件 (けん)数 (すう)は，目標 (もくひょう)値 (ち)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)機関 (きかん)との連携 (れんけい)強化 (きょうか)の取組 (とりくみ)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)は，
新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)により，目標 (もくひょう)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
障 (しょう)がいの種別 (しゅべつ)や各種 (かくしゅ)ニーズに対応 (たいおう)できる総合 (そうごう)的 (てき)・専門 (せんもん)的 (てき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)の実施 (じっし)
実施 (じっし)の有無 (うむ)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　有 (あり)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　有 (あり)
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)者 (しゃ)に対 (たい)する訪問 (ほうもん)等 (とう)による専門 (せんもん)的 (てき)な指導 (しどう)・助言 (じょげん)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１６８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１９２件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２１６件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　２１６件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２０４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１８８件 (けん)
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)者 (しゃ)の人材 (じんざい)育成 (いくせい)の支援 (しえん)件 (けん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３０件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３０件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　３０件 (けん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　７０件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６２件 (けん)
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)機関 (きかん)との連携 (れんけい)強化 (きょうか)の取組 (とりくみ)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６０回 (かい)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　６回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４５回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　６０回 (かい)

（４） 障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)については，都道府県 (とどうふけん)が実施 (じっし)する
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)に係 (かかわ)る研修 (けんしゅう)その他 (た)の研修 (けんしゅう)への市町 (しまち)職員 (しょくいん)の参加 (さんか)人数 (にんずう)は，
目標 (もくひょう)値 (ち)を下回 (したまわ)っています。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
サービス種類 (しゅるい)
都道府県 (とどうふけん)が実施 (じっし)する障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)に係 (かか)る研修 (けんしゅう)その他 (た)の研修 (けんしゅう)への
市町 (しまち)職員 (しょくいん)の参加 (さんか)人数 (にんずう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５人 (にん)
障 (しょう)がい者 (しゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)審査 (しんさ)支払 (しはらい)等 (とう)システム等 (とう)による審査 (しんさ)結果 (けっか)の分析 (ぶんせき)，
その結果 (けっか)の活用 (かつよう)，事業 (じぎょう)所 (しょ)や関係 (かんけい)自治体 (じちたい)等 (とう)と共有 (きょうゆう)する体制 (たいせい)の有無 (うむ)及 (およ)びその実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
体制 (たいせい)の有無 (うむ)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　有 (あり)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　有 (あり)
実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２回 (かい)
第 (だい)６期 (き)実績 (じっせき)値 (ち)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２回 (かい)

第 (だい)４章 (しょう)　成果 (せいか)目標 (もくひょう)の設定 (せってい)
【１】福祉 (ふくし)施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)
（１）施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)３４３人 (にん)に対 (たい)して，
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）末 (まつ)までに１１人 (にん)（３．２パーセント）が地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)する。

施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)の１１人 (にん)は，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）から
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）までの間 (あいだ)で地域 (ちいき)に移行 (いこう)する施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)の目標 (もくひょう)値 (ち)
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　０人 (にん)
第 (だい)６期 (き)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）
第 (だい)７期 (き)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）
計 (けい)１１人 (にん)
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)移行 (いこう)率 (りつ)　３．２パーセント

国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)では，基準時 (きじゅんじ)（２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）末 (まつ)）の施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)の
６パーセント以上 (いじょう)が地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)することを基本 (きほん)とし，第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)で設定 (せってい)した目標 (もくひょう)値 (ち)が
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）末 (まつ)に達成 (たっせい)されないと見込 (みこ)まれる場合 (ばあい)にはその未 (み)達成 (たっせい)割合 (わりあい)を
加算 (かさん)することとなります。
本市 (ほんし)においては，第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)の未 (み)達成 (たっせい)割合 (わりあい)（５．４パーセント）を国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)
（６パーセント）に加算 (かさん)すると目標 (もくひょう)値 (ち)は４０人 (にん)となりますが，現在 (げんざい)の入所者 (にゅうしょしゃ)は
重度 (じゅうど)の人 (ひと)が多 (おお)く退所 (たいしょ)が困難 (こんなん)な状況 (じょうきょう)にあること，直近 (ちょっきん)３か年 (ねん)における地域 (ちいき)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)の
実績 (じっせき)や各 (かく)福祉 (ふくし)施設 (しせつ)への聞 (き)き取 (と)り等 (とう)総合 (そうごう)的 (てき)に判断 (はんだん)し目標 (もくひょう)設定 (せってい)しています。

障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス等 (とう)及 (およ)び障害児 (しょうがいじ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)等 (とう)の円滑 (えんかつ)な実施 (じっし)を確保 (かくほ)するための
基本 (きほん)的 (てき)な指針 (ししん)（平成 (へいせい)１８年 (ねん)厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)告示 (こくじ)第 (だい)３９５号 (ごう)）

（２）施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の削減 (さくげん)
設定 (せってい)しない

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の増減 (ぞうげん)数 (すう)
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　５人 (にん)増 (ぞう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１２人 (にん)減 (げん)
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)数 (すう)の合計 (ごうけい)
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　３４３人 (にん)

国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)では，基準時 (きじゅんじ)（２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）末 (まつ)）からの累計 (るいけい)削減 (さくげん)率 (りつ)
５パーセント以上 (いじょう)を基本 (きほん)とし，（１）と同様 (どうよう)に未 (み)達成 (たっせい)割合 (わりあい)を加算 (かさん)することとなります。
本市 (ほんし)においては，第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)の未 (み)達成 (たっせい)割合 (わりあい)（２．５パーセント）を国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)
（５パーセント）に加算 (かさん)すると目標 (もくひょう)値 (ち)は２６人 (にん)となりますが，
入所者 (にゅうしょしゃ)に重度 (じゅうど)の人 (ひと)が多 (おお)く退所 (たいしょ)が困難 (こんなん)で
あることや，入所 (にゅうしょ)待機 (たいき)者 (しゃ)が多 (おお)く，退所 (たいしょ)者 (しゃ)が出 (で)ても待機 (たいき)者 (しゃ)の入所 (にゅうしょ)により削減 (さくげん)とは
ならない状況 (じょうきょう)を踏 (ふ)まえて，一律 (いちりつ)の削減 (さくげん)目標 (もくひょう)は設定 (せってい)しないこととします。

障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス等 (とう)及 (およ)び障害児 (しょうがいじ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)等 (とう)の円滑 (えんかつ)な実施 (じっし)を確保 (かくほ)するための基本 (きほん)的 (てき)な指針 (ししん)
（平成 (へいせい)１８年 (ねん)厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)告示 (こくじ)第 (だい)３９５号 (ごう)）

【今後 (こんご)の取組 (とりくみ)】
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)を促進 (そくしん)するため，「現在 (げんざい)の施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)」と
「入所 (にゅうしょ)待機 (たいき)者 (しゃ)数 (すう)の減少 (げんしょう)」を図 (はか)ります。
重度 (じゅうど)の障 (しょう)がいを持 (も)つ人 (ひと)が入居 (にゅうきょ)できる「日中 (にっちゅう)サービス支援 (しえん)型 (がた)グループホーム」の
整備 (せいび)の推進 (すいしん)に努 (つと)めます。
施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)から地域 (ちいき)への移行 (いこう)を希望 (きぼう)する人 (ひと)が，円滑 (えんかつ)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)できるよう，
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)及 (およ)び関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)を進 (すす)めます。
居宅 (きょたく)での生活 (せいかつ)を支援 (しえん)する訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス，訓練 (くんれん)の場 (ば)，創作 (そうさく)活動 (かつどう)の場 (ば)，
憩 (いこ)いの場 (ば)である日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービスを充実 (じゅうじつ)させるとともに，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)上 (じょう)の
様々 (さまざま)な問題 (もんだい)に対応 (たいおう)するための相談 (そうだん)機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)るため，相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の確保 (かくほ)と
質 (しつ)向上 (こうじょう)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。
市内 (しない)グループホームの空 (あ)き情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)に努 (つと)めます。

【２】地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
（１）地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の状況 (じょうきょう)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）までに，コーディネーターの配置 (はいち)を含 (ふく)め，
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の整備 (せいび)体制 (たいせい)を拡充 (かくじゅう)し，支援 (しえん)の実績 (じっせき)等 (とう)を踏 (ふ)まえた検証 (けんしょう)及 (およ)び検討 (けんとう)を行 (おこな)う。

１　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の設置 (せっち)状況 (じょうきょう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　有 (あり)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　整備 (せいび)拡充 (かくじゅう)
２　コーディネーターの配置 (はいち)人数 (にんずう)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　５人 (にん)
３　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の機能 (きのう)を担 (にな)う障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業 (じぎょう)所 (しょ)等 (とう)の担当 (たんとう)者 (しゃ)の配置 (はいち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　配置 (はいち)
４　運用 (うんよう)状況 (じょうきょう)の検証 (けんしょう)及 (およ)び検討 (けんとう)（支援 (しえん)の実績 (じっせき)等 (とう)を踏 (ふ)まえた検証 (けんしょう)及 (およ)び検討 (けんとう)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)）
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　年 (ねん)に０回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　年 (ねん)に１回 (かい)

（２）強度 (きょうど)行動 (こうどう)障 (しょう)がいを有 (ゆう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)の支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）までに，強度 (きょうど)行動 (こうどう)障 (しょう)がいを有 (ゆう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)に対 (たい)し，
地域 (ちいき)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)し支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)する。

強度 (きょうど)行動 (こうどう)障 (しょう)がいを有 (ゆう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)に関 (かん)するニーズの把握 (はあく)等 (とう)による，
地域 (ちいき)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)した支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　整備 (せいび)

【今後 (こんご)の取組 (とりくみ)】
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の５つの機能 (きのう)充実 (じゅうじつ)を関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)と協議 (きょうぎ)しながら進 (すす)めます。
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)において運用 (うんよう)状況 (じょうきょう)を検証 (けんしょう)し，現状 (げんじょう)と課題 (かだい)，
今後 (こんご)の対応策 (たいおうさく)の共有 (きょうゆう)を行 (おこな)います。
強度 (きょうど)行動 (こうどう)障 (しょう)がい者 (しゃ)の支援 (しえん)については，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)を担 (にな)う関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)と
連携 (れんけい)しながら支援 (しえん)ニーズの把握 (はあく)や専門 (せんもん)的 (てき)人材 (じんざい)の育成 (いくせい)等 (とう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)を行 (おこな)います。

【３】福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)等 (とう)
（１）一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）に７０人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　４２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　５６人 (にん)
第 (だい)７期 (き)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）　６１人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）　６５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　７０人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）からの移行 (いこう)割合 (わりあい)　１．６７倍 (ばい)

１　就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)から，２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）に２８人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２３人 (にん)
第 (だい)７期 (き)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）　２５人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）　２６人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　２８人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）からの移行 (いこう)割合 (わりあい)　２．３３倍 (ばい)

２　就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)から，２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）に１８人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１２人 (にん)
第 (だい)７期 (き)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）　１４人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）　１６人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　１８人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）からの移行 (いこう)割合 (わりあい)　１．３８倍 (ばい)

３　就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)からの一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)数 (すう)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)利用 (りよう)者 (しゃ)から，２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）に２４人 (にん)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)する。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　２１人 (にん)
第 (だい)７期 (き)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）　２２人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）　２３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　２４人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）からの移行 (いこう)割合 (わりあい)　１．４１倍 (ばい)

（２）就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)終了 (しゅうりょう)者 (しゃ)に占 (し)める一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)者 (しゃ)の割合 (わりあい)
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)のうち，利用 (りよう)終了 (しゅうりょう)者 (しゃ)に占 (し)める一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)した者 (しゃ)の割合 (わりあい)が
５割 (わり)以上 (いじょう)の事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)の割合 (わりあい)を５０．０パーセントとする。

１　就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　９か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　１６か所 (しょ)
２　上記 (じょうき)①のうち就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)終了 (しゅうりょう)者 (しゃ)に占 (し)める一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)した者 (もの)の
割合 (わりあい)が５割 (わり)以上 (いじょう)の事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　８か所 (しょ)
３　一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)した者 (もの)の割合 (わりあい)が５割 (わり)以上 (いじょう)の事業 (じぎょう)所 (しょ)の割合 (わりあい)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１１．１パーセント
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　５０．０パーセント

（３）就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）に２６人 (にん)が就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を利用 (りよう)する。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
第 (だい)６期 (き)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）　１７人 (にん)
第 (だい)７期 (き)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）　２０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）　２３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　２６人 (にん)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）との比較 (ひかく)　８．７倍 (ばい)

（４）就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)のうち，就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)が７割 (わり)以上 (いじょう)の事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)の割合 (わりあい)を
２８．６パーセントとする。

１　就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　７か所 (しょ)
２　上記 (じょうき)１のうち就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)が７割 (わり)以上 (いじょう)の事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　２か所 (しょ)
３　就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)７割 (わり)以上 (いじょう)の事業 (じぎょう)所 (しょ)の割合 (わりあい)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）　１００．０パーセント
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　２８．６パーセント

【今後 (こんご)の取組 (とりくみ)】
事業 (じぎょう)所 (しょ)における生産 (せいさん)活動 (かつどう)，就労 (しゅうろう)，求職 (きゅうしょく)活動 (かつどう)及 (およ)び定着 (ていちゃく)のための支援 (しえん)が適切 (てきせつ)に
行 (おこな)われるよう助言 (じょげん)・指導 (しどう)を行 (おこな)います。
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)所 (しょ)の運営 (うんえい)適正 (てきせい)化 (か)に取 (と)り組 (く)みます。
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の機能 (きのう)強化 (きょうか)に取 (と)り組 (く)みます。
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の参入 (さんにゅう)の促進 (そくしん)に取 (と)り組 (く)みます。
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)中 (ちゅう)における障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスの一時 (いちじ)的 (てき)な利用 (りよう)について，
支援 (しえん)の必要性 (ひつようせい)に応 (おう)じて適切 (てきせつ)に利用 (りよう)できるよう取 (と)り組 (く)みます。
東部 (とうぶ)地域 (ちいき)障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター等 (とう)と連携 (れんけい)して，就労 (しゅうろう)に向 (む)けた支援 (しえん)，
就労 (しゅうろう)中 (ちゅう)の支援 (しえん)，離職 (りしょく)後 (ご)の支援 (しえん)など，利用 (りよう)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)，ライフステージに応 (おう)じた
支援 (しえん)を進 (すす)めます。

【４】障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)等 (とう)
（１）児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センター
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの設置 (せっち)数 (すう)を維持 (いじ)するとともに，中核 (ちゅうかく)的 (てき)な支援 (しえん)機能 (きのう)を強化 (きょうか)する。
（２）障 (しょう)がい児 (じ)の地域 (ちいき)社会 (しゃかい)への参加 (さんか)・包容 (ほうよう)（インクルージョン）の推進 (すいしん)
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)等 (とう)を活用 (かつよう)した推進 (すいしん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)る。
（３）主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)に対応 (たいおう)した事業 (じぎょう)所 (しょ)の確保 (かくほ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）末 (まつ)までに主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を支援 (しえん)する
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)を１０か所 (しょ)以上 (いじょう)，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)を
１５か所 (しょ)以上 (いじょう)にする。
（４）医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための協議 (きょうぎ)の場 (ば)及 (およ)びコーディネーター
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)が適切 (てきせつ)な支援 (しえん)を受 (う)けられるように，保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)，保育 (ほいく)，
教育 (きょういく)等 (とう)の関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)を設置 (せっち)する。また，２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）末 (まつ)までに
コーディネーターを２５人 (にん)配置 (はいち)する。

１　児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの設置 (せっち)数 (すう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)	
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　５か所 (しょ)
２　児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターや障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)等 (とう)が，保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)等 (とう)を
活用 (かつよう)しながら，障 (しょう)がい児 (じ)の地域 (ちいき)社会 (しゃかい)への参加 (さんか)・包容 (ほうよう)（インクルージョン）を推進 (すいしん)する
体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)（保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の設置 (せっち)数 (すう)）
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　充実 (じゅうじつ)（１５か所 (しょ)）
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　充実 (じゅうじつ)（１９か所 (しょ)）
３　主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を支援 (しえん)する児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の設置 (せっち)数 (すう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　６か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　１０か所 (しょ)
４　主 (おも)に重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を支援 (しえん)する放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)の設置 (せっち)数 (すう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　１５か所 (しょ)
５　医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)，保育 (ほいく)，教育 (きょういく)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が
連携 (れんけい)を図 (はか)るための協議 (きょうぎ)の場 (ば)の設置 (せっち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　設置 (せっち)（福山市 (ふくやまし)慢性 (まんせい)疾病 (しっぺい)児 (じ)童 (どう)等 (とう)地域 (ちいき)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)）
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　充実 (じゅうじつ)（福山市 (ふくやまし)慢性 (まんせい)疾病 (しっぺい)児 (じ)童 (どう)等 (とう)地域 (ちいき)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)）
６　医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)等 (とう)に関 (かん)するコーディネーターの配置 (はいち)人数 (にんずう)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）　１９人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）　２５人 (にん)

【今後 (こんご)の取組 (とりくみ)】
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターを核 (かく)として，障 (しょう)がい児 (じ)の重層 (じゅうそう)的 (てき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)の強化 (きょうか)を図 (はか)ります。
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)等 (とう)を活用 (かつよう)し，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)と保育 (ほいく)所 (しょ)，
学校 (がっこう)等 (とう)関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)を図 (はか)ります。
重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)及 (およ)びその家族 (かぞく)が安心 (あんしん)して地域 (ちいき)で暮 (く)らせるよう，サービスの充実 (じゅうじつ)を
図 (はか)ります。
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)については，広島県 (ひろしまけん)医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)センターと連携 (れんけい)し，
支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。また，「福山市 (ふくやまし)慢性 (まんせい)疾病 (しっぺい)児 (じ)童 (どう)等 (とう)地域 (ちいき)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)」において，
関係 (かんけい)機関 (きかん)・団体 (だんたい)等 (とう)との連携 (れんけい)，地域 (ちいき)課題 (かだい)の把握 (はあく)及 (およ)び対応策 (たいおうさく)を検討 (けんとう)します。

【５】相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)等 (とう)
（１）基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターの機能 (きのう)強化 (きょうか)
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー）の機能 (きのう)強化 (きょうか)を図 (はか)る。
（２）障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)における検討 (けんとう)体制 (たいせい)
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)における検討 (けんとう)体制 (たいせい)を維持 (いじ)する。

【今後 (こんご)の取組 (とりくみ)】
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)と他 (た)職種 (しょくしゅ)が連携 (れんけい)するための取組 (とりくみ)を支援 (しえん)します。
関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)して，相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の確保 (かくほ)と質 (しつ)向上 (こうじょう)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。
職員 (しょくいん)の資質 (ししつ)向上 (こうじょう)を図 (はか)るための研修 (けんしゅう)等 (とう)の情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)をし，参加 (さんか)を促進 (そくしん)します。
適切 (てきせつ)な支給 (しきゅう)決定 (けってい)を行 (おこな)う観点 (かんてん)から，セルフプランの質 (しつ)向上 (こうじょう)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。
主任 (しゅにん)相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)を中心 (ちゅうしん)とした指導 (しどう)，助言 (じょげん)の取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。
相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)と連携 (れんけい)し事例 (じれい)の共有化 (きょうゆうか)を図 (はか)り，相談 (そうだん)機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。

第 (だい)５章 (しょう)　障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の見込 (みこみ)量 (りょう)及 (およ)び見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)
【１】訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
訪問 (ほうもん)系 (けい)サービスは，障 (しょう)がい者 (しゃ)（児 (じ)）が在宅 (ざいたく)生活 (せいかつ)を継続 (けいぞく)するうえで欠 (か)かせないものです。
障 (しょう)がい特性 (とくせい)や生活 (せいかつ)実態 (じったい)に応 (おう)じた支援 (しえん)や，たん吸引 (きゅういん)や経管 (けいかん)栄養 (えいよう)の処置といった
医療的 (いりょうてき)ケアに対 (たい)する支援 (しえん)など，専門性 (せんもんせい)の高 (たか)いサービス提供 (ていきょう)が求 (もと)められています。
その一方 (いっぽう)で事業 (じぎょう)所 (しょ)アンケートによると，ヘルパーの高齢化 (こうれいか)による退職 (たいしょく)や，
人材 (じんざい)不足 (ぶそく)のため従業 (じゅうぎょう)員 (いん)の確保 (かくほ)が困難 (こんなん)であり，ニーズに対応 (たいおう)できていないとの声 (こえ)が
寄 (よ)せられています。
引 (ひ)き続 (つづ)き，住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して生活 (せいかつ)することができるよう，
ニーズに対応 (たいおう)することができる体制 (たいせい)整備 (せいび)が必要 (ひつよう)です。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
福祉 (ふくし)・介護 (かいご)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)・定着 (ていちゃく)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)して進 (すす)める
ために設置 (せっち)された福山市 (ふくやまし)福祉 (ふくし)・介護 (かいご)人材 (じんざい)確保 (かくほ)等 (とう)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)に参画 (さんかく)する中 (なか)で，
福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)に取 (と)り組 (く)みます。
福祉 (ふくし)・介護 (かいご)の人材 (じんざい)確保 (かくほ)に向 (む)けて情報 (じょうほう)発信 (はっしん)に取 (と)り組 (く)みます。
福祉 (ふくし)・介護 (かいご)職員 (しょくいん)処遇 (しょぐう)改善 (かいぜん)加算 (かさん)，福祉 (ふくし)・介護 (かいご)職員 (しょくいん)等 (とう)特定 (とくてい)処遇 (しょぐう)改善 (かいぜん)加算 (かさん)及 (およ)び福祉 (ふくし)・
介護 (かいご)職員 (しょくいん)等 (とう)ベースアップ等 (とう)支援 (しえん)加算 (かさん)については，未 (み)算定 (さんてい)の事業 (じぎょう)者 (しゃ)に対 (たい)して，
申請 (しんせい)勧奨 (かんしょう)や個別 (こべつ)相談 (そうだん)等 (とう)を行 (おこな)い，算定 (さんてい)を促 (うなが)します。
同行 (どうこう)援護 (えんご)，行動 (こうどう)援護 (えんご)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)に努 (つと)めます。
医療的 (いりょうてき)ケアが必要 (ひつよう)な人 (ひと)や重度 (じゅうど)心身 (しんしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)が，必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を受 (う)けられるよう，
提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)に努 (つと)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
居宅 (きょたく)介護 (かいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９１６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９６３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８８８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９８２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８９５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，００２人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９２０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９４０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９６０人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２，４９９時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２，５０２時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２，４３１時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２，７５２時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２，１０３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１３，００７時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２，６５０時間 (じかん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２，８００時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２，９５０時間 (じかん)
重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３９人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４５人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４，８７０時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，８５０時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７，１３３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４，０３４時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６，８６５時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４，２１７時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８，４５０時間 (じかん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９，５８２時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，４４６時間 (じかん)
同行 (どうこう)援護 (えんご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１３０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１３３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１１２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１３６人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２６人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２９人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３２人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，５３３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，５８６時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，６０３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６１８時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，５４３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６５２時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６４１時間 (じかん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６７２時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，７０３時間 (じかん)
行動 (こうどう)援護 (えんご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１４７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１４８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１３１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１５３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１５６人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１６２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１６８人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，６７３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６０２時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，５５８時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，８０５時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，４８５時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，００９時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，７２８時間 (じかん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，７８６時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，８４４時間 (じかん)
重度 (じゅうど)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１７１時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１７１時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１７１時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１８７時間 (じかん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１８７時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１８７時間 (じかん)
移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４３０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４６１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４６９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４７１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４７５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４８１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５０９人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５４５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５８４人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３，７１３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，７００時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４，１６９時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，７８０時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４，１９８時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，８６０時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，４１２時間 (じかん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，６３７時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，８７４時間 (じかん)

【２】日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス

【 現状 (げんじょう)と課題 (かだい) 】
障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，「働 (はたら)いていない」と回答 (かいとう)した人 (ひと)の
５９．６パーセントが「働 (はたら)くつもりはない（またはできない）」と回答 (かいとう)しています。
一方 (いっぽう)で，「働 (はたら)いている」と回答 (かいとう)した人 (ひと)は４４．５パーセントとなっています。このうち
「福祉 (ふくし)施設 (しせつ)・作業 (さぎょう)所 (しょ)などで働 (はたら)いている」と回答 (かいとう)した人 (ひと)の１７．７パーセントが一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)を
希望 (きぼう)しています。 
引 (ひ)き続 (つづ)き，障 (しょう)がい者 (しゃ)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)を促進 (そくしん)するため，日中 (にっちゅう)生活 (せいかつ)の場 (ば)を確保 (かくほ)するとともに，
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)を希望 (きぼう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)への支援 (しえん)や，就労 (しゅうろう)後 (ご)の職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を進 (すす)めることが重要 (じゅうよう)です。
また，優先 (ゆうせん)調達 (ちょうたつ)の推進 (すいしん)，企業 (きぎょう)等 (とう)への障 (しょう)がい者 (しゃ)の雇用 (こよう)促進 (そくしん)に向 (む)けた啓発 (けいはつ)や，障 (しょう)がい者 (しゃ)の
雇用 (こよう)支援 (しえん)の取組 (とりくみ)が必要 (ひつよう)です。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
必要 (ひつよう)に応 (おう)じて日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の場 (ば)を利用 (りよう)できるよう，提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)に努 (つと)めます。
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)をすることが難 (むずか)しい障 (しょう)がい者 (しゃ)に，障 (しょう)がいの特性 (とくせい)や利用 (りよう)者 (しゃ)の心身 (しんしん)の状況 (じょうきょう)に
合 (あ)わせた福祉 (ふくし)的 (てき)就労 (しゅうろう)や日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の場 (ば)が提供 (ていきょう)されるよう努 (つと)めます。
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)を中心 (ちゅうしん)として，適切 (てきせつ)な就労 (しゅうろう)アセスメントを実施 (じっし)し，
適性 (てきせい)に合 (あ)ったサービス利用 (りよう)につなげます。
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の参入 (さんにゅう)の促進 (そくしん)に取 (と)り組 (く)みます。
東部 (とうぶ)地域 (ちいき)障害者 (しょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター等 (とう)と連携 (れんけい)して，就労 (しゅうろう)に向 (む)けた支援 (しえん)，
就労 (しゅうろう)中 (ちゅう)の支援 (しえん)，離職 (りしょく)後 (ご)の支援 (しえん)など，利用 (りよう)者 (しゃ)の状況 (じょうきょう)，ライフステージに応 (おう)じた支援 (しえん)を進 (すす)めます。
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)就労 (しゅうろう)施設 (しせつ)等 (とう)からの物品 (ぶっぴん)等 (とう)の調達 (ちょうたつ)方針 (ほうしん)に基 (もと)づく障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス
事業 (じぎょう)所 (しょ)等 (とう)への優先 (ゆうせん)発注 (はっちゅう)をはじめとして，販路 (はんろ)の拡大 (かくだい)・開拓 (かいたく)に努 (つと)め，安定 (あんてい)した収入 (しゅうにゅう)の
確保 (かくほ)と雇用 (こよう)の創出 (そうしゅつ)を図 (はか)ります。
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)・Ｂ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)所 (しょ)の状況 (じょうきょう)を確認 (かくにん)し，運営 (うんえい)の適正 (てきせい)化 (か)を図 (はか)ります。
生活 (せいかつ)介護 (かいご)，就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)・Ｂ (ビー)型 (がた)の供給 (きょうきゅう)量 (りょう)が計画 (けいかく)に定 (さだ)める必要 (ひつよう)量 (りょう)を超 (こ)える場合 (ばあい)，
総 (そう)量 (りょう)規制 (きせい)を検討 (けんとう)します。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
生活 (せいかつ)介護 (かいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，０６０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，０６８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１０５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，０８４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１０７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，１０１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，１５０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，１７４人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，１９９人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２１，４０２日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２，０３２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２３，１７０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２，４６３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２２，３７２日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２，９０３日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３，５００日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２４，０１７日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２４，５４５日 (にち)
自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（機能 (きのう)訓練 (くんれん)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４６日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２３日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２３日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３日 (にち)
自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４２人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４４人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４６人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７３２日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７９４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８５０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８６５日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９２８日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９４３日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９７１日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９８６日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，００１日 (にち)
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６５人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１１８人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３８人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，２０１日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，１２９日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，４６２日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，３２８日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，８０１日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，４３８日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２，２８７日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２，６１４日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２，９３８日 (にち)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２８９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２７９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２９７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２８１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２９２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２８３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２９６人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３００人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３０４人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６，０１９日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５，７６３日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６，１９４日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５，８０４日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６，０３３日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５，８４５日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６，０７３日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６，１７５日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６，２７８日 (にち)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ (ビー)型 (がた)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１８５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２０４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，２１９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２１７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，２４７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２３０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２６９人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２９２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，３１５人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２０，７０２日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２１，１６４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２１，９５５日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２１，８５３日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２１，７６０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２，５６５日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２，２０５日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２，６５９日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３，１２３日 (にち)
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３８人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２６人 (にん)
療養介護 (りょうようかいご)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８６人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８８人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７８人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７９人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８０人 (にん)
短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（福祉 (ふくし)型 (がた)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１７５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２５９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２２６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２６６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２７３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２６０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２７２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２８４人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，７２９日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，１６４日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，９９３日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，１９１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２，０２９日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，２１９日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２，１４９日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２，２５０日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２，３３０日 (にち)
短期入所 (たんきにゅうしょ)（医療 (いりょう)型 (がた)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２８人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３１日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８７日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５８日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５５日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９５日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５８日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６１日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６３日 (にち)
自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２４９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５８人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２７４人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２９９人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３２７人 (にん)
ひと月 (つき)の日数 (にっすう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，００４日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６６７日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，３０３日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６７７日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１６７日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６８６日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２６０日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，３６０日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，４６８日 (にち)

【３】居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス
【 現状 (げんじょう)と課題 (かだい) 】
障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，地域 (ちいき)で暮 (く)らすための支援 (しえん)として，
「相談 (そうだん)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)」（３０．２パーセント），「緊急時 (きんきゅうじ)の居 (い)場 (ば)所 (しょ)の確保 (かくほ)」
（２７．６パーセント），「必要 (ひつよう)な在宅 (ざいたく)サービスが適切 (てきせつ)に利用 (りよう)できること」
（２７．５パーセント），「障 (しょう)がいのある人 (ひと)に適 (てき)した住 (す)まいの確保 (かくほ)」
（２５．８パーセント）が求 (もと)められており，地域 (ちいき)においてこれらの体制 (たいせい)を構築 (こうちく)する
必要 (ひつよう)があります。
これまでも，施設 (しせつ)や病院 (びょういん)から地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)する人 (ひと)の住 (す)まいの場 (ば)として，
グループホームを整備 (せいび)してきました。引 (ひ)き続 (つづ)き，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)を
推進 (すいしん)するための体制 (たいせい)を確保 (かくほ)する必要 (ひつよう)があります。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
重度 (じゅうど)の障 (しょう)がいを持 (も)つ人 (ひと)が入居 (にゅうきょ)できる「日中 (にっちゅう)サービス支援 (しえん)型 (がた)グループホーム」の
整備 (せいび)の推進 (すいしん)に努 (つと)めます。
グループホームの利用 (りよう)促進 (そくしん)にあたっては，グループホームの体験 (たいけん)利用 (りよう)等 (とう)を通 (つう)じて
円滑 (えんかつ)な利用 (りよう)につながるよう，相談 (そうだん)や必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。
市内 (しない)グループホームの空 (あ)き情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)に努 (つと)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
グループホーム（共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５３７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５１４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５４１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５３６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５３９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５６０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５６６人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５８０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５９４人 (にん)
施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３５５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３４８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３４３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３４７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３４３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３４６人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３５５人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３５５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３５５人 (にん)
福祉 (ふくし)ホーム（地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)

【４】相談 (そうだん)支援 (しえん)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，サービスを利用 (りよう)しやすく
するために必要 (ひつよう)なことについて，「どのようなサービスがあるのか詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を
提供 (ていきょう)してほしい」（４５．０パーセント）が挙 (あ)げられています。
一方 (いっぽう)で，事業 (じぎょう)所 (しょ)からは人材 (じんざい)不足 (ふそく)や多岐 (たき)にわたる業務 (ぎょうむ)量 (りょう)により相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の
負担 (ふたん)増 (ぞう)の声 (こえ)が寄 (よ)せられています。また，相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)だけでは対応 (たいおう)できない
ケースも増 (ふ)えています。
現在 (げんざい)，福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)の相談 (そうだん)支援 (しえん)部会 (ぶかい)において，市内 (しない)を５ブロックに
分 (わ)け，相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)と他 (た)職種 (しょくしゅ)が連携 (れんけい)するための取組 (とりくみ)が進 (すす)められています。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)と他 (た)職種 (しょくしゅ)が連携 (れんけい)するための取組 (とりくみ)を支援 (しえん)します。
関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)して，相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の確保 (かくほ)とサービス提供 (ていきょう)の質 (しつ)向上 (こうじょう)に向 (む)けた
取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。
サービスの利用 (りよう)促進 (そくしん)への取組 (とりくみ)として，職員 (しょくいん)の資質 (ししつ)向上 (こうじょう)を図 (はか)るための研修 (けんしゅう)の実施 (じっし)や
関係 (かんけい)機関 (きかん)に情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)をします。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６９９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７８９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７４３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８４５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７８４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９０１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８５２人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９１８人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９６８人 (にん)
地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)
地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１５人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)

【５】障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
障 (しょう)がい児 (じ)（１８歳 (さい)未満 (みまん)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)の
有無 (うむ)について，「支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けており，利用 (りよう)している」の割合 (わりあい)が８５．７パーセントと
なっています。
発達 (はったつ)障 (しょう)がいの診断 (しんだん)を受 (う)けている児 (じ)童 (どう)についても，８６．４パーセントが
「支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けており，利用 (りよう)している」と回答 (かいとう)しており，支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な児 (じ)童 (どう)に
対 (たい)する療育 (りょういく)の提供 (ていきょう)はおおむね行 (おこな)われていると考 (かんが)えられます。
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)及 (およ)び放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスについては，利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)・日 (にち)数 (すう)共 (とも)に計画 (けいかく)値 (ち)を
上回 (うわまわ)る状況 (じょうきょう)が続 (つづ)いています。
一方 (いっぽう)，発育 (はついく)・発達 (はったつ)上 (じょう)の支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どものために必要 (ひつよう)なことについて，
「保育 (ほいく)所 (しょ)，学校 (がっこう)，病院 (びょういん)，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)が連携 (れんけい)して療育 (りょういく)支援 (しえん)をしてくれること」
（６５．７パーセント），「通所 (つうしょ)・通学 (つうがく)先 (さき)で障 (しょう)がいの特性 (とくせい)や発達 (はったつ)に合 (あ)わせた
支援 (しえん)をしてくれること」（６２．６パーセント）が求 (もと)められており，引 (ひ)き続 (つづ)き，
障 (しょう)がいのある児 (じ)童 (どう)の通所 (つうしょ)，通学 (つうがく)先 (さき)との連携 (れんけい)を図 (はか)りながら，利用 (りよう)児 (じ)童 (どう)に応 (おう)じた療育 (りょういく)の
提供 (ていきょう)や支給 (しきゅう)決定 (けってい)を行 (おこな)うなど，質 (しつ)の確保 (かくほ)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を行 (おこな)う必要 (ひつよう)があります。
また，医療的 (いりょうてき)ケアが必要 (ひつよう)な子 (こ)どもは診断 (しんだん)を受 (う)けていない子 (こ)どもに比 (くら)べ，
サービスへの困 (こま)りごとが多 (おお)い傾向 (けいこう)にあることから，医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)コーディネーター
との関 (かん)わりが重要 (じゅうよう)です。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
研修 (けんしゅう)等 (とう)を通 (つう)じて，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の質 (しつ)向上 (こうじょう)に努 (つと)めます。
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスについて，引 (ひ)き続 (つづ)き，関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)し適正 (てきせい)化 (か)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を
進 (すす)めます。
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)等 (とう)を活用 (かつよう)し，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)と保育 (ほいく)所 (しょ)，学校 (がっこう)等 (とう)関係 (かんけい)機関 (きかん)
との連携 (れんけい)を図 (はか)ります。
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスの供給 (きょうきゅう)量 (りょう)が本 (ほん)計画 (けいかく)に定 (さだ)める必要 (ひつよう)量 (りょう)を超 (こ)える場合 (ばあい)，
総量 (そうりょう)規制 (きせい)を検討 (けんとう)します。
医療的 (いりょうてき)ケアが必要 (ひつよう)な児 (じ)童 (どう)が必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を受 (う)けられるよう，福祉 (ふくし)サービスの
提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)に努 (つと)めます。
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)コーディネーターのスキルを共有 (きょうゆう)する場 (ば)を持 (も)つなど専門 (せんもん)的 (てき)な
人材 (じんざい)の育成 (いくせい)につながるよう取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
コーディネーター配置 (はいち)数 (すう)は，２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)は，２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）４月 (がつ)１日 (にち)から福祉 (ふくし)型 (がた)と医療 (いりょう)型 (がた)が統合 (とうごう)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１４１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９７２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，２６１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，０１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１１７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，０４３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，４４０人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，５００人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，５５０人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８，１５４日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７，１４５日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９，２２８日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７，７００日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９，６２０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８，１８５日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，９８０日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１１，２７０日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１１，４４０日 (にち)
医療 (いりょう)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７１日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０２日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５１日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１６日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３９日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１６日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４７日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５６日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６３日 (にち)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２，２６４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，２４７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２，５５１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，３９７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２，７５６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２，４９７人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３，１２５人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３，２３５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３，２９９人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２２，９６１日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２４，０３６日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２８，５１４日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２５，６４１日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３１，１８７日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２６，７１１日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３２，５２６日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３３，２３９日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３３，６１９日 (にち)
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５５人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４６人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４９人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５２人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５８日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３９日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６４日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０６日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７１日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５１日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５４日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５７日 (にち)
居宅 (きょたく)訪問 (ほうもん)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にっ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８日 (にち)
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)に対 (たい)する関連 (かんれん)分野 (ぶんや)の支援 (しえん)を調整 (ちょうせい)するコーディネーター配置 (はいち)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２１人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２５人 (にん)

【６】障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
障 (しょう)がい児 (じ)（１８歳 (さい)未満 (みまん)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，相談 (そうだん)先 (さき)に望 (のぞ)むことについて，
「年齢 (ねんれい)や状況 (じょうきょう)などに応 (おう)じた情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)してくれること」（６２．６パーセント）が
挙 (あ)げられています。
次 (つ)いで「障 (しょう)がいの特性 (とくせい)に応 (おう)じて専門 (せんもん)の相談 (そうだん)ができること」（４８．７パーセント），
「どのような相談 (そうだん)先 (さき)があるのか，詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)すること」（４５．７パーセント），
「１か所 (しょ)でどんな相談 (そうだん)にも対 (たい)応 (おう)できること」（４２．３パーセント）が挙 (あ)げられています。
個人 (こじん)の状況 (じょうきょう)や相談 (そうだん)ニーズに対 (たい)応 (おう)することのできる質 (しつ)の高 (たか)い相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)が求 (もと)められていま
す。一方 (いっぽう)で事業 (じぎょう)所 (しょ)からは，相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)と同様 (どうよう)に，人材 (じんざい)不足 (ぶそく)や業務 (ぎょうむ)量 (りょう)の増加 (ぞうか)により
相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の負担 (ふたん)増 (ぞう)の声 (こえ)が寄 (よ)せられています。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)して，相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の確保 (かくほ)と
質 (しつ)向上 (こうじょう)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３７４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４２５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４４５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４６７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４７９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５１１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５５３人 (にん)　
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６１７人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６７２人 (にん)

【７】障 (しょう)がい児 (じ)の子 (こ)ども・子育 (こそだ)て支援 (しえん)等 (とう)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
障 (しょう)がい児 (じ)の子 (こ)ども・子育 (こそだ)て支援 (しえん)については，関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)や情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)を図 (はか)る中 (なか)で，
支援 (しえん)体制 (たいせい)を構築 (こうちく)することが必要 (ひつよう)です。
その一方 (いっぽう)で事業 (じぎょう)所 (しょ)アンケートによると，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスにおいて学校 (がっこう)との
連携 (れんけい)をしているという声 (こえ)は多 (おお)くあるものの，放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブとの連携 (れんけい)をしている
という声 (こえ)は多 (おお)くはありませんでした。
関係 (かんけい)機関 (きかん)相互 (そうご)の連携 (れんけい)を促進 (そくしん)させることで支援 (しえん)体制 (たいせい)を構築 (こうちく)し，地域 (ちいき)での対 (たい)応 (おう)力 (りょく)の向上 (こうじょう)を
図 (はか)る必要 (ひつよう)があります。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)を促進 (そくしん)する中 (なか)で支援 (しえん)体制 (たいせい)を構築 (こうちく)し，地域 (ちいき)での対 (たい)応 (おう)力 (りょく)向上 (こうじょう)を図 (はか)る
取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は７月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)。ただし，放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブは，
各 (かく)年度 (ねんど)７月 (がつ)１日 (にち)現在 (げんざい)の実績 (じっせき)。
保育 (ほいく)所 (しょ)，認定 (にんてい)こども園 (えん)，幼稚園 (ようちえん)（公立 (こうりつ)）は，障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)所持 (しょじ)又 (また)は医師 (いし)の診断 (しんだん)を
受 (う)けている児 (じ)童 (どう)数 (すう)。放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブは，特別 (とくべつ)支援 (しえん)学級 (がっきゅう)に通 (かよ)っている児 (じ)童 (どう)数 (すう)。
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
保育 (ほいく)所 (しょ)の児 (じ)童 (どう)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３５９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３８０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３６７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３７０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２３７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３６０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３５０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３４０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３３０人 (にん)
必要 (ひつよう)な見込 (みこみ)量 (りょう)　３３０人 (にん)
認定 (にんてい)こども園 (えん)の児 (じ)童 (どう)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２７５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２４０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２７９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２５０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１９２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２６０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２７０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２８０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２９０人 (にん)
必要 (ひつよう)な見込 (みこみ)量 (りょう)　２９０人 (にん)
幼稚園 (ようちえん)（公立 (こうりつ)）の児 (じ)童 (どう)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
必要 (ひつよう)な見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブの児 (じ)童 (どう)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４６７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４５０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５５８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４５０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５７９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４５０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５３０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５３０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５３０人 (にん)
必要 (ひつよう)な見込 (みこみ)量 (りょう)　５３０人 (にん)

【８】発達 (はったつ)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する支援 (しえん)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
発達 (はったつ)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する支援 (しえん)については，本 (ほん)人 (にん)だけではなく，保護 (ほご)者 (しゃ)をはじめとする
家族 (かぞく)等 (とう)への支援 (しえん)も含 (ふく)めて体制 (たいせい)を構築 (こうちく)することが必要 (ひつよう)です。
障 (しょう)がい児 (じ)（１８歳 (さい)未満 (みまん)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，ペアレントメンターの認知 (にんち)状況 (じょうきょう)に
ついては，「言葉 (ことば)も内容 (ないよう)も知 (し)っている」が７．２パーセント，「言葉 (ことば)を知 (し)っているが，
内容 (ないよう)は知 (し)らない」が７．９パーセント，合計 (ごうけい)１５．１パーセントでした。
また，ペアレントメンターへの相談 (そうだん)意向 (いこう)については「相談 (そうだん)してみたい」が
２０．４パーセントでした。ペアレントメンターの認知 (にんち)度 (ど)の向上 (こうじょう)をはじめ，
相談 (そうだん)しやすい環境 (かんきょう)整備 (せいび)が必要 (ひつよう)です。
また，障 (しょう)がい児 (じ)（１８歳 (さい)未満 (みまん)）アンケート調査 (ちょうさ)において，ピアサポート活動 (かつどう)への参加 (さんか)
意向 (いこう)については，「悩 (なや)みなどを聞 (き)く立場 (たちば)で参加 (さんか)してみたい」は６．４パーセント，
「悩 (なや)みなどを聞 (き)いてもらう立場 (たちば)で参加 (さんか)してみたい」は７．９パーセント，
「具体 (ぐたい)的 (てき)な内容 (ないよう)を聞 (き)いた上 (うえ)で参加 (さんか)を検討 (けんとう)してみたい」は５３．６パーセント，
合計 (ごうけい)６７．９パーセントと，この活動 (かつどう)へのニーズが一定 (いってい)程度 (ていど)あると考 (かんが)えられます。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
ペアレントメンターに気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)るとともに，
ペアレントトレーニング等 (とう)について取組 (とりくみ)を推進 (すいしん)します。
ピアサポートの活動 (かつどう)については，障 (しょう)がい者 (しゃ)相談 (そうだん)員 (いん)と連携 (れんけい)し相談 (そうだん)支援 (しえん)の場 (ば)の確保 (かくほ)に努 (つと)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
ペアレントトレーニングやペアレントプログラムの支援 (しえん)プログラムの受講 (じゅこう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
ペアレントトレーニングやペアレントプログラムの支援 (しえん)プログラムの実施 (じっし)者 (しゃ)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
ピアサポートの活動 (かつどう)への参加 (さんか)人数 (にんずう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２４人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２７人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３０人 (にん)

【９】精神 (せいしん)障 (しょう)がいにも対 (たい)応 (おう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)によると，精神 (せいしん)障 (しょう)がいのある人 (ひと)の近所 (きんじょ)の
人 (ひと)との付 (つ)き合 (あ)いについて，「ほとんどない」が５３．４パーセントとなっています。また，
地域 (ちいき)の行事 (ぎょうじ)や活動 (かつどう)については，「参加 (さんか)していない」と回答 (かいとう)した割合 (わりあい)が７５．６パーセントと
なっています。
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)が，地域 (ちいき)の一員 (いちいん)として安心 (あんしん)して自分 (じぶん)らしく暮 (く)らすことができるよう，
医療 (いりょう)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)，介護 (かいご)，住 (す)まい，社会 (しゃかい)参加 (さんか)（就労 (しゅうろう)），地域 (ちいき)の助 (たす)け合 (あ)い，教育 (きょういく)が
包括 (ほうかつ)的 (てき)に確保 (かくほ)された「精神 (せいしん)障 (しょう)がいにも対 (たい)応 (おう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)」に
向 (む)けた体制 (たいせい)づくりが必要 (ひつよう)です。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
保健 (ほけん)・医療 (いりょう)・福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)の活性化 (かっせいか)に向 (む)けた取組 (とりくみ)をはじめ，
入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)等 (とう)から地域 (ちいき)への移行 (いこう)，地域 (ちいき)での定着 (ていちゃく)支援 (しえん)などを推進 (すいしん)します。
一般 (いっぱん)住宅 (じゅうたく)への入居 (にゅうきょ)支援 (しえん)に向 (む)けては，相談 (そうだん)や関係 (かんけい)機関 (きかん)との連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)う
住宅 (じゅうたく)入居 (にゅうきょ)等 (とう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（居住 (きょじゅう)サポート支援 (しえん)）を活用 (かつよう)し地域 (ちいき)生活 (せいかつ)の支援 (しえん)に取 (と)り組 (く)みます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)及 (およ)び福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)の開催 (かいさい)回 (かい)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２回 (かい)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)及 (およ)び福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)の関係 (かんけい)者 (しゃ)の参加 (さんか)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５２人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)及 (およ)び福祉 (ふくし)関係 (かんけい)者 (しゃ)による協議 (きょうぎ)の場 (ば)における目標 (もくひょう)設定 (せってい)及 (およ)び評価 (ひょうか)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)　ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)　ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)　ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１３２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１３０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１４３人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３２人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３４人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１３７人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)　ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）　ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)

【１０】相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
相談 (そうだん)支援 (しえん)は，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の支援 (しえん)の入 (い)り口 (ぐち)となる重要 (じゅうよう)な事業 (じぎょう)ですが，
事業 (じぎょう)所 (しょ)アンケートでは，相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の確保 (かくほ)や他 (ほか)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)との連携 (れんけい)・
調整 (ちょうせい)などが課題 (かだい)として挙 (あ)げられており，ニーズに見 (み)合 (あ)う相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)が必要 (ひつよう)と
なっています。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー）を中心 (ちゅうしん)として相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の連携 (れんけい)強化 (きょうか)などの
相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)に取 (と)り組 (く)みます。
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)において相談 (そうだん)支援 (しえん)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)に向 (む)けた検討 (けんとう)を行 (おこな)います。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターを中心 (ちゅうしん)とした配置 (はいち)の状況 (じょうきょう)
サービス種類 (しゅるい)
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターの設置 (せっち)状況 (じょうきょう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)者 (しゃ)に対 (たい)する訪問 (ほうもん)等 (とう)による専門 (せんもん)的 (てき)な指導 (しどう)・助言 (じょげん)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２１６件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１６８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２０４件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１９２件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１８８件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　２１６件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１８０件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１８０件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１８０件 (けん)
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)者 (しゃ)の人材 (じんざい)育成 (いくせい)の支援 (しえん)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７０件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３０件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５４件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３０件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６２件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３０件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０件 (けん)
地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)機関 (きかん)との連携 (れんけい)強化 (きょうか)の取組 (とりくみ)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４５回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６０回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６０回 (かい)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０回 (かい)
個別 (こべつ)事例 (じれい)の支援 (しえん)内容 (ないよう)の検証 (けんしょう)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
主 (しゅ)任 (にん)相談 (そうだん)支援 (しえん)専門 (せんもん)員 (いん)の配置 (はいち)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５人 (にん)

福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)での検討 (けんとう)状況 (じょうきょう)
サービス種類 (しゅるい)
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)の参画 (さんかく)による事例 (じれい)検討 (けんとう)実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
参加 (さんか)事業 (じぎょう)者 (しゃ)・機関 (きかん)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２機関 (きかん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２機関 (きかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２機関 (きかん)
専門 (せんもん)部会 (ぶかい)の設置 (せっち)の有無 (うむ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
専門 (せんもん)部会 (ぶかい)の実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２０回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２０回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２０回 (かい)

【１１】障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)
【現状 (げんじょう)と課題 (かだい)】
事業 (じぎょう)所 (しょ)アンケートによると，サービスの質 (しつ)の評価 (ひょうか)に対 (たい)する取組 (とりくみ)は，
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)において進 (すす)んでいる一方 (いっぽう)で，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業 (じぎょう)所 (しょ)では
半数 (はんすう)程度 (ていど)にとどまっています。
近年 (きんねん)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の多様化 (たようか)とともに多 (おお)くの事業 (じぎょう)者 (しゃ)が参入 (さんにゅう)しているため，
利用 (りよう)者 (しゃ)の必要 (ひつよう)とするサービスが提供 (ていきょう)されるよう取組 (とりくみ)を進 (すす)める必要 (ひつよう)があります。

【見込 (みこみ)量 (りょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)】
システムを活用 (かつよう)した請求 (せいきゅう)内容 (ないよう)の分析 (ぶんせき)や監査 (かんさ)指導 (しどう)体制 (たいせい)を整 (ととの)え，質 (しつ)の向上 (こうじょう)に取 (と)り組 (く)みます。
障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)や「性的 (せいてき)マイノリティ」への配慮 (はいりょ)など，利用 (りよう)者 (しゃ)の意思 (いし)・人格 (じんかく)を尊重 (そんちょう)した
サービス提供 (ていきょう)に努 (つと)めるよう，各種 (かくしゅ)研修 (けんしゅう)・指導 (しどう)の機会 (きかい)を通 (つう)じ周知 (しゅうち)徹底 (てってい)を図 (はか)ります。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
障 (しょう)がい者 (しゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)審査 (しんさ)支払 (しはらい)等 (とう)システム等 (とう)による審査 (しんさ)結果 (けっか)の分析 (ぶんせき)，その結果 (けっか)の活用 (かつよう)，
事業 (じぎょう)所 (しょ)や関係 (かんけい)自治体 (じちたい)等 (とう)と共有 (きょうゆう)する体制 (たいせい)の有無 (うむ)及 (およ)びその実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
体制 (たいせい)の有無 (うむ)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　有 (あり)　見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　有 (あり)　見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　有 (あり)　見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
実施 (じっし)回 (かい)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２回 (かい)
指導 (しどう)監査 (かんさ)結果 (けっか)の関係 (かんけい)自治体 (じちたい)との共有 (きょうゆう)体制 (たいせい)の有無 (うむ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　有 (あり)
指導 (しどう)監査 (かんさ)結果 (けっか)の関係 (かんけい)自治体 (じちたい)との共有 (きょうゆう)回 (かい)数 (すう)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１回 (かい)

【１２】地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
１　相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)では，相談 (そうだん)先 (さき)に望 (のぞ)むこととして，
「１か所 (しょ)でどんな相談 (そうだん)にも対 (たい)応 (おう)できること」が３８．０パーセントと最 (もっと)も多 (おお)くなっています。
また，「どのような相談 (そうだん)先 (さき)があるのか，詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)すること」
「障 (しょう)がい特性 (とくせい)に応 (おう)じて専門 (せんもん)の相談 (そうだん)ができること」「年齢 (ねんれい)や状況 (じょうきょう)などに応 (おう)じた情報 (じょうほう)を
提供 (ていきょう)してくれること」等 (とう)も上位 (じょうい)となっていることから，相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)が
求 (もと)められています。
本市 (ほんし)では，基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー）を中核 (ちゅうかく)として，地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)
事業 (じぎょう)所 (しょ)等 (とう)と連携 (れんけい)し，総合 (そうごう)的 (てき)・専門 (せんもん)的 (てき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)に取 (と)り組 (く)んでいます。
また，権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)センターについても，介護 (かいご)者 (しゃ)の高齢化 (こうれいか)や「親 (おや)亡 (な)き後 (あと)」が
社会 (しゃかい)問題 (もんだい)となっており，引 (ひ)き続 (つづ)き利用 (りよう)促進 (そくしん)を図 (はか)ります。
加 (くわ)えて，障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)センターと連携 (れんけい)し，成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)の周知 (しゅうち)や利用 (りよう)促進 (そくしん)
を図 (はか)るとともに障 (しょう)がい者 (しゃ)への虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)に向 (む)けた啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)のほか，早期 (そうき)発見 (はっけん)・早期 (そうき)対 (たい)応 (おう)，
養護 (ようご)者 (しゃ)への支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)に取 (と)り組 (く)みます。
住宅 (じゅうたく)入居 (にゅうきょ)等 (とう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（居住 (きょじゅう)サポート支援 (しえん)）では，賃貸 (ちんたい)契約 (けいやく)による一般 (いっぱん)住宅 (じゅうたく)への
入居 (にゅうきょ)にあたって支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な障 (しょう)がい者 (しゃ)に対 (たい)し，入居 (にゅうきょ)支援 (しえん)や相談 (そうだん)，関係 (かんけい)機関 (きかん)との
連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)い，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)の支援 (しえん)に取 (と)り組 (く)みます。
さらに，障 (しょう)がい者 (しゃ)相談 (そうだん)員 (いん)が，ピアサポーターとして地域 (ちいき)の障 (しょう)がい者 (しゃ)やその家族 (かぞく)から
不安 (ふあん)や悩 (なや)みの相談 (そうだん)を受 (う)け，支援 (しえん)機関 (きかん)や専門 (せんもん)相談 (そうだん)機関 (きかん)等 (とう)につなげるよう，引 (ひ)き続 (つづ)き
取 (と)り組 (く)みます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターのか所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
住宅 (じゅうたく)入居 (にゅうきょ)等 (とう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（居住 (きょじゅう)サポート支援 (しえん)）のか所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１か所 (しょ)
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１６件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１４件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１５件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１８件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１６件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１９件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２０件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２１件 (けん)

２　コミュニケーション支援 (しえん)事業 (じぎょう)等 (とう)
聴覚 (ちょうかく)，言語 (げんご)機能 (きのう)，音声 (おんせい)機能 (きのう)や視覚 (しかく)に障 (しょう)がいのある人 (ひと)の意思疎通 (いしそつう)を支援 (しえん)するため，
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)や社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)上 (じょう)で必要 (ひつよう)な手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)や要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)等 (とう)のコミュニケーション支援 (しえん)者 (しゃ)を
派遣 (はけん)します。また，手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)，要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)等 (とう)のコミュニケーション支援 (しえん)者 (しゃ)の養成 (ようせい)に
引 (ひ)き続 (つづ)き取 (と)り組 (く)みます。併 (あわ)せて，手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)や要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)のコミュニケーション支援 (しえん)者 (しゃ)等 (とう)の
派遣 (はけん)については，支援 (しえん)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)が適切 (てきせつ)に支援 (しえん)を受 (う)けられるよう，制度 (せいど)の周知 (しゅうち)等 (とう)
に努 (つと)めます。

【実施 (じっし)事業 (じぎょう)】
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)，要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)，点訳 (てんやく)のボランティアの養成 (ようせい)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)や要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)のコミュニケーション支援 (しえん)者 (しゃ)の派遣 (はけん)
専門 (せんもん)性 (せい)の高 (たか)い意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)を行 (おこな)う者 (もの)の養成 (ようせい)や派遣 (はけん)
ろうあ者 (しゃ)等 (とう)相談 (そうだん)員 (いん)（手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)者 (しゃ)）の配置 (はいち)
オンライン会議 (かいぎ)アプリを利用 (りよう)した遠隔 (えんかく)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)の実施 (じっし)
聴覚 (ちょうかく)障 (しょう)がいや視覚 (しかく)障 (しょう)がいに対 (たい)応 (おう)した支援 (しえん)や情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)する地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターの支援 (しえん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)
年間 (ねんかん)の延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５１５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５８０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５０６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５９０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５３５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６００人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６００人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６００人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６００人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)
年間 (ねんかん)の延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４９人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７４人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５５人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７５人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７６人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７７人 (にん)
盲 (もう)ろう者 (しゃ)通訳 (つうやく)・介助 (かいじょ)員 (いん)
年間 (ねんかん)の延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１００人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
音訳 (おんやく)
年間 (ねんかん)の延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７２０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７４５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６８３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７４５人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６６０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７４５人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６６０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６６０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６６０人 (にん)
点訳 (てんやく)
年間 (ねんかん)の延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８３人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　８５人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３６人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３６人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３６人 (にん)
失語症 (しつごしょう)者 (しゃ)向 (む)け意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)者 (しゃ)
年間 (ねんかん)の延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２２人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
ボランティア養成 (ようせい)講習 (こうしゅう)年間 (ねんかん)修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１２０人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
点訳 (てんやく)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
専門 (せんもん)性 (せい)の高 (たか)い意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)を行 (おこな)う者 (もの)の養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)年間 (ねんかん)修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)者 (しゃ)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１４人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)者 (しゃ)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
盲 (もう)ろう者 (しゃ)通訳 (つうやく)・介助 (かいじょ)員 (いん)	修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
失語症 (しつごしょう)者 (しゃ)向 (む)け意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)者 (しゃ)の修了 (しゅうりょう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２人 (にん)

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)・要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)（コミュニケーション支援 (しえん)者 (しゃ)）年間 (ねんかん)登録 (とうろく)者 (しゃ)数 (すう)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)の登録 (とうろく)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５５人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５３人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５７人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５９人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５９人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６１人 (にん)
要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)の登録 (とうろく)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７２人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７４人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８３人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８７人 (にん)

３　日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)
在宅 (ざいたく)の障 (しょう)がい者 (しゃ)（児 (じ)）に，生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)の改善 (かいぜん)につながる日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)を支給 (しきゅう)し，
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)を図 (はか)ります。引 (ひ)き続 (つづ)き，障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)時 (じ)等 (とう)に事業 (じぎょう)の
周知 (しゅうち)に努 (つと)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
介護 (かいご)・訓練 (くんれん)支援 (しえん)用具 (ようぐ)（特殊 (とくしゅ)寝台 (しんだい)・特殊 (とくしゅ)マット等 (とう)）
給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３１件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２１件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３８件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２６件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３９件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２６件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２８件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３０件 (けん)
自立 (じりつ)生活 (せいかつ)支援 (しえん)用具 (ようぐ)（屋内 (おくない)信号 (しんごう)装置 (そうち)・入浴 (にゅうよく)補助 (ほじょ)用具 (ようぐ)等 (とう)）
給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４８件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６２件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４２件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５４件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６６件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５５件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５６件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５７件 (けん)
在宅 (ざいたく)療養 (りょうよう)等 (とう)支援 (しえん)用具 (ようぐ)（たん吸引器 (きゅういんき)・ネブライザー等 (とう)）
給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９５件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１００件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０２件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９９件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０５件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１００件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０４件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０８件 (けん)
情報 (じょうほう)・意思疎通 (いしそつう)支援 (しえん)用具 (ようぐ)（ファックス・活字 (かつじ)読上 (よみあ)げ装置 (そうち)等 (とう)）
給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６９件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６１件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８４件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６５件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７６件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６７件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７６件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７９件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８２件 (けん)
排泄 (はいせつ)管理 (かんり)支援 (しえん)用具 (ようぐ)（ストマ用具 (ようぐ)）
給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０，７５１件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，７２８件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０，８４８件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，７９４件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１０，８１１件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，８２９件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，８４１件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，８７１件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０，９０１件 (けん)
住宅 (じゅうたく)改修費 (かいしゅうひ)
給付 (きゅうふ)件 (けん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１件 (けん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１件 (けん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６件 (けん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１２件 (けん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６件 (けん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　８件 (けん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１０件 (けん)

４　移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（再掲 (さいけい)）
一人 (ひとり)で外出 (がいしゅつ)することが困難 (こんなん)な障 (しょう)がい者 (しゃ)に，外出 (がいしゅつ)のための支援 (しえん)を行 (おこな)うことにより，
自立 (じりつ)した生活 (せいかつ)と社会 (しゃかい)参加 (さんか)を促進 (そくしん)することを目的 (もくてき)とします。引 (ひ)き続 (つづ)き，
サービス提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)に努 (つと)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４３０人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４６１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４６９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４７１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４７５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４８１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５０９人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５４５人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５８４人 (にん)
ひと月 (つき)の時間 (じかん)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３，７１３時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，７００時間 (じかん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４，１６９時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，７８０時間 (じかん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　４，１９８時間 (じかん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３，８６０時間 (じかん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，４１２時間 (じかん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，６３７時間 (じかん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，８７４時間 (じかん)

５　地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター
創作 (そうさく)活動 (かつどう)や生産 (せいさん)活動 (かつどう)の機会 (きかい)，関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)による総合 (そうごう)的 (てき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)，
情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)など，障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)，日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の支援 (しえん)を行 (おこな)うほか，
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)に対 (たい)応 (おう)した情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)，音訳 (おんやく)や点訳 (てんやく)，ボランティアの養成 (ようせい)や
生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)事業 (じぎょう)など多様 (たよう)なサービスの提供 (ていきょう)に取 (と)り組 (く)みます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター
か所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　５か所 (しょ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５か所 (しょ)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５か所 (しょ)
いち日 (にち)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　９０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９０人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９０人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　９０人 (にん)

６　訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス
重度 (じゅうど)身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を支援 (しえん)するため，自宅 (じたく)の浴室 (よくしつ)での入浴 (にゅうよく)や施設 (しせつ)に
通所 (つうしょ)しての入浴 (にゅうよく)が困難 (こんなん)な人 (ひと)に，入浴 (にゅうよく)サービスを提供 (ていきょう)し，清潔 (せいけつ)の保持 (ほじ)・心身 (しんしん)機能 (きのう)の
維持 (いじ)を図 (はか)ります。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１１人 (にん)
ひと月 (つき)の回 (かい)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６３回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７０回 (かい)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６１回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７０回 (かい)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　５２回 (かい)　見込 (みこみ)量 (りょう)　７０回 (かい)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７０回 (かい)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７０回 (かい)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７０回 (かい)

７　日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（再掲 (さいけい)）
日中 (にっちゅう)において介護 (かいご)者 (しゃ)の休息 (きゅうそく)や不在 (ふざい)のときに，見守 (みまも)りと日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の場 (ば)を提供 (ていきょう)します。
このサービスには機能 (きのう)訓練 (くんれん)や入浴 (にゅうよく)介護 (かいご)などを行 (おこな)う生活 (せいかつ)型 (がた)のサービスもあります。
引 (ひ)き続 (つづ)き，サービス提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)に努 (つと)めます。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は３月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は６月 (がつ)分 (ぶん)の実績 (じっせき)
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)	
ひと月 (つき)の利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２４９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５３人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５６人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５１人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３５８人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２７４人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２９９人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３２７人 (にん)
ひと月 (つき)の日 (にち)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，００４日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６６７日 (にち)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，３０３日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６７７日 (にち)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１，１６７日 (にち)　見込 (みこみ)量 (りょう)　１，６８６日 (にち)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，２６０日 (にち)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，３６０日 (にち)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　１，４６８日 (にち)

８　障 (しょう)がい児 (じ)等 (とう)療育 (りょういく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
訪問 (ほうもん)による療育 (りょういく)指導 (しどう)，外来 (がいらい)による専門 (せんもん)的 (てき)な療育 (りょういく)相談 (そうだん)・指導 (しどう)，保育 (ほいく)所 (しょ)や
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)等 (とう)の職員 (しょくいん)への療育 (りょういく)技術 (ぎじゅつ)の指導 (しどう)等 (とう)を実施 (じっし)します。
早期 (そうき)療育 (りょういく)につながるよう，引 (ひ)き続 (つづ)きこども発達 (はったつ)支援 (しえん)センター・保育 (ほいく)所 (しょ)・
認定 (にんてい)こども園 (えん)・幼稚園 (ようちえん)・療育 (りょういく)機関 (きかん)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)を図 (はか)ります。

２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)），２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）は実績 (じっせき)，
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）は見込 (みこ)み
実績 (じっせき)と見込 (みこみ)
サービス種類 (しゅるい)
事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう)
か所 (しょ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６か所 (しょ)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６か所 (しょ)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　６か所 (しょ)　見込 (みこみ)量 (りょう)　６か所 (しょ)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６か所 (しょ)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６か所 (しょ)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　６か所 (しょ)
訪問 (ほうもん)療育 (りょういく)
延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　７人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３２０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２５人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　３２０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３６人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　５２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　７５人 (にん)
外来 (がいらい)療育 (りょういく)
延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２，８６６人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４，０２０人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３，２３９人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４，０４０人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　３，６１２人 (にん)　見込 (みこみ)量 (りょう)　４，０６０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３，８２８人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，０５７人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４，３００人 (にん)
施設 (しせつ)支援 (しえん)一般 (いっぱん)指導 (しどう)
延 (のべ)利用 (りよう)者 (しゃ)数 (すう)
２０２１年度 (ねんど)（令和 (れいわ)３年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　８人 (にん)
２０２２年度 (ねんど)（令和 (れいわ)４年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　１４人 (にん)
２０２３年度 (ねんど)（令和 (れいわ)５年度 (ねんど)）実績 (じっせき)値 (ち)　２０人 (にん)
２０２４年度 (ねんど)（令和 (れいわ)６年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　２５人 (にん)
２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　３２人 (にん)
２０２６年度 (ねんど)（令和 (れいわ)８年度 (ねんど)）見込 (みこみ)量 (りょう)　４１人 (にん)

９　その他 (た)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
このほか，次 (つぎ)の事業 (じぎょう)を地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)として実施 (じっし)します。

理解 (りかい)促進 (そくしん)・研修 (けんしゅう)啓発 (けいはつ)事業 (じぎょう)
自発 (じはつ)的 (てき)活動 (かつどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
成年 (ねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)法人 (ほうじん)後見 (こうけん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
スポーツ・レクリエーション教室 (きょうしつ)開催 (かいさい)事業 (じぎょう)

第６章 (だい　　しょう)　資料編 (しりょうへん)
【１】アンケート結果 (けっか)等 (とう)の概要 (がいよう)
１　市民 (しみん)アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)
（１）障 (しょう)がい者 (しゃ)（１８歳 (さい)以上 (いじょう)）アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)
アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の中 (なか)で，主 (おも)な項目 (こうもく)について記載 (きさい)します。
注意 (ちゅうい)　無回答 (むかいとう)は省略 (しょうりゃく)している。（以下 (いか)同様 (どうよう)）

問 (と)い　現在 (げんざい)，支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けて利用 (りよう)しているサービスをすべてお答 (こた)えください。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
【支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けているサービス】回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
問 (と)い　今後 (こんご)，３年 (ねん)以内 (いない)に利用 (りよう)したいサービスはありますか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
【３年 (ねん)以内 (いない)に利用 (りよう)したいサービス】回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
現在 (げんざい)利用 (りよう)しているサービスについては，「計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「生活 (せいかつ)介護 (かいご)」「居宅 (きょたく)介護 (かいご)（ホームヘルプ）」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「行動 (こうどう)援護 (えんご)」「短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ）」
「生活 (せいかつ)介護 (かいご)」「計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)」「移動 (いどう)支援 (しえん)」の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいを
大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。
３年 (ねん)以内 (いない)に利用 (りよう)したいサービスについては，「計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)」となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「行動 (こうどう)援護 (えんご)」「短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ）」「移動 (いどう)支援 (しえん)」，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)」「就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ａ (エー)型 (がた)）」「就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)」の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたは，利用 (りよう)したことがある障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスに対 (たい)して，
困 (こま)ったことがありましたか。（複 (ふく)数 (すう)回 (かい)答 (とう)）
回答 (かいとう)数 (すう)３９０
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスに対 (たい)して困 (こま)ったことについては，
「利用 (りよう)したい日 (ひ)や時間 (じかん)に利用 (りよう)できない」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「支給 (しきゅう)決定 (けってい)までに時間 (じかん)がかかりすぎる」となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「利用 (りよう)したい日 (ひ)や時間 (じかん)に利用 (りよう)できない」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「支給 (しきゅう)決定 (けってい)までに時間 (じかん)がかかりすぎる」
「サービス内容 (ないよう)についての情報 (じょうほう)が少 (すく)ない」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。
また，「利用 (りよう)したい日 (ひ)や時間 (じかん)に利用 (りよう)できない」の割合 (わりあい)で特 (とく)に高 (たか)いサービスは
行動 (こうどう)援護 (えんご)４０．０パーセント，日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)３７．７パーセント，
短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ）３５．８パーセントとなっています。

問 (と)い　今後 (こんご)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)しやすくするためには，
どのようなことが必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)しやすくするために必要 (ひつよう)なこととしては，
「どのようなサービスがあるのか，詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)してほしい」が
最 (もっと)も多 (おお)くなっています。障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で
「必要 (ひつよう)なときにすぐに利用 (りよう)できるようにしてほしい」，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で
「申請 (しんせい)や手 (て)続 (つづ)きの方法 (ほうほう)をわかりやすくしてほしい」
「自分 (じぶん)に適切 (てきせつ)なサービスをアドバイスしてほしい」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたは，障 (しょう)がいのことや福祉 (ふくし)サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)を，
どこから知 (し)ることが多 (おお)いですか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
障 (しょう)がいや福祉 (ふくし)サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)の入手先 (にゅうしゅさき)については，
「病院 (びょういん)・薬局 (やっきょく)」が最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「県 (けん)や市 (し)の窓口 (まどぐち)」「インターネット」の順 (じゅん)と
なっています。障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「家族 (かぞく)・友人 (ゆうじん)・知人 (ちじん)」
「福祉 (ふくし)施設 (しせつ)・サービス提供 (ていきょう)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「障 (しょう)がい者 (しゃ)相談 (そうだん)員 (いん)」 ，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「病院 (びょういん)・薬局 (やっきょく)」の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　介助 (かいじょ)してくれる人 (ひと)の年齢 (ねんれい)，健康 (けんこう)状態 (じょうたい)についてお答 (こた)えください。
回答 (かいとう)数 (すう)６４６
介助者 (かいじょしゃ)の年齢 (ねんれい)については，「６０歳 (さい)以上 (いじょう)」が最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「５０～５９歳 (さい)」が多 (おお)くなっており，５０歳 (さい)以上 (いじょう)は合計 (ごうけい)で８０．０パーセントとなっています。また，１７歳 (さい)以下 (いか)（ヤングケアラー）は僅 (わず)かに（０．９パーセント）みられました。
健康 (けんこう)状態 (じょうたい)は，「健康 (けんこう)に不安 (ふあん)がある」が４１．０パーセントとなっており，６０歳 (さい)以上 (いじょう)で「健康 (けんこう)に不安 (ふあん)がある」がほかの年齢層 (ねんれいそう)を大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。

問 (と)い　あなたは現在 (げんざい)，どのように暮 (く)らしていますか。
【現在 (げんざい)の生活 (せいかつ)の場 (ば)】回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
問 (と)い　あなたは今後 (こんご)３年 (ねん)以内 (いない)に，どのように暮 (く)らしたいと思 (おも)いますか。
【３年 (ねん)以内 (いない)に希望 (きぼう)する暮 (く)らし方 (かた)】回 (かい)答 (とう)数 (すう)１，１０７
現在 (げんざい)の生活 (せいかつ)の場 (ば)は，「自宅 (じたく)（アパートなどを含 (ふく)む）で家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)と暮 (く)らしている」が
７１．５パーセントと最 (もっと)も多 (おお)く，３年 (ねん)以内 (いない)に希望 (きぼう)する暮 (く)らし方 (かた)においても
「自宅 (じたく)（アパートなどを含 (ふく)む）で家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)と暮 (く)らしたい」が６４．１パーセントと多 (おお)く，
「自宅 (じたく)（アパートなどを含 (ふく)む）で一人 (ひとり)で暮 (く)らしたい」は
１６．７パーセントとなっています。障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，
知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「グループホームで暮 (く)らしたい」，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で
「自宅 (じたく)（アパートなどを含 (ふく)む）で一人 (ひとり)で暮 (く)らしたい」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。
居住 (きょじゅう)形態 (けいたい)別 (べつ)でみると，障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)施設 (しせつ)や高齢者 (こうれいしゃ)施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)している人 (ひと)の
約 (やく)２割 (わり)が「自宅 (じたく)（アパートなどを含 (ふく)む）で家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)と暮 (く)らしたい」と回答 (かいとう)しているものの，約 (やく)５割 (わり)の人 (ひと)が現状 (げんじょう)維持 (いじ)を希望 (きぼう)しています。

問 (と)い　これから先 (さき)，あなたが希望 (きぼう)する暮 (く)らしを送 (おく)るためには，
どのような支援 (しえん)が必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
希望 (きぼう)する暮 (く)らしを送 (おく)るために必要 (ひつよう)な支援 (しえん)としては，
「経済 (けいざい)的 (てき)な負担 (ふたん)が軽 (かる)くなること」が最 (もっと)も多 (おお)くなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「在宅 (ざいたく)で医療的 (いりょうてき)ケアなどを適切 (てきせつ)に受 (う)けられること」，
知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「障 (しょう)がいのある人 (ひと)に適 (てき)した住 (す)まいが確保 (かくほ)されること」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「経済 (けいざい)的 (てき)な負担 (ふたん)が軽 (かる)くなること」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたが相談 (そうだん)したいことは，どのようなことですか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
相談 (そうだん)したいことについては，「自分 (じぶん)の体調 (たいちょう)のこと」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「生活 (せいかつ)費 (ひ)や収入 (しゅうにゅう)のこと」「利用 (りよう)できる福祉 (ふくし)制度 (せいど)のこと」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「緊急 (きんきゅう)時 (じ)・災害 (さいがい)時 (じ)のこと」「支援 (しえん)してくれる人 (ひと)のこと」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「自分 (じぶん)の体調 (たいちょう)のこと」「生活 (せいかつ)費 (ひ)や収入 (しゅうにゅう)のこと」「仕事 (しごと)・就職 (しゅうしょく)のこと」
「家族 (かぞく)・学校 (がっこう)・職場 (しょくば)・近所 (きんじょ)などでの人間 (にんげん)関係 (かんけい)のこと」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたが相談 (そうだん)先 (さき)に望 (のぞ)むことは何 (なん)ですか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
相談 (そうだん)先 (さき)に望 (のぞ)むこととしては，「１か所 (しょ)でどんな相談 (そうだん)にも対 (たい)応 (おう)できること」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「どのような相談 (そうだん)先 (さき)があるのか，詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)すること」が続 (つづ)いています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「どのような相談 (そうだん)先 (さき)があるのか，
詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)すること」「障 (しょう)がいの特性 (とくせい)に応 (おう)じて専門 (せんもん)の相談 (そうだん)ができること」
「年 (ねん)齢や状況 (じょうきょう)などに応 (おう)じた情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)してくれること」
「電話 (でんわ)・ＦＡＸ (ファックス)・電子 (でんし)メールでの相談 (そうだん)ができること」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたは，基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー)を利用 (りよう)したことがありますか。
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー）の利用 (りよう)状況 (じょうきょう)については，
「利用 (りよう)したことがある」が１５．３パーセント，「利用 (りよう)したことはないが，
利用 (りよう)に興味 (きょうみ)がある」が３４．２パーセントとなっています。
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)の約 (やく)３割 (わり)，発達 (はったつ)障 (しょう)がいの診断 (しんだん)を受 (う)けている人 (ひと)の
約 (やく)４割 (わり)が「利用 (りよう)したことがある」と回答 (かいとう)しています。

問 (と)い　あなたは，権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)センターを利用 (りよう)したことがありますか。
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)センターの利用 (りよう)状況 (じょうきょう)については，
「利用 (りよう)したことがある」が０．７パーセント，
「利用 (りよう)したことはないが，利用 (りよう)に興味 (きょうみ)がある」が３０．４パーセントとなっています。
知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)の約 (やく)４割 (わり)，発達 (はったつ)障 (しょう)がいの診断 (しんだん)を受 (う)けている人 (ひと)の約 (やく)５割 (わり)が
「利用 (りよう)したことはないが，利用 (りよう)に興味 (きょうみ)がある」と回答 (かいとう)しています。

問 (と)い　あなたは「成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)」を知 (し)っていますか。
【認知 (にんち)状況 (じょうきょう)】回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
問 (と)い　あなたは今後 (こんご)「成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)」を利用 (りよう)したいと思 (おも)いますか。
【利用 (りよう)意向 (いこう)】回 (かい)答 (とう)数 (すう)１，１０７
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)の認知 (にんち)状況 (じょうきょう)については，「言葉 (ことば)も内容 (ないよう)も知 (し)っている」が
３０．９パーセント，「言葉 (ことば)を知 (し)っているが，内容 (ないよう)は知 (し)らない」が
２７．３パーセント，合計 (ごうけい)で５８．２パーセントとなっています。
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)意向 (いこう)については，「利用 (りよう)したいと思 (おも)う」が
２３．１パーセントとなっています。
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)や発達 (はったつ)障 (しょう)がいの診断 (しんだん)を受 (う)けている人 (ひと)の３割 (わり)以上 (いじょう)が
「利用 (りよう)したいと思 (おも)う」と回答 (かいとう)しています。

問 (と)い　あなたは，現在 (げんざい)，働 (はたら)いて収入 (しゅうにゅう)を得 (え)ていますか。
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
就労 (しゅうろう)状況 (じょうきょう)については，現在 (げんざい)就労 (しゅうろう)している人 (ひと)のうち
「正社員 (せいしゃいん)として働 (はたら)いている」が１４．５パーセント，
「パート・アルバイト等 (とう)や派遣 (はけん)社員 (しゃいん)として働 (はたら)いている」が１３．３パーセント，
「通所 (つうしょ)施設 (しせつ)に通 (かよ)って賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）をもらっている」が１２．７パーセント，
「自宅 (じたく)で働 (はたら)いている」が４．０パーセント，
合計 (ごうけい)で「働 (はたら)いている」人 (ひと)は４４．５パーセントとなっています。
一方 (いっぽう)，４９．１パーセントは「働 (はたら)いていない（またはできない）」と回答 (かいとう)しています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「正社員 (せいしゃいん)として働 (はたら)いている」，
知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「通所 (つうしょ)施設 (しせつ)に通 (かよ)って賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）をもらっている」の割合 (わりあい)が
高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたは今後 (こんご)，一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)
（一般 (いっぱん)企業 (きぎょう)などで働 (はたら)く）をしたいと思 (おも)いますか。
回答 (かいとう)数 (すう)１４１
福祉 (ふくし)施設 (しせつ)・作業 (さぎょう)所 (しょ)等 (とう)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への希望 (きぼう)については，
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)をしたいと「思 (おも)う」が１７．７パーセント，
「思 (おも)わない」が５６．７パーセントとなっており，通所 (つうしょ)施設 (しせつ)に通 (かよ)っている人 (ひと)の約 (やく)６割 (わり)は，
一般 (いっぱん)ではなく現状 (げんじょう)のままの形態 (けいたい)を望 (のぞ)んでいます。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体障 (しんたいしょう)がい者 (しゃ)で３．８パーセント，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で１０．５パーセント，
精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)で４１．０パーセントが「思 (おも)う」と回答 (かいとう)しています。

問 (と)い　あなたが仕事 (しごと)をする上 (うえ)で，困 (こま)ったことがありますか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)４９２
仕事 (しごと)をする上 (うえ)で困 (こま)ったことについては，
「職場 (しょくば)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)がむずかしい」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）が少 (すく)ない」となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「職場 (しょくば)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)がむずかしい」
「賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）が少 (すく)ない」「困 (こま)ったことを相談 (そうだん)できる相手 (あいて)がいない」
「自分 (じぶん)の体力 (たいりょく)や能力 (のうりょく)に合 (あ)った内容 (ないよう)の求人 (きゅうじん)や仕事 (しごと)がない」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいを大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。

問 (と)い　あなたは，今後 (こんご)，働 (はたら)いて収入 (しゅうにゅう)を得 (え)たいと思 (おも)いますか。
回答 (かいとう)数 (すう)５４４
働 (はたら)いていない（またはできない）人 (ひと)の今後 (こんご)の就労 (しゅうろう)意向 (いこう)については，
「パート・アルバイト等 (とう)や派遣 (はけん)社員 (しゃいん)として働 (はたら)きたい」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「正社員 (せいしゃいん)として働 (はたら)きたい」「自宅 (じたく)で働 (はたら)きたい」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「通所 (つうしょ)施設 (しせつ)に通 (かよ)って賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）をもらいたい」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「正社員 (せいしゃいん)として働 (はたら)きたい」「自宅 (じたく)で働 (はたら)きたい」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　障 (しょう)がいがあっても働 (はたら)きたい，働 (はたら)きやすいと思 (おも)うためには，
どのようなことが必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回答 (かいとう)）
回答 (かいとう)数 (すう)１，１０７
働 (はたら)きやすいと思 (おも)うために必要 (ひつよう)なこととしては，
「短 (たん)時間 (じかん)勤務 (きんむ)など柔軟 (じゅうなん)な働 (はたら)き方 (かた)ができること」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「通勤 (つうきん)手段 (しゅだん)が確保 (かくほ)されていること」「働 (はたら)きながら通院 (つういん)できること」の順 (じゅん)と
なっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「職場 (しょくば)にバリアフリーなどの配慮 (はいりょ)があること」，
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「職場 (しょくば)に介助 (かいじょ)などの支援 (しえん)をしてくれる人 (ひと)がいること」
「障 (しょう)がいのある仲間 (なかま)と一緒 (いっしょ)に働 (はたら)けること」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「短 (たん)時間 (じかん)勤務 (きんむ)など柔軟 (じゅうなん)な働 (はたら)き方 (かた)ができること」
「働 (はたら)きながら通院 (つういん)できること」「就労 (しゅうろう)に向 (む)けた相談 (そうだん)の場 (ば)が充実 (じゅうじつ)していること」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいを大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。

問 (と)い　障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)する，
地域 (ちいき)の人 (ひと)の理解 (りかい)は進 (すす)んできたと思 (おも)いますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)１，１０７
地域 (ちいき)の人 (ひと)の理解 (りかい)について「進 (すす)んできた」は合計 (ごうけい)で２５．７パーセント，
「進 (すす)んでいない」は合計 (ごうけい)で６３．０パーセントとなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「進 (すす)んでいない（変 (か)わらない）」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。


問 (と)い　あなたとご近所 (きんじょ)の人 (ひと)との関係 (かんけい)は，次 (つぎ)のどれに最 (もっと)も近 (ちか)いですか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)１，１０７
近所 (きんじょ)の人 (ひと)との付 (つ)き合 (あ)い程度 (ていど)については，
「困 (こま)ったときに助 (たす)け合 (あ)う人 (ひと)やお互 (たが)いに訪問 (ほうもん)し合 (あ)う親 (した)しい人 (ひと)がいる」が
１０．３パーセント，「あいさつや立 (た)ち話 (ばなし)をする程度 (ていど)の人 (ひと)がいる」が
４１．７パーセント，「ほとんど近所 (きんじょ)付 (づ)き合 (あ)いはない」が
４１．６パーセントとなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)の５２．７パーセント，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)の５３．４パーセントが
「ほとんど近所 (きんじょ)付 (づ)き合 (あ)いはない」と回 (かい)答 (とう)しています。

問 (と)い　あなたは，現在 (げんざい)，地域 (ちいき)の行事 (ぎょうじ)や活動 (かつどう)などに参加 (さんか)していますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
【参加 (さんか)状況 (じょうきょう)】回 (かい)答 (とう)数 (すう)１１０７
問 (と)い　あなたは，今後 (こんご)，地域 (ちいき)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)したいですか。
【参加 (さんか)意向 (いこう)】回 (かい)答 (とう)数 (すう)１１０７
地域 (ちいき)の行事 (ぎょうじ)や活動 (かつどう)などへの参加 (さんか)状況 (じょうきょう)については，
６２．６パーセントが「参加 (さんか)していない」と回 (かい)答 (とう)していますが，
参加 (さんか)している活動 (かつどう)では「自治会 (じちかい)の活動 (かつどう)」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「お祭 (まつ)り・盆踊 (ぼんおど)りなど」となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，「参加 (さんか)していない」の割合 (わりあい)が身体障 (しんたいしょう)がい者 (しゃ)で５８．２パーセント，
知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で６３．１パーセント，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で７５．６パーセントとなっています。
地域 (ちいき)の活動 (かつどう)への参加 (さんか)意向 (いこう)については，
「参加 (さんか)したい」は合計 (ごうけい)で４２．８パーセントとなっています。

問 (と)い　あなたは，障 (しょう)がいのある人 (ひと)にとって
暮 (く)らしやすいまちをつくるためには，
福山市 (ふくやまし)はどのような取組 (とりくみ)に力 (ちから)を入 (い)れるべきだと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)１１０７
市 (し)が力 (ちから)を入 (い)れるべき取組 (とりくみ)については，
「医療 (いりょう)費 (ひ)の助成 (じょせい)や手当 (てあて)の支給 (しきゅう)など経済 (けいざい)的 (てき)な支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)する」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「身近 (みぢか)な場 (ば)所 (しょ)で気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる場 (ば)所 (しょ)を増 (ふ)やす」
「障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)しやすくする」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「障 (しょう)がいがあっても移動 (いどう)しやすい道路 (どうろ)や
交通 (こうつう)機関 (きかん)など利 (り)便 (べん)性 (せい)を向上 (こうじょう)する」「施設 (しせつ)や建物 (たてもの)をバリアフリー化 (か)する」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「医療 (いりょう)費 (ひ)の助成 (じょせい)や手当 (てあて)の支給 (しきゅう)など経済 (けいざい)的 (てき)な支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)する」
「就労 (しゅうろう)のための支援 (しえん)や働 (はたら)く場 (ば)を増 (ふ)やす」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。


（２）障 (しょう)がい児 (じ)（１８歳 (さい)未満 (みまん)）アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)
アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の中 (なか)で，主 (おも)な項目 (こうもく)について記載 (きさい)します。

問 (と)い　現在 (げんざい)，支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けて利用 (りよう)しているサービスをすべてお答 (こた)えください。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
【支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けているサービス】回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
問 (と)い　今後 (こんご)，３年 (ねん)以内 (いない)に利用 (りよう)したいサービスはありますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
【３年 (ねん)以内 (いない)に利用 (りよう)したいサービス】回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
現在 (げんざい)利用 (りよう)しているサービスについては，
「放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)・障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)」「児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい児通所 (じつうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)の有無 (うむ)について，「支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けており，利用 (りよう)している」の割合 (わりあい)が８５．７パーセントとなっています。発達障 (はったつしょう)がいの診断 (しんだん)を受 (う)けている児童 (じどう)についても，８６．４パーセントが「支給 (しきゅう)決定 (けってい)を受 (う)けており，利用 (りよう)している」と回答 (かいとう)しており，支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な児童 (じどう)の大半 (たいはん)が療育 (りょういく)を受 (う)けています。
３年 (ねん)以内 (いない)に利用 (りよう)したいサービスについては「放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「移動 (いどう)支援 (しえん)」「日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「居宅 (きょたく)介護 (かいご)（ホームヘルプ）」，
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「行動 (こうどう)援護 (えんご)」，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)や知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で
「短 (たん)期 (き)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ）」「移動 (いどう)支援 (しえん)」「日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)」，
手帳 (てちょう)非 (ひ)所持 (しょじ)者 (しゃ)で「放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　お子 (こ)さんが利用 (りよう)したことのある障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスに対 (たい)して，
困 (こま)ったことがありましたか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２３２
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスに対 (たい)して困 (こま)ったことについては，
「利用 (りよう)したい日 (ひ)や時間 (じかん)に利用 (りよう)できない」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「サービス内容 (ないよう)についての情報 (じょうほう)が少 (すく)ない」
「子 (こ)どもが利用 (りよう)できるサービスが少 (すく)ない」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「子 (こ)どもが利用 (りよう)できるサービスが少 (すく)ない」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいを大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。
また，医療的 (いりょうてき)ケアが必要 (ひつよう)な子 (こ)どもは診断 (しんだん)を受 (う)けていない子 (こ)どもに比 (くら)べ，
サービスへの困 (こま)りごとが多 (おお)い傾向 (けいこう)にあります。

問 (と)い　お子 (こ)さんが現在 (げんざい)利用 (りよう)している，または利用 (りよう)したことがある
「児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)」や「放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス」について
困 (こま)ったことがありましたか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２２６
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)や放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスに対 (たい)して困 (こま)ったことについては，
「子 (こ)どもの療育 (りょういく)に合 (あ)ったサービスを提供 (ていきょう)している事業 (じぎょう)所 (しょ)についての情報 (じょうほう)が
不足 (ふそく)している」が最 (もっと)も多 (おお)くなっています。障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，
身体障 (しんたいしょう)がい者 (しゃ)で「身近 (みぢか)な事業所 (じぎょうしょ)の定員 (ていいん)がいっぱいでサービスを利用 (りよう)できなかった」，
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「子 (こ)どもの療育 (りょういく)に合 (あ)った
サービスを提供 (ていきょう)している事業 (じぎょう)所 (しょ)についての情報 (じょうほう)が不足 (ふそく)している」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　今後 (こんご)，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)しやすくするためには，
どのようなことが必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)しやすくするために必要 (ひつよう)なこととしては，
「どのようなサービスがあるのか，詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)してほしい」が
最 (もっと)も多 (おお)くなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で
「必要 (ひつよう)なときにすぐに利用 (りよう)できるようにしてほしい」
「身近 (みぢか)な場 (ば)所 (しょ)でサービスが受 (う)けられるようにしてほしい」
「重度 (じゅうど)障 (しょう)がいや医療的 (いりょうてき)ケアが必要 (ひつよう)な子 (こ)どもを受 (う)け入 (い)れる事業 (じぎょう)所 (しょ)を増 (ふ)やしてほしい」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　お子 (こ)さんの介助 (かいじょ)や支援 (しえん)にあたって，
どのような不安 (ふあん)や悩 (なや)みがありますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
介助 (かいじょ)や支援 (しえん)にあたっての不安 (ふあん)や悩 (なや)みについては，
「精神 (せいしん)的 (てき)な負担 (ふたん)が大 (おお)きい」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「余暇 (よか)や休養 (きゅうよう)など自分 (じぶん)の時間 (じかん)が持 (も)てない」
「経済 (けいざい)的 (てき)な負担 (ふたん)が大 (おお)きい」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「経済 (けいざい)的 (てき)な負担 (ふたん)が大 (おお)きい」
「身体 (しんたい)的 (てき)な負担 (ふたん)が大 (おお)きい」「何 (なに)かあったときに介助 (かいじょ)を頼 (たの)める人 (ひと)がいない」
「仕事 (しごと)に出 (で)られない」「一時 (いちじ)的 (てき)に子 (こ)どもを預 (あず)かってくれる場 (ば)がない」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいを大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。

問 (と)い　お子 (こ)さんのことで，相談 (そうだん)したいのは，
どのようなことですか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
相談 (そうだん)したいことについては，「子 (こ)どもが大人 (おとな)になってから（将来 (しょうらい)）のこと」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「就学 (しゅうがく)・進学 (しんがく)・教育 (きょういく)のこと」「利用 (りよう)できる福祉 (ふくし)制度 (せいど)のこと」の順 (じゅん)となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「子 (こ)どもが大人 (おとな)になってから（将来 (しょうらい)）のこと」
「利用 (りよう)できる福祉 (ふくし)制度 (せいど)のこと」，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「仕事 (しごと)・就職 (しゅうしょく)のこと」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　お子 (こ)さんは，基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー)を
利用 (りよう)したことがありますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー）の利用 (りよう)状況 (じょうきょう)については，
「利用 (りよう)したことがある」が１８．１パーセント，「利用 (りよう)したことはないが，
利用 (りよう)に興味 (きょうみ)がある」が５２．１パーセントとなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「利用 (りよう)したことがある」，
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「利用 (りよう)したことはないが，利用 (りよう)に興味 (きょうみ)がある」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　お子 (こ)さんのことで相談 (そうだん)先 (さき)に望 (のぞ)むことは何 (なん)ですか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
相談 (そうだん)先 (さき)に望 (のぞ)むこととしては，
「年齢 (ねんれい)や状況 (じょうきょう)などに応 (おう)じた情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)してくれること」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「障 (しょう)がいの特性 (とくせい)に応 (おう)じて専門 (せんもん)の相談 (そうだん)ができること」となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「自宅 (じたく)や病院 (びょういん)，施設 (しせつ)を訪問 (ほうもん)してくれること」，
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「どのような相談 (そうだん)先 (さき)があるのか，詳 (くわ)しい情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)すること」
「身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる場 (ば)所 (しょ)が増 (ふ)えること」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいを大 (おお)きく上回 (うわまわ)っています。

問 (と)い　発育 (はついく)・発達 (はったつ)上 (じょう)の支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どものために，
どのようなことが必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
発育 (はついく)・発達 (はったつ)上 (じょう)の支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どもに必要 (ひつよう)なこととしては，
「保育 (ほいく)所 (しょ)，学校 (がっこう)，病院 (びょういん)，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)が
連携 (れんけい)して療育 (りょういく)支援 (しえん)をしてくれること」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「通所 (つうしょ)・通学 (つうがく)先 (さき)で障 (しょう)がいの特性 (とくせい)や発達 (はったつ)に
合 (あ)わせた支援 (しえん)をしてくれること」となっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)や精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)で
「発育 (はついく)や発達上 (はったつじょう)の課題 (かだい)を早期 (そうき)に発見 (はっけん)できる体制 (たいせい)を充実 (じゅうじつ)すること」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　障 (しょう)がいのある人 (ひと)や障 (しょう)がいのある子 (こ)どもを育 (そだ)てた親 (おや)が，
自 (みずか)らの体験 (たいけん)に基 (もと)づいて，同 (おな)じ仲間 (なかま)であるほかの障 (しょう)がいのある人 (ひと)や
親 (おや)の悩 (なや)みなどを聞 (き)くという取組 (とりくみ)を「ピアサポート活動 (かつどう)」といいます。
この活動 (かつどう)に参加 (さんか)してみたいと思 (おも)いますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
ピアサポート活動 (かつどう)への参加 (さんか)意向 (いこう)については，
「具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)を聞 (き)いた上 (うえ)で参加 (さんか)を検討 (けんとう)してみたい」が５３．６パーセント，
「悩 (なや)みなどを聞 (き)いてもらう立場 (たちば)で参加 (さんか)してみたい」が７．９パーセント，
「悩 (なや)みなどを聞 (き)く立場 (たちば)で参加 (さんか)してみたい」が６．４パーセント，
合計 (ごうけい)で６７．９パーセントとなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体障 (しんたいしょう)がい者 (しゃ)や知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で
「具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)を聞 (き)いた上 (うえ)で参加 (さんか)を検討 (けんとう)してみたい」，
精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)で「悩 (なや)みなどを聞 (き)く立場 (たちば)で参加 (さんか)してみたい」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　あなたは，ペアレントメンターという言葉 (ことば)を知 (し)っていますか。
【認知 (にんち)状況 (じょうきょう)】回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
問 (と)い　あなたは，今後 (こんご)，ペアレントメンターに相談 (そうだん)してみたいですか。
【相談 (そうだん)意向 (いこう)】回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
ペアレントメンターの認知 (にんち)状況 (じょうきょう)については，
「言葉 (ことば)も内容 (ないよう)も知 (し)っている」が７．２パーセント，
「言葉 (ことば)を知 (し)っているが，内容 (ないよう)は知 (し)らない」が７．９パーセント，
合計 (ごうけい)で１５．１パーセントとなっています。
一方 (いっぽう)，「言葉 (ことば)も内容 (ないよう)も知 (し)らない」は８２．３パーセントとなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「言葉 (ことば)も内容 (ないよう)も知 (し)っている」
の割合 (わりあい)がほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。
ペアレントメンターへの相談 (そうだん)意向 (いこう)については，
「相談 (そうだん)してみたい」が２０．４パーセント，
「どちらともいえない」が６５．７パーセント，
「相談 (そうだん)したくない」が１２．５パーセントとなっています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「相談 (そうだん)してみたい」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。

問 (と)い　障 (しょう)がいのある人 (ひと)にとって暮 (く)らしやすいまちをつくるためには，
福山市 (ふくやまし)はどのような取組 (とりくみ)に力 (ちから)を入 (い)れるべきだと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２６５
市 (し)が力 (ちから)を入 (い)れるべき取組 (とりくみ)については，
「医療 (いりょう)費 (ひ)の助成 (じょせい)や手当 (てあて)の支給 (しきゅう)など経済 (けいざい)的 (てき)な支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)する」が最 (もっと)も多 (おお)く，
ほぼ並 (なら)んで「身近 (みぢか)な場 (ば)所 (しょ)で気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる場 (ば)所 (しょ)を増 (ふ)やす」が続 (つづ)いています。
障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)では，身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)しやすくする」
「医療 (いりょう)・保健 (ほけん)・福祉 (ふくし)に関 (かん)する情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)を充実 (じゅうじつ)する」
「災害 (さいがい)時 (じ)の避難 (ひなん)支援 (しえん)体制 (たいせい)を充実 (じゅうじつ)する」「施設 (しせつ)や建物 (たてもの)をバリアフリー化 (か)する」，
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「医療 (いりょう)費 (ひ)の助成 (じょせい)や手当 (てあて)の支給 (しきゅう)など経済 (けいざい)的 (てき)な支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)する」
「地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)するための住 (す)まいを確保 (かくほ)する」，
精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)で「就労 (しゅうろう)のための支援 (しえん)や働 (はたら)く場 (ば)を増 (ふ)やす」の割合 (わりあい)が
ほかの障 (しょう)がいに比 (くら)べて高 (たか)くなっています。


２　事業 (じぎょう)所 (しょ)アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)
（１）障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)に関 (かん)する事業 (じぎょう)所 (しょ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)
アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の中 (なか)で，主 (おも)な項目 (こうもく)について記載 (きさい)します。

問 (と)い　次 (つぎ)のサービス評価 (ひょうか)それぞれについて，
貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)での実施 (じっし)状況 (じょうきょう)についてお答 (こた)えください。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)２３４
サービスの質 (しつ)に対 (たい)する自己 (じこ)評価 (ひょうか)は，４１．０パーセントが
「現在 (げんざい)実施 (じっし)している」と回 (かい)答 (とう)していますが，
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)において進 (すす)んでいる一方 (いっぽう)，
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業 (じぎょう)所 (しょ)では半数 (はんすう)程度 (ていど)にとどまっています。
利用 (りよう)者 (しゃ)からの評価 (ひょうか)は，「現在 (げんざい)実施 (じっし)している」が２４．４パーセント,
「現在 (げんざい)実施 (じっし)していないが，今後 (こんご)実施 (じっし)する予定 (よてい)である」が
１７．５パーセント,「現在 (げんざい)実施 (じっし)していないが，実施 (じっし)に向 (む)けて検討 (けんとう)している」が
３１．６パーセントとなっており，合計 (ごうけい)で４９．１パーセントが
『今後 (こんご)実施 (じっし)予定 (よてい)・検討 (けんとう)中 (ちゅう)』と回 (かい)答 (とう)しています。
第 (だい)三 (さん)者 (しゃ)による評価 (ひょうか)を「現在 (げんざい)実施 (じっし)している」割合 (わりあい)は
９．８パーセントとなっており,３４．６パーセントが
「実施 (じっし)しない（実施 (じっし)する予定 (よてい)はない）」と回 (かい)答 (とう)しています。

「就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)（Ａ (エー)型 (がた)・Ｂ (ビー)型 (がた)）」
「生活 (せいかつ)介護 (かいご)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「自立 (じりつ)訓練 (くんれん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」の事業 (じぎょう)所 (しょ)におたずねします。
問 (と)い　賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）を増 (ふ)やすためには，
貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)においてどのような取組 (とりくみ)に力 (ちから)を入 (い)れるべきだと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
　回 (かい)答 (とう)数 (すう)１１１
賃金 (ちんぎん)（工賃 (こうちん)）を増 (ふ)やすために力 (ちから)を入 (い)れるべき取組 (とりくみ)については,
「利用 (りよう)者 (しゃ)の意欲 (いよく)と能力 (のうりょく)の向上 (こうじょう)」が最 (もっと)も多 (おお)く,
次 (つ)いで「営業 (えいぎょう)力 (りょく)，販売 (はんばい)力 (りょく)の強化 (きょうか)」「生産 (せいさん)品目 (ひんもく)の見直 (みなお)し，充実 (じゅうじつ)」
「新商品 (しんしょうひん)の開発 (かいはつ)」「施設 (しせつ)外 (がい)就労 (しゅうろう)の開拓 (かいたく)」の順 (じゅん)となっています。

「就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)（Ａ (エー)型 (がた)・Ｂ (ビー)型 (がた)）」
「生活 (せいかつ)介護 (かいご)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「自立 (じりつ)訓練 (くんれん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」の事業 (じぎょう)所 (しょ)におたずねします。
問 (と)い　利用 (りよう)者 (しゃ)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に移行 (いこう)するためには，貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)ではどのような取組 (とりくみ)が
必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１１１
利用 (りよう)者 (しゃ)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に移行 (いこう)するために必要 (ひつよう)な取組 (とりくみ)については，
「本 (ほん)人 (にん)への就労 (しゅうろう)に向 (む)けた生活 (せいかつ)習慣 (しゅうかん)（生活 (せいかつ)リズム）の習得 (しゅうとく)を促進 (そくしん)する」が
最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「本 (ほん)人 (にん)への就労 (しゅうろう)に向 (む)けたコミュニケーション能力 (のうりょく)を強化 (きょうか)する」
「本 (ほん)人 (にん)への一般 (いっぱん)企業 (きぎょう)で働 (はたら)くことの意識 (いしき)を高 (たか)める啓発 (けいはつ)を推進 (すいしん)する」の順 (じゅん)となっています。

「施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」「地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」
「地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)」の事業 (じぎょう)所 (しょ)におたずねします。
問 (と)い　地域 (ちいき)移行 (いこう)する人 (ひと)が，安心 (あんしん)して希望 (きぼう)する暮 (く)らしを送 (おく)るためには，
どのような支援 (しえん)が必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　３４
安心 (あんしん)して地域 (ちいき)移行 (いこう)するために必要 (ひつよう)な支援 (しえん)については，
「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)するにあたって，本 (ほん)人 (にん)及 (およ)び家族 (かぞく)の不安 (ふあん)感 (かん)を解消 (かいしょう)する」が最 (もっと)も多 (おお)く，
次 (つ)いで「必要 (ひつよう)な在宅 (ざいたく)サービスや医療的 (いりょうてき)ケアが適切 (てきせつ)に利用 (りよう)できること」
「日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス（短 (たん)期 (き)入所 (にゅうしょ)を含 (ふく)む）が適切 (てきせつ)に利用 (りよう)できること」
「２４時間 (じかん)支援 (しえん)できる体制 (たいせい)が整 (ととの)っていること」の順 (じゅん)となっています。

（２）障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)に関 (かん)する事業 (じぎょう)所 (しょ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)
アンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の中 (なか)で，主 (おも)な項目 (こうもく)について記載 (きさい)します。

問 (と)い　次 (つぎ)のサービス評価 (ひょうか)それぞれについて，貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)での実施 (じっし)状況 (じょうきょう)について
お答 (こた)えください。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１５６
サービスの質 (しつ)の評価 (ひょうか)に関 (かん)する取組 (とりくみ)について「現在 (げんざい)実施 (じっし)している」割合 (わりあい)は，
サービスの質 (しつ)に対 (たい)する自己 (じこ)評価 (ひょうか)が８０．８パーセント，利用 (りよう)者 (しゃ)からの評価 (ひょうか)が
７８．２パーセントとなっています。
第 (だい)三 (さん)者 (しゃ)による評価 (ひょうか)は「現在 (げんざい)実施 (じっし)している」が１０．３パーセント，「現在 (げんざい)実施 (じっし)していないが，
実施 (じっし)に向 (む)けて検討 (けんとう)している」が４５．５パーセント 「実施 (じっし)しない（実施 (じっし)する予定 (よてい)はない）」
が２５．６パーセントとなっています。

問 (と)い　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，医療的 (いりょうてき)ケアを必要 (ひつよう)とする児 (じ)童 (どう)を受 (う)け入 (い)れていますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１５６
問 (と)い　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，今後 (こんご)，医療的 (いりょうてき)ケアを必要 (ひつよう)とする児 (じ)童 (どう)を受 (う)け入 (い)れる予定 (よてい)がありますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１２６
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)の受 (う)け入 (い)れについては「受 (う)け入 (い)れている」が１４．７パーセント，
「受 (う)け入 (い)れていない」が８０．８パーセントとなっています。「受 (う)け入 (い)れていない」
と回 (かい)答 (とう)した事業 (じぎょう)所 (しょ)のうち「今後 (こんご)受 (う)け入 (い)れる予定 (よてい)がある」が２．４パーセント，
「受 (う)け入 (い)れる予定 (よてい)はない」が７２．２パーセント，「該当 (がいとう)する事業 (じぎょう)がない」が
２５．４パーセントとなっています。

問 (と)い　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，医療的 (いりょうてき)ケアを必要 (ひつよう)とする児 (じ)童 (どう)の受 (う)け入 (い)れにあたって，
どのような問題 (もんだい)点 (てん)や課題 (かだい)がありますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１５６
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)受 (う)け入 (い)れにあたっての問題 (もんだい)点 (てん)については，「医療 (いりょう)設備 (せつび)や施設 (しせつ)等 (とう)の整備 (せいび)」が
最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「看護師 (かんごし)等 (とう)の人員 (じんいん)の不足 (ふそく)」「従事 (じゅうじ)者 (しゃ)の経験 (けいけん)や技術 (ぎじゅつ)力 (りょく)の向上 (こうじょう)」
「緊急時 (きんきゅうじ)の対 (たい)応 (おう)」の順 (じゅん)となっています。

問 (と)　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を受 (う)け入 (い)れていますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１５６
問 (と)　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，今後 (こんご)，重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)を受 (う)け入 (い)れる予定 (よてい)がありますか。
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１２２
重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)の受 (う)け入 (い)れについては，「受 (う)け入 (い)れている」が１７．９パーセント，
「受 (う)け入 (い)れていない」が７８．２パーセントとなっています。「受 (う)け入 (い)れていない」
と回 (かい)答 (とう)した事業 (じぎょう)所 (しょ)のうち「今後 (こんご)受 (う)け入 (い)れる予定 (よてい)がある」が３．３パーセント，
「受 (う)け入 (い)れる予定 (よてい)はない」が６６．４パーセント，「該当 (がいとう)する事業 (じぎょう)がない」が
２７．９パーセントとなっています。

問 (と)い　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)の受 (う)け入 (い)れにあたって，
どのような問題 (もんだい)点 (てん)や課題 (かだい)がありますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１５６
重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)の受 (う)け入 (い)れにあたっての問題 (もんだい)点 (てん)については，
「医療 (いりょう)設備 (せつび)や施設 (しせつ)等 (とう)の整備 (せいび)」が最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「看護師 (かんごし)等 (とう)の人員 (じんいん)の不足 (ふそく)」
「従事 (じゅうじ)者 (しゃ)の経験 (けいけん)や技術 (ぎじゅつ)力 (りょく)の向上 (こうじょう)」「緊急時 (きんきゅうじ)の対 (たい)応 (おう)」の順 (じゅん)となっています。

「放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)」の事業 (じぎょう)所 (しょ)におたずねします。
問 (と)い　貴 (き)事業 (じぎょう)所 (しょ)では，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)の運営 (うんえい)にあたって，
関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)していますか。（複数 (ふくすう)回 (かい)答 (とう)）
回 (かい)答 (とう)数 (すう)　１２６
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)運営 (うんえい)のための関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)については，
「学校 (がっこう)と連携 (れんけい)している」が最 (もっと)も多 (おお)く，次 (つ)いで「医療 (いりょう)機関 (きかん)と連携 (れんけい)している」
「放課後 (ほうかご)等 (とう)児 (じ)童 (どう)健全 (けんぜん)育成 (いくせい)事業 (じぎょう)（放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブ）と連携 (れんけい)している」の順 (じゅん)となっています。

（３）事業 (じぎょう)所 (しょ)からの主 (おも)な意見 (いけん)
１　訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
ヘルパーの減少 (げんしょう)や高齢化 (こうれいか)もあり，ヘルパーの確保 (かくほ)が難 (むずか)しく，利用 (りよう)希望 (きぼう)に十分 (じゅうぶん)に
応 (こた)えられない状況 (じょうきょう)がある。居宅 (きょたく)介護 (かいご)の事業 (じぎょう)は同 (おな)じ時間 (じかん)帯 (たい)に支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な方 (かた)が多 (おお)いため，
ヘルパーの数 (かず)の確保 (かくほ)が必要 (ひつよう)。しかし現状 (げんじょう)慢性 (まんせい)的 (てき)な人材 (じんざい)不足 (ぶそく)の状況 (じょうきょう)がある。

２　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス
利用 (りよう)者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)を進 (すす)めているが，利用 (りよう)者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)を進 (すす)めると
新 (あら)たな利用 (りよう)者 (しゃ)を確保 (かくほ)することが難 (むずか)しく，運営 (うんえい)が困難 (こんなん)になる。
事業 (じぎょう)所 (しょ)の説明 (せつめい)をする機会 (きかい)がなく，利用 (りよう)者 (しゃ)確保 (かくほ)に時間 (じかん)がかかり，事業 (じぎょう)所 (しょ)運営 (うんえい)が厳 (きび)しい状態 (じょうたい)が
続 (つづ)いている。支援 (しえん)学校 (がっこう)からの体験 (たいけん)を受 (う)ける機会 (きかい)が少 (すく)ない。卒業 (そつぎょう)後 (ご)の進路 (しんろ)先 (さき)として就労 (しゅうろう)
アセスメントをおこなえばＢ (ビー)型 (がた)事業 (じぎょう)所 (しょ)も選択 (せんたく)肢 (し)の一 (ひと)つとなることが理解 (りかい)されていない。
日々 (ひび)の業務 (ぎょうむ)に追 (お)われ，現場 (げんば)職員 (しょくいん)の専門 (せんもん)性 (せい)の向上 (こうじょう)のための勉強会 (べんきょうかい)などの開催 (かいさい)が難 (むずか)しい。
　　
３　居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス
利用 (りよう)者 (しゃ)の高齢化 (こうれいか)が進 (すす)み，障 (しょう)がい支援 (しえん)区分 (くぶん)の重度化 (じゅうどか)も相 (あい)まって，医療的 (いりょうてき)な支援 (しえん)を要 (よう)する方 (かた)もお
られる。看護師 (かんごし)など専門 (せんもん)職員 (しょくいん)配置 (はいち)が望 (のぞ)ましい。
福山市 (ふくやまし)行政 (ぎょうせい)には物価 (ぶっか)高騰 (こうとう)に対 (たい)する応援金 (おうえんきん)の支援 (しえん)があり助 (たす)けて頂 (いただ)いたが，より安定 (あんてい)的 (てき)に
福祉 (ふくし)サービスを提供 (ていきょう)するためにもさらなる行政 (ぎょうせい)の支援 (しえん)が必要 (ひつよう)であると考 (かんが)える。

４　相談 (そうだん)支援 (しえん)
基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー），近隣 (きんりん)の事業 (じぎょう)所 (しょ)や地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)ブロック会議 (かいぎ)，
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)課 (か)の方 (かた)から懇切 (こんせつ)丁寧 (ていねい)に教 (おし)えていただいたので，経験 (けいけん)を積 (つ)みながらスタッフ一同 (いちどう)
業務 (ぎょうむ)に努 (つと)めている。対象者 (たいしょうしゃ)の家族 (かぞく)が問題 (もんだい)を抱 (かか)えているケースが多 (おお)いと感 (かん)じる。
計画 (けいかく)相談 (そうだん)を希望 (きぼう)される方 (かた)が多 (おお)いが人員 (じんいん)不足 (ぶそく)で新規 (しんき)を受 (う)ける事 (こと)が難 (むずか)しい。希望 (きぼう)される
サービスを提供 (ていきょう)したくても，ヘルパーなどサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)の人員 (じんいん)不足 (ぶそく)で対 (たい)応 (おう)してもらえない。
面談 (めんだん)や急 (きゅう)な対 (たい)応 (おう)などで事務 (じむ)作業 (さぎょう)が追 (お)い付 (つ)かない。モニタリング計画 (けいかく)書 (しょ)作成 (さくせい)以外 (いがい)でも
電話 (でんわ)対 (たい)応 (おう)や事業 (じぎょう)所 (しょ)の見学 (けんがく)，面談 (めんだん)もあり多忙 (たぼう)である。

５　障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
保護 (ほご)者 (しゃ)からの要望 (ようぼう)や家庭 (かてい)（勤労 (きんろう)）状況 (じょうきょう)を踏 (ふ)まえ，長 (ちょう)時間 (じかん)の受 (うけ)入 (い)れ体制 (たいせい)
（８～１８ 時 (じ)半 (はん)）をとってきているが，職員 (しょくいん)の長 (ちょう)時間 (じかん)労働 (ろうどう)に繋 (つな)がっている。
他 (た)事業 (じぎょう)所 (しょ)では終了 (しゅうりょう)時間 (じかん)が１６ 時 (じ)と早 (はや)いために保護 (ほご)者 (しゃ)が勤労 (きんろう)できない状況 (じょうきょう)にある。
保護 (ほご)者 (しゃ)からは受 (う)け入 (い)れ時間 (じかん)の長 (なが)さや週 (しゅう)末 (まつ)祝日 (しゅくじつ)の開所 (かいしょ)について受 (うけ)入 (い)れ体制 (たいせい)を
変 (か)えないで欲 (ほ)しいとの要望 (ようぼう)が強 (つよ)い。
家庭 (かてい)での虐待 (ぎゃくたい)についてネウボラや児相 (じそう)との連携 (れんけい)は欠 (か)かせない。
職員 (しょくいん)がなかなか定着 (ていちゃく)しなくて困 (こま)っている。（結婚 (けっこん)，出産 (しゅっさん)，転勤 (てんきん)，仕事 (しごと)量 (りょう)の多 (おお)さなど）
そのため，教 (おし)える側 (がわ)の負担 (ふたん)も大 (おお)きくなっている。

６　障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
学校 (がっこう)の場合 (ばあい)，担任 (たんにん)の変更 (へんこう)により今 (いま)までの対 (たい)応 (おう)が途切 (とぎ)れてしまうこともあり
コーディネーターを含 (ふく)め継続 (けいぞく)的 (てき)な対 (たい)応 (おう)が出来 (でき)る体制 (たいせい)が必要 (ひつよう)と思 (おも)われる。
障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)のアドバイザーや研修 (けんしゅう)フォローアップなどが必要 (ひつよう)に思 (おも)う。
他 (ほか)，学校 (がっこう)と医療 (いりょう)連携 (れんけい)は難 (むずか)しさを感 (かん)じており，モニタリングにおいても
サービス事業 (じぎょう)所 (しょ)との連携 (れんけい)が主 (おも)になっている。

７　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の報酬 (ほうしゅう)の引 (ひ)き上 (あ)げ及 (およ)び，利用 (りよう)者 (しゃ)の介護 (かいご)従事 (じゅうじ)者 (しゃ)に対 (たい)する意識 (いしき)の改善 (かいぜん)と
改革 (かいかく)の推進 (すいしん)を期待 (きたい)する。

８　その他 (た)意見 (いけん)
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の整備 (せいび)を主導的 (しゅどうてき)に積極 (せっきょく)的 (てき)に進 (すす)めていってほしいと考 (かんが)える。
性 (せい)的 (てき)マイノリティの方 (かた)が在籍 (ざいせき)していないので現在 (げんざい)事業 (じぎょう)所 (しょ)としてまだ対 (たい)応 (おう)できていないが，
今後 (こんご)は職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)の中 (なか)に取 (と)り入 (い)れて啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)を行 (おこな)っていきたいと思 (おも)っている。

３　福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)からの主 (おも)な意見 (いけん)
（１）施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)
日中 (にっちゅう)サービス支援 (しえん)型 (がた)グループホームが増 (ふ)えなければ，施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)は
現実 (げんじつ)的 (てき)に難 (むずか)しい｡整備 (せいび)状況 (じょうきょう)(事業 (じぎょう)所 (しょ)数 (すう))とあわせて示 (しめ)してほしい。
施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)について，移行 (いこう)を加速 (かそく)するためには，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)
に対 (たい)する誤解 (ごかい)や不安 (ふあん)を解消 (かいしょう)する為 (ため)の教育 (きょういく)や啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)が必要 (ひつよう)。

（２）地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)が有 (ゆう)する機能 (きのう)の充実 (じゅうじつ)
何 (なに)が緊急時 (きんきゅうじ)で拠点 (きょてん)対 (たい)応 (おう)なのかも不明瞭 (ふめいりょう)であったため，障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)で精査 (せいさ)，
検討 (けんとう)し周知 (しゅうち)することが必要 (ひつよう)と思 (おも)う。

（３）福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)等 (とう)
福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から就職 (しゅうしょく)して６か月 (げつ)以上 (いじょう)後 (あと)，どのような経緯 (けいい)で就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)になったのかを知 (し)りたい。

（４）障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)等 (とう)
保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)について受 (う)け入 (い)れ先 (さき)の理解 (りかい)や，実施 (じっし)している事業 (じぎょう)所 (しょ)において年齢 (ねんれい)に
対 (たい)する対 (たい)応 (おう)ができる人員 (じんいん)の確保 (かくほ)が難 (むずか)しい現状 (げんじょう)がある。ライフステージごとに，発達 (はったつ)に
課題 (かだい)がみられる幼 (よう)児 (じ)児 (じ)童 (どう)生徒 (せいと)に対 (たい)してきめ細 (こま)やかな連携 (れんけい)と支援 (しえん)が必要 (ひつよう)。
２０２２年 (ねん)の国連 (こくれん)による勧告 (かんこく)を重 (おも)く受 (う)け止 (と)め，発達 (はったつ)保障 (ほしょう)，早 (そう)期 (き)発見 (はっけん)・早 (そう)期 (き)治療 (ちりょう)，早 (そう)期 (き)発見 (はっけん)・
早 (そう)期 (き)療育 (りょういく)などの制度 (せいど)を改 (あらた)め，地域 (ちいき)でともに生 (い)きる場 (ば)を作 (つく)る施策 (しさく)に転換 (てんかん)すること。

（５）その他 (た)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)等 (とう)
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)を活用 (かつよう)せず，セルフプランでサービス受給 (じゅきゅう)者 (しゃ)証 (しょう)を更新 (こうしん)する方 (かた)は多 (おお)い。
セルフプラン作成 (さくせい)のポイントを押 (お)さえた研修 (けんしゅう)などを実施 (じっし)してほしい。

（６）訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
人材 (じんざい)不足 (ぶそく)で事業 (じぎょう)所 (しょ)がなくなる事 (こと)で，事業 (じぎょう)所 (しょ)を選 (えら)べなくなっている現状 (げんじょう)がある。
医療 (いりょう)的 (てき)ケアの対 (たい)応 (おう)ができる事業 (じぎょう)所 (しょ)が少 (すく)ない（吸痰 (きゅうたん)など）。利用 (りよう)日 (び)が集中 (しゅうちゅう)（土 (ど)日 (にち)や夕方 (ゆうがた)）
しがちなため利用 (りよう)を実際 (じっさい)に行 (おこな)うことが難 (むずか)しい。事業 (じぎょう)所 (しょ)は多 (おお)いがどこもヘルパー不足 (ぶそく)で
受 (う)け入 (い)れ困難 (こんなん)ケースが多 (おお)い。

（７）日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業 (じぎょう)所 (しょ)において，障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)及 (およ)び身体 (しんたい)拘束 (こうそく)等 (とう)の適正 (てきせい)化 (か)のための
体制 (たいせい)整備 (せいび)ができているか，委員会 (いいんかい)が適正 (てきせい)に運営 (うんえい)されているかなどチェック機能 (きのう)を強化 (きょうか)して
ほしい。研修 (けんしゅう)会 (かい)などの充実 (じゅうじつ)についても引 (ひ)き続 (つづ)きお願 (ねが)いしたい。

（８）居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス
将来 (しょうらい)の親 (おや)亡 (な)き後 (あと)のことを考 (かんが)えられ，グループホームの利用 (りよう)を考 (かんが)える保護 (ほご)者 (しゃ)や卒業 (そつぎょう)と
同 (どう)時 (じ)に利用 (りよう)したいと思 (おも)われる保護 (ほご)者 (しゃ)もいるが，空 (あ)きがない状況 (じょうきょう)から実現 (じつげん)できないことが多 (おお)い。

（９）相談 (そうだん)支援 (しえん)
相談 (そうだん)員 (いん)や相談 (そうだん)事業 (じぎょう)の設置 (せっち)や育成 (いくせい)を積極 (せっきょく)的 (てき)に保護 (ほご)し，計画 (けいかく)相談 (そうだん)できる人員 (じんいん)を増 (ふ)やして
いくという計画 (けいかく)を入 (い)れてほしい。
「地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)」は手間 (てま)や時間 (じかん)がかかる為 (ため)，直接 (ちょくせつ)グループホームの管理 (かんり)者 (しゃ)と連携 (れんけい)を取 (と)る
などし，退院 (たいいん)支援 (しえん)を進 (すす)めるケースも多 (おお)い。その為 (ため)，「精神 (せいしん)科 (か)病院 (びょういん)に長期 (ちょうき)入院 (にゅういん)している」と
いう点 (てん)で地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)の利用 (りよう)対象 (たいしょう)であるが，実際 (じっさい)には利用 (りよう)しない方 (かた)も多 (おお)い。

（１０）障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業 (じぎょう)所 (しょ)が増 (ふ)えすぎている。実際 (じっさい)に利用 (りよう)が必要 (ひつよう)でない家庭 (かてい)が週 (しゅう)６回 (かい)
利用 (りよう)されているケースも多々 (たた)みられる。安易 (あんい)に事業 (じぎょう)所 (しょ)を増 (ふ)やさず，本当 (ほんとう)にその家庭 (かてい)は
利用 (りよう)が必要 (ひつよう)かの判断 (はんだん)が必要 (ひつよう)ではないか。
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)や重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)児 (じ)の受 (う)入 (い)れ先 (さき)が拡充 (かくじゅう)されると良 (よ)いと考 (かんが)える。

（１１）障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
成人 (せいじん)期 (き)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)に比 (くら)べ少 (すく)ない。事業 (じぎょう)所 (しょ)も増 (ふ)え児 (じ)童 (どう)期 (き)より福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)を
希望 (きぼう)される方 (かた)は多 (おお)く，セルフプランをお願 (ねが)いする事 (こと)も多 (おお)いが，相談 (そうだん)支援 (しえん)ができるところ
自体 (じたい)足 (た)りていない為 (ため)，増 (ふ)やしてほしい。

（１２）障 (しょう)がい児 (じ)の子 (こ)ども・子育 (こそだ)て支援 (しえん)等 (とう)
放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブ数 (すう)はさほど増 (ふ)えていない。機能 (きのう)の違 (ちが)いはあるにせよ，インクルージョン
の視点 (してん)でいけば，障 (しょう)がいの有無 (うむ)に関 (かか)わらず，支援 (しえん)してほしい。
無理 (むり)に放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスを利用 (りよう)しなくても，放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブにおいても，
障 (しょう)がい児 (じ)に対 (たい)応 (おう)できる人材 (じんざい)の育成 (いくせい)や配置 (はいち)など工夫 (くふう)があればいい。

４　関係 (かんけい)団体 (だんたい)からの主 (おも)な意見 (いけん)
（１）訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
入院 (にゅういん)時 (じ)の支援 (しえん)等 (とう)について，積極 (せっきょく)的 (てき)にサービス提供 (ていきょう)してほしい。
同行 (どうこう)援護 (えんご)の従業 (じゅうぎょう)者 (しゃ)を増 (ふ)やす努力 (どりょく)，働 (はたら)き掛 (か)けをしてほしい。
ヘルパーの現状 (げんじょう)の待遇 (たいぐう)についてもしっかりと認識 (にんしき)して，施策 (しさく)を検討 (けんとう)してほしい。

（２）日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス
新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)で，特 (とく)に短 (たん)期 (き)入所 (にゅうしょ)が利用 (りよう)できなかったことは，
家族 (かぞく)に過重 (かじゅう)な負担 (ふたん)と生活 (せいかつ)への負担 (ふたん)をもたらしたので，これを教訓 (きょうくん)として，
短 (たん)期 (き)入所 (にゅうしょ)の見込 (みこみ)量 (りょう)を設定 (せってい)してほしい。
団体 (だんたい)で実施 (じっし)したアンケートでも短 (たん)期 (き)入所 (にゅうしょ)について，「希望 (きぼう)しても入 (はい)れない」という
意見 (いけん)が多 (おお)かった。
営利 (えいり)企業 (きぎょう)が運営 (うんえい)している就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)や就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)について，
実態 (じったい)把握 (はあく)を進 (すす)めてほしい。
障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)（就労 (しゅうろう)支援 (しえん)部会 (ぶかい)）で協議 (きょうぎ)・作成 (さくせい)している就労 (しゅうろう)アセスメントを
広 (ひろ)げる取組 (とりくみ)を進 (すす)めてほしい。
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ (エー)型 (がた)事業 (じぎょう)所 (しょ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)したときは，その事業 (じぎょう)所 (しょ)が６か月間 (げつかん)
バックアップすることになっているが，十分 (じゅうぶん)でない。

（３）居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス
施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)の人 (ひと)が地域 (ちいき)に出 (で)られるという前提 (ぜんてい)で行 (おこな)っていると思 (おも)われるが，
実際 (じっさい)には居宅 (きょたく)，地域 (ちいき)で住 (す)んでいる人 (ひと)が親 (おや)から独立 (どくりつ)するために入居 (にゅうきょ)することが多 (おお)い。
グループホームの空 (あ)き情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)してほしい。
この先 (さき)グループホームだけで全 (すべ)ての障 (しょう)がい者 (しゃ)が親 (おや)なき後 (あと)も，安心 (あんしん)，安全 (あんせん)に暮 (く)らして
いけるのか，親 (おや)は安心 (あんしん)して託 (たく)せるのか現実 (げんじつ)をしっかり見 (み)て知 (し)ってほしい。
　
（４）相談 (そうだん)支援 (しえん)
実際 (じっさい)にやっている者 (もの)としては，相談 (そうだん)員 (いん)を増 (ふ)やせないのが実情 (じつじょう)なので，計画 (けいかく)値 (ち)が上 (あ)がれば
よいなと思 (おも)う一方 (いっぽう)で，相談 (そうだん)員 (いん)をあてがえない現場 (げんば)のもどかしさを感 (かん)じている。
入院 (にゅういん)患者 (かんじゃ)の中 (なか)には，地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)につなぐべき人 (ひと)がいると思 (おも)うので，実態 (じったい)把握 (はあく)してほしい。
地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)の利用 (りよう)が伸 (の)びていないことについて分析 (ぶんせき)が必要 (ひつよう)。
　　
（５）障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスが円滑 (えんかつ)に利用 (りよう)できるよう，放課後 (ほうかご)児 (じ)童 (どう)クラブとの連携 (れんけい)体制 (たいせい)を強化 (きょうか)して
ほしい。
現状 (げんじょう)は保護 (ほご)者 (しゃ)からの申 (もう)し入 (い)れがないと，児 (じ)童 (どう)が福祉 (ふくし)につながることは難 (むずか)しい。
児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)も新規 (しんき)事業 (じぎょう)所 (しょ)が開設 (かいせつ)されているが，果 (は)たして福祉 (ふくし)計画 (けいかく)とマッチしているのか疑問 (ぎもん)に思 (おも)っている。
インクルーシブな社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けて，障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)については，保育 (ほいく)所 (しょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)は
大 (おお)きな役割 (やくわり)を持 (も)つ。
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスを利用 (りよう)している子 (こ)どもたちの自立 (じりつ)を目指 (めざ)すためにも，学校 (がっこう)や
保護 (ほご)者 (しゃ)と連携 (れんけい)し利用 (りよう)基 (き)準 (じゅん)について精査 (せいさ)できる専門 (せんもん)性 (せい)が必要 (ひつよう)。

（６）障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
幼 (よう)児 (じ)期 (き)はセルフプランが主 (おも)になっている。その子 (こ)どもの特性 (とくせい)やペース，気 (き)持 (も)ちに寄 (よ)り添 (そ)った
療育 (りょういく)支援 (しえん)ができるよう，セルフプランではなく相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)が関 (かん)わることが必要 (ひつよう)。

（７）地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)の周知 (しゅうち)が進 (すす)んでいない。利用 (りよう)を促進 (そくしん)しないといけない。
ニーズに応 (おう)じて日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)の品目 (ひんもく)の見直 (みなお)しをしてほしい。
いろいろな場 (ば)所 (しょ)で手話 (しゅわ)が普及 (ふきゅう)すればよい。

（８）その他 (た)意見 (いけん)
緊急時 (きんきゅうじ)の対 (たい)応 (おう)について，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の機能 (きのう)強化 (きょうか)・充実 (じゅうじつ)が必要 (ひつよう)。
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)に係 (かか)る取組 (とりくみ)を進 (すす)めることが必要 (ひつよう)。
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がいや発達 (はったつ)障 (しょう)がいについて，一般 (いっぱん)の人 (ひと)にも分 (わ)かりやすいよう情報 (じょうほう)発信 (はっしん)してほしい。
縦 (たて)割 (わり)り行政 (ぎょうせい)ではなく，教育 (きょういく)と福祉 (ふくし)がダイレクトに連携 (れんけい)できる体制 (たいせい)が望 (のぞ)ましい。
お互 (たが)いに助 (たす)け合 (あ)っていく精神 (せいしん)をもっと市民 (しみん)に浸透 (しんとう)させてほしい。


【２】策定 (さくてい)経過 (けいか)
２０２３年 (ねん)（令和 (れいわ)５年 (ねん)）６月 (がつ)１日 (ついたち)から２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）１月 (がつ)５日 (にち)まで
６月 (がつ)１日 (ついたち)　福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福祉審 (ふくししん)議会 (ぎかい)（諮問 (しもん)）
７月 (がつ)２４日 (にち)から７月 (がつ)２５日 (にち)まで　障 (しょう)がい者 (しゃ)団体 (だんたい)等 (とう)からの意見 (いけん)聴取 (ちょうしゅ)１
７月 (がつ)３１日 (にち)から８月 (がつ)１４日 (にち)まで　市民 (しみん)アンケート
８月 (がつ)１８日 (にち)　障 (しょう)がい者 (しゃ)団体 (だんたい)等 (とう)からの意見 (いけん)聴取 (ちょうしゅ)２
８月 (がつ)２１日 (にち)　福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福 (ふく)祉 (し)審 (しん)議 (ぎ)会 (かい)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)　第 (だい)２回 (かい)
８月 (がつ)３１日 (にち)から９月 (がつ)１１日 (にち)まで　事業所 (じぎょうしょ)アンケート
１１月 (がつ)１４日 (にち)　福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福 (ふく)祉 (し)審 (しん)議 (ぎ)会 (かい)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)　第 (だい)３回 (かい)
１２月 (がつ)１日 (ついたち)から２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）１月 (がつ)５日 (にち)まで　パブリックコメント


【３】福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福 (ふく)祉 (し)審議会障 (しんぎかいしょう)がい福祉 (ふくし)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)委員 (いいん)名簿 (めいぼ)　５０音 (おん)順 (じゅん)・敬称 (けいしょう)略 (りゃく)

名前 (なまえ)　秋元 (あきもと)　美穂 (よしえ)
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)精神 (せいしん)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)家族会 (かぞくかい)（バラ会 (かい)）
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　有木 (ありき)　美恵 (よしえ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)薬剤師会 (やくざいしかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　池上 (いけがみ)　文夫 (ふみお)
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)議会 (ぎかい)
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　市議 (しぎ)会議員 (かいぎいん)

名前 (なまえ)　大石 (おおいし)　豪彦 (たかひこ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)医師会 (いしかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　坂井 (さかい)　洋子 (ようこ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福 (ふく)山手 (やまて)をつなぐ育成会 (いくせいかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　田原 (たはら)　美恵子 (みえこ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)連合 (れんごう)民生 (みんせい)・児童 (じどう)委員協 (いいんきょう)議会 (ぎかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　崔 (チェ)　銀 (ウン)珠 (ジュ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山 (ふくやま)平成 (へいせい)大学 (だいがく)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　根本 (ねもと)　敏 (とし)太郎 (たろう)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連合会 (れんごうかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　野島 (のじま)　洋樹 (ひろき)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　府中 (ふちゅう)地区 (ちく)医師会 (いしかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)　
備考 (びこう)　分科 (ぶんか)会長 (かいちょう)

名前 (なまえ)　長谷川 (はせがわ)　貴一 (たかかず)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)施設 (しせつ)連絡協 (れんらくきょう)議会 (ぎかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)従事者 (じゅうじしゃ)　
備考 (びこう)　分科会 (ぶんかかい)副会長 (ふくかいちょう)

名前 (なまえ)　長谷部 (はせべ)　大介 (だいすけ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　連合 (れんごう)広島 (ひろしま)福山 (ふくやま)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　藤田 (ふじた)　博久 (ひろひさ)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　深安 (ふかやす)地区 (ちく)医師会 (いしかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　風呂 (ふろ)川 (かわ)　彰 (あきら)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　福山市 (ふくやまし)歯科 (しか)医師会 (いしかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)

名前 (なまえ)　吉 (よし)久 (ひさ)　宏一 (こういち)　
所属 (しょぞく)団体 (だんたい)　松永 (まつなが)沼隈 (ぬまくま)地区 (ちく)医師会 (いしかい)　
選出 (せんしゅつ)区分 (くぶん)　学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)


【４】福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)
関係 (かんけい)機関 (きかん)が集 (あつ)まり，地域 (ちいき)課題 (かだい)の改善 (かいぜん)に取 (と)り組 (く)むための協議 (きょうぎ)の場 (ば)として
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)を設置 (せっち)しています。
協議会 (きょうぎかい)の役割 (やくわり)は，
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の確認 (かくにん)及 (およ)び検証 (けんしょう)
困難 (こんなん)事例 (じれい)への対 (たい)応 (おう)に関 (かん)する協議 (きょうぎ)
地域 (ちいき)の関係 (かんけい)機関 (きかん)によるネットワークの構築 (こうちく)
地域 (ちいき)課題 (かだい)についての情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)
地域 (ちいき)の社会 (しゃかい)資源 (しげん)の開発 (かいはつ)と活用 (かつよう)
障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)を解消 (かいしょう)するための取組 (とりくみ)に関 (かん)する協議 (きょうぎ)
であり，協議会 (きょうぎかい)には，専門 (せんもん)部会 (ぶかい)（相談 (そうだん)支援 (しえん)部会 (ぶかい)，発達 (はったつ)支援 (しえん)部会 (ぶかい)，就労 (しゅうろう)支援 (しえん)部会 (ぶかい)，
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)部会 (ぶかい)，権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)部会 (ぶかい)），運営 (うんえい)会議 (かいぎ)，ネットワーク会議 (かいぎ)を設 (もう)けています。
専門 (せんもん)部会 (ぶかい)では課題 (かだい)別 (べつ)に具体 (ぐたい)的 (てき)な方策 (ほうさく)等 (とう)の検討 (けんとう)を行 (おこな)い，運営 (うんえい)会議 (かいぎ)では協議会 (きょうぎかい)の総合 (そうごう)調整 (ちょうせい)や
専門 (せんもん)部会 (ぶかい)への指導 (しどう)・助言 (じょげん)等 (とう)を行 (おこな)っています。

相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)において相談 (そうだん)を受 (う)け，課題 (かだい)やニーズを把握 (はあく)し，
福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)へ報告 (ほうこく)し，検討 (けんとう)しています

福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)は
行政 (ぎょうせい)
相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)所 (しょ)
ハローワーク
社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)協議会 (きょうぎかい)
保健 (ほけん)　医療 (いりょう)関係 (かんけい)者 (しゃ)
民生 (みんせい)委員 (いいん)等 (とう)
当事者 (とうじしゃ)団体 (だんたい)
教育 (きょういく)機関 (きかん)
サービス提供 (ていきょう)事業 (じぎょう)所 (しょ)
企業 (きぎょう)経済 (けいざい)団体 (だんたい)
で構成 (こうせい)されています。

福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)は専門 (せんもん)部会 (ぶかい)があり，運営 (うんえい)会議 (かいぎ)，
ネットワーク会議 (かいぎ)を設 (もう)けています。

相談 (そうだん)支援 (しえん)部会 (ぶかい)
相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の課題 (かだい)の共有 (きょうゆう)，整備 (せいび)，連携 (れんけい)強化 (きょうか)など
発達 (はったつ)支援 (しえん)部会 (ぶかい)
幼 (よう)児 (じ)期 (き)・学齢 (がくれい)期 (き)の障 (しょう)がい児 (じ)及 (およ)び発達 (はったつ)障 (しょう)がい者 (しゃ)の理解 (りかい)と対 (たい)応 (おう)，連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)など
就労 (しゅうろう)支援 (しえん)部会 (ぶかい)
障 (しょう)がい者 (しゃ)雇用 (こよう)・就労 (しゅうろう)に向 (む)けた環境 (かんきょう)整備 (せいび)など
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)部会 (ぶかい)
地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)，地域 (ちいき)移行 (いこう)，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)など
権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)部会 (ぶかい)
障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)，成年後見 (せいねんこうけん)等 (とう)の権利 (けんり)擁護 (ようご)関係 (かんけい)の調整 (ちょうせい)など

【５】意見 (いけん)聴取 (ちょうしゅ)を行 (おこな)った障 (しょう)がい者 (しゃ)団体 (だんたい)等 (とう)一覧 (いちらん)　５０音 (おん)順 (じゅん)
ＣＩＬ (シーアイエル)かんなべ　
障害者 (しょうがいしゃ)と暮 (く)らしをつくる会 (かい)
障害者 (しょうがいしゃ)の生活 (せいかつ)と権利 (けんり)を守 (まも)る広島県 (ひろしまけん)東部 (とうぶ)連絡会 (れんらくかい)	
のばらの会 (かい)（大人 (おとな)になってわかった発達 (はったつ)障害者 (しょうがいしゃ)の家族会 (かぞくかい)）
ピープルファーストヒロシマ
広島県 (ひろしまけん)東部 (とうぶ)子 (こ)どもの療育 (りょういく)を守 (まも)る親 (おや)の会 (かい)　
広島 (ひろしま)低肺 (ていはい)友 (とも)の会 (かい)　
福山市 (ふくやまし)障害者 (しょうがいしゃ)（児 (じ)）施設 (しせつ)連絡協 (れんらくきょう)議会 (ぎかい)　
福山市 (ふくやまし)心身 (しんしん)障害児 (しょうがいじ)（者 (しゃ)）父母 (ふぼ)の会 (かい)
福山市 (ふくやまし)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連合会 (れんごうかい)
福山市 (ふくやまし)精神 (せいしん)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)家族会 (かぞくかい)（バラ会 (かい)）
福山市 (ふくやまし)難聴児 (なんちょうじ)親 (おや)の会 (かい)
福山市 (ふくやまし)放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス連絡協 (れんらくきょう)議会 (ぎかい)
福山 (ふくやま)小規模 (しょうきぼ)作業所 (さぎょうしょ)連絡会 (れんらくかい)
福山 (ふくやま)地域 (ちいき)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)連絡協 (れんらくきょう)議会 (ぎかい)
福 (ふく)山 (やま)地区 (ちく)認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)と家族 (かぞく)の会 (かい)
福 (ふく)山手 (やまて)をつなぐ育成会 (いくせいかい)
福山 (ふくやま)脳 (のう)卒中者 (そっちゅうしゃ)友 (とも)の会 (かい)（あゆみの会 (かい)）

【６】用語 (ようご)解説 (かいせつ)
１　障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)に基 (もと)づくサービス等 (とう)
障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)に基 (もと)づくサービスは自立 (じりつ)支援 (しえん)給付 (きゅうふ)と地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)があります。
自立 (じりつ)支援 (しえん)給付 (きゅうふ)は，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス，相談 (そうだん)支援 (しえん)，補 (ほ)装具 (そうぐ)，自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)の
サービスからなります。
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスは，介護 (かいご)給付 (きゅうふ)と訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)からなり，介護 (かいご)給付 (きゅうふ)には，
居宅 (きょたく)介護 (かいご)（ホームヘルプ），重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)，同行 (どうこう)援護 (えんご)，行動 (こうどう)援護 (えんご)，重度 (じゅうど)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)，生活 (せいかつ)介護 (かいご)，療養 (りょうよう)介護 (かいご)，短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ），施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)があります。
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)には，自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（機能 (きのう)訓練 (くんれん)），自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)），自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（宿泊型 (しゅくはくがた)自立 (じりつ)訓練 (くんれん)），
就労 (しゅうろう)選択 (せんたく)支援 (しえん)，就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)，就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ａ型 (エーがた)），就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ｂ型 (ビーがた)），
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)，自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)，共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)（グループホーム）があります。
相談 (そうだん)支援 (しえん)には，計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)，地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)，地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)があります。
計画 (けいかく)の対象外 (たいしょうがい)ですが，自立 (じりつ)支援 (しえん)給付 (きゅうふ)には補 (ほ)装具費 (そうぐひ)の支給 (しきゅう)，自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)として
更生 (こうせい)医療 (いりょう)，育成 (いくせい)医療 (いりょう)，精神 (せいしん)通院 (つういん)医療 (いりょう)があります。
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)は，市町 (しまち)が行 (おこ)なう事業 (じぎょう)と県 (けん)が行 (おこ)なう事業 (じぎょう)に分 (わ)かれ，市町 (しまち)が行 (おこ)なう事業 (じぎょう)は，　さらに必須 (ひっす)事業 (じぎょう)と選択的 (せんたくてき)事業 (じぎょう)に区分 (くぶん)されます。
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)は，相談 (そうだん)支援 (しえん)，コミュニケーション支援 (しえん)，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具費 (ようぐひ)の支給 (しきゅう)，移動 (いどう)支援 (しえん)，
成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)支援 (しえん)，地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター，障 (しょう)がい児 (じ)等 (とう)療育 (りょういく)支援 (しえん)です。
選択的 (せんたくてき)事業 (じぎょう)は，日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)，福祉 (ふくし)ホーム，訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービスなどです。
また，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)のうち専門性 (せんもんせい)の高 (たか)い相談 (そうだん)支援 (しえん)，その他 (た)広域的 (こういきてき)事業 (じぎょう)，人材 (じんざい)育成 (いくせい)などについては広島県 (ひろしまけん)が行 (おこ)ない，市町 (しまち)の事業 (じぎょう)を支援 (しえん)します。
これらの他 (ほか)，児童 (じどう)福祉法 (ふくしほう)に基 (もと)づく障 (しょう)がい児向 (じむ)けのサービスとしては，障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)に
関 (かん)する事業 (じぎょう)である，児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)，放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス，医療型 (いりょうがた)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)，
保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)，障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)，居宅 (きょたく)訪問型 (ほうもんがた)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)があります。

【自立 (じりつ)支援 (しえん)給付 (きゅうふ)】
種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
居宅 (きょたく)介護 (かいご)（ホームヘルプ）
サービスの内容 (ないよう)
ヘルパーが自宅 (じたく)を訪問 (ほうもん)し，介護 (かいご)や援助 (えんじょ)を提供 (ていきょう)するサービスです。
入浴 (にゅうよく)や食事 (しょくじ)，排 (はい)せつの介護 (かいご)など，身体 (しんたい)的 (てき)なサービス提供 (ていきょう)を中心 (ちゅうしん)とした介護 (かいご)を行 (おこな)う
「身体 (しんたい)介護 (かいご)」，料理 (りょうり)や買 (か)い物 (もの)，掃除 (そうじ)など，家事 (かじ)的 (てき)なサービス提供 (ていきょう)を中心 (ちゅうしん)とした
援助 (えんじょ)を行 (おこな)う「家事 (かじ)援助 (えんじょ)」，通院 (つういん)や市役所 (しやくしょ)等 (とう)へ出 (で)かけるときの介助 (かいじょ)を提供 (ていきょう)する
「通院 (つういん)等 (とう)乗降 (じょうこう)介助 (かいじょ)」や「通院 (つういん)等 (とう)介助 (かいじょ)」があります。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)
サービスの内容 (ないよう)
重度 (じゅうど)の肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)の身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)，知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)に，
ヘルパーが身体 (しんたい)介護 (かいご)や家事 (かじ)援助 (えんじょ)，外出 (がいしゅつ)の支援 (しえん)などの総合 (そうごう)的 (てき)な居宅 (きょたく)介護 (かいご)サービスを
提供 (ていきょう)します。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
行動 (こうどう)援護 (えんご)
サービスの内容 (ないよう)
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)や精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)に，行動 (こうどう)するときに必要 (ひつよう)な危険 (きけん)回避 (かいひ)のための援護 (えんご)，
外出 (がいしゅつ)するときの移動 (いどう)中 (ちゅう)の介護 (かいご)などをヘルパーが提供 (ていきょう)します。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
同行 (どうこう)援護 (えんご)
サービスの内容 (ないよう)
視覚 (しかく)障 (しょう)がいにより，移動 (いどう)に著 (いちじる)しい困難 (こんなん)がある障 (しょう)がい者 (しゃ)の外出時 (がいしゅつじ)に
ヘルパーが同行 (どうこう)し，情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)や援護 (えんご)などを行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
重度 (じゅうど)障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
常時 (じょうじ)介護 (かいご)が必要 (ひつよう)な最 (さい)重度 (じゅうど)の障 (しょう)がい者 (しゃ)に，居宅 (きょたく)介護 (かいご)を始 (はじ)め，
日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービスやグループホームなど，複数 (ふくすう)の障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを
包括 (ほうかつ)的 (てき)に提供 (ていきょう)します。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
生活 (せいかつ)介護 (かいご)
サービスの内容 (ないよう)
常時 (じょうじ)介護 (かいご)を必要 (ひつよう)とする障 (しょう)がい者 (しゃ)に，施設 (しせつ)などで入浴 (にゅうよく)，食事 (しょくじ)，排 (はい)せつの
介護 (かいご)のほか，創作 (そうさく)的 (てき)活動 (かつどう)や生産 (せいさん)的 (てき)活動 (かつどう)の機会 (きかい)を提供 (ていきょう)します。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
療養 (りょうよう)介護 (かいご)
サービスの内容 (ないよう)
医療 (いりょう)と常 (じょう)時 (じ)介護 (かいご)を必要 (ひつよう)とする障 (しょう)がい者 (しゃ)に，医療 (いりょう)機関 (きかん)において，
機能 (きのう)訓練 (くんれん)や医療 (いりょう)，療養 (りょうよう)上 (じょう)の管理 (かんり)や看護 (かんご)，医学 (いがく)的 (てき)管理 (かんり)に基 (もと)づく介護 (かいご)などを提供 (ていきょう)します。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
短 (たん)期 (き)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ）
サービスの内容 (ないよう)
自宅 (じたく)において介護 (かいご)が一時 (いちじ)的 (てき)に困難 (こんなん)になった場合 (ばあい)に，短期間 (たんきかん)施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)し，
夜間 (やかん)も含 (ふく)め施設 (しせつ)で入浴 (にゅうよく)や排 (はい)せつ，食事 (しょくじ)の介護 (かいご)などを提供 (ていきょう)します。
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)施設 (しせつ)などにおいて実施 (じっし)する福祉 (ふくし)型 (がた)と，
医療 (いりょう)機関 (きかん)などにおいて実施 (じっし)する医療 (いりょう)型 (がた)の２種類 (しゅるい)があります。

種目 (しゅもく)
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
福祉 (ふくし)施設 (しせつ)などにおいて居住 (きょじゅう)の場 (ば)を提供 (ていきょう)するとともに，
夜間 (やかん)・日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)のない日 (ひ)において日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)上 (じょう)必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（機能 (きのう)訓練 (くんれん)）
サービスの内容 (ないよう)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)が自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)・社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)めるよう，
必要 (ひつよう)な身体 (しんたい)機能 (きのう)向上 (こうじょう)などの訓練 (くんれん)を行 (おこな)います。１年 (ねん)６か月 (げつ)の有 (ゆう)期 (き)限 (げん)での利用 (りよう)となります。

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
サービスの内容 (ないよう)
知 (ち)的 (てき)障 (しょう)がい者 (しゃ)や精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)が自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)，社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)めるよう，
生活 (せいかつ)能力 (のうりょく)向上 (こうじょう)訓練 (くんれん)や一定期間 (いっていきかん)居住 (きょじゅう)の場 (ば)を提供 (ていきょう)し，地域 (ちいき)移行 (いこう)に向 (む)けた関係 (かんけい)機関 (きかん)との
連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)などの支援 (しえん)を行 (おこな)います。２年 (ねん)の有期限 (ゆうきげん)での利用 (りよう)となります。


種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
就労 (しゅうろう)選択 (せんたく)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
就労 (しゅうろう)を希望 (きぼう)する障 (しょう)がいのある人 (ひと)に，希望 (きぼう)する職種 (しょくしゅ)や労働 (ろうどう)条件 (じょうけん)，本人 (ほんにん)の能力 (のうりょく)や適性 (てきせい)，必要 (ひつよう)な合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)などについて整理 (せいり)する機会 (きかい)を提供 (ていきょう)することで，就労先 (しゅうろうさき)や働 (はたら)き方 (かた)をより適切 (てきせつ)に検討 (けんとう)，選択 (せんたく)できるよう支援 (しえん)するサービスです。　２０２５年度 (ねんど)（令和 (れいわ)７年度 (ねんど)）に実施 (じっし)予定 (よてい)

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
就労 (しゅうろう)を希望 (きぼう)する人 (ひと)に，生産 (せいさん)活動 (かつどう)などを通 (つう)じて知識 (ちしき)や能力 (のうりょく)を養成 (ようせい)することで，
適 (てき)性 (せい)にあった就労 (しゅうろう)ができるよう，また職場 (しょくば)への定着 (ていちゃく)ができるよう
必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。
２年 (ねん)の有期限 (ゆうきげん)での利用 (りよう)となります。
（養成 (ようせい)施設 (しせつ)の場合 (ばあい)は，３年 (ねん)又 (また)は５年 (ねん)）

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ａ (エー)型 (がた)）
サービスの内容 (ないよう)
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)が困難 (こんなん)な障 (しょう)がい者 (しゃ)を雇用 (こよう)し，生産 (せいさん)活動 (かつどう)などを通 (つう)じて知識 (ちしき)や能力 (のうりょく)の
向上 (こうじょう)のために必要 (ひつよう)な訓練 (くんれん)を行 (おこな)います。事業 (じぎょう)者 (しゃ)と利用 (りよう)者 (しゃ)は雇用 (こよう)契約 (けいやく)を締結 (ていけつ)し，
労働 (ろうどう)関係 (かんけい)法 (ほう)規 (き)が適用 (てきよう)されます。

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ｂ (ビー)型 (がた)）
サービスの内容 (ないよう)
一般 (いっぱん)企業 (きぎょう)などでの就労 (しゅうろう)が困難 (こんなん)な障 (しょう)がい者 (しゃ)に，働 (はたら)く場 (ば)を提供 (ていきょう)するとともに，
就労 (しゅうろう)に必要 (ひつよう)な知識 (ちしき)や能力 (のうりょく)向上 (こうじょう)のために必要 (ひつよう)な訓練 (くんれん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)した障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)に伴 (ともな)って生 (しょう)じた生活 (せいかつ)面 (めん)での課題 (かだい)について，
企業 (きぎょう)や関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)との連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)い，指導 (しどう)・助言 (じょげん)などの必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
グループホーム（共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)）
サービスの内容 (ないよう)
共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)を営 (いとな)む場 (ば)において，入浴 (にゅうよく)・排 (はい)せつ・食事 (しょくじ)など
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)上 (じょう)必要 (ひつよう)な介護 (かいご)の提供 (ていきょう)や援助 (えんじょ)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)
サービスの種類 (しゅるい)
自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
サービスの内容 (ないよう)
一人 (ひとり)暮 (く)らしに必要 (ひつよう)な理解力 (りかいりょく)や生活力 (せいかつりょく)を補 (おぎな)うため，
定期的 (ていきてき)な居宅 (きょたく)訪問 (ほうもん)や随時 (ずいじ)の対応 (たいおう)により，必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)，
助言 (じょげん)や支援 (しえん)を行 (おこな)い，また，医療 (いりょう)機関 (きかん)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)と連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)に，サービスの利用 (りよう)開始時 (かいしじ)や更新 (こうしん)，
変更 (へんこう)の際 (さい)に利用 (りよう)計画 (けいかく)案 (あん)を作成 (さくせい)するとともに，定期的 (ていきてき)に利用 (りよう)状況 (じょうきょう)を検証 (けんしょう)し，
また，サービス提供 (ていきょう)事業 (じぎょう)者 (しゃ)との連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)施設 (しせつ)や更生 (こうせい)施設 (しせつ)などに入所 (にゅうしょ)又 (また)は精神 (せいしん)科 (か)病院 (びょういん)に
入院 (にゅういん)している障 (しょう)がい者 (しゃ)に，退所 (たいしょ)・退院 (たいいん)後 (ご)の住居 (じゅうきょ)の確保 (かくほ)や地域 (ちいき)生活 (せいかつ)に
移行 (いこう)するための相談 (そうだん)や支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
施設 (しせつ)・病院 (びょういん)からの退所 (たいしょ)・退院 (たいいん)，家族 (かぞく)同居 (どうきょ)から一人 (ひとり)暮 (ぐ)らしに移行 (いこう)した障 (しょう)がい者 (しゃ)に，
障 (しょう)がいの特性 (とくせい)から生 (しょう)じる緊急時 (きんきゅうじ)などの相談 (そうだん)と支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
補装具 (ほそうぐ)
サービスの種類 (しゅるい)
補装具 (ほそうぐ)費 (ひ)の支給 (しきゅう)
サービスの内容 (ないよう)
身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)（児 (じ)）の失 (うしな)われた部位 (ぶい)，障 (しょう)がいのある部位 (ぶい)を補 (おぎな)って
必要 (ひつよう)な身体 (しんたい)機能 (きのう)を獲得 (かくとく)し，あるいは補 (おぎな)うために用 (もち)いられる装具 (そうぐ)（補装具 (ほそうぐ)）の購入 (こうにゅう)，
修理 (しゅうり)及 (およ)び借受 (しゃくう)けに要 (よう)する費用 (ひよう)の一部 (いちぶ)を支給 (しきゅう)します。

種目 (しゅもく)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)
サービスの種類 (しゅるい)
更生 (こうせい)医療 (いりょう)
サービスの内容 (ないよう)
１８歳 (さい)以上 (いじょう)の身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)の所持 (しょじ)者 (しゃ)で，その障 (しょう)がいを除去 (じょきょ)・軽減 (けいげん)する手術 (しゅじゅつ)などの
治療 (ちりょう)により確実 (かくじつ)に効果 (こうか)が期待 (きたい)できる者 (もの)に対 (たい)して，障 (しょう)がいを除去 (じょきょ)・軽減 (けいげん)するための
医療 (いりょう)について医療費 (いりょうひ)の自己 (じこ)負担 (ふたん)額 (がく)を軽減 (けいげん)します。

種目 (しゅもく)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)
サービスの種類 (しゅるい)
育成 (いくせい)医療 (いりょう)
サービスの内容 (ないよう)
１８歳 (さい)未満 (みまん)で，そのまま放置 (ほうち)すると将来 (しょうらい)障 (しょう)がいを残 (のこ)すと認 (みと)められる児童 (じどう)などで，
その障 (しょう)がいを除去 (じょきょ)・軽減 (けいげん)する手術 (しゅじゅつ)などの治療 (ちりょう)により確実 (かくじつ)に効果 (こうか)が期待 (きたい)できる者 (もの)に
対 (たい)して，障 (しょう)がいを除去 (じょきょ)・軽減 (けいげん)するための医療 (いりょう)について，医療費 (いりょうひ)の自己 (じこ)負担 (ふたん)額 (がく)を軽減 (けいげん)します。

種目 (しゅもく)
自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)
サービスの種類 (しゅるい)
精神 (せいしん)通院 (つういん)医療 (いりょう)
サービスの内容 (ないよう)
精神 (せいしん)疾患 (しっかん)を有 (ゆう)する者 (もの)で，通院 (つういん)による精神 (せいしん)医療 (いりょう)を継続 (けいぞく)的 (てき)に要 (よう)する者 (もの)に対 (たい)して，
障 (しょう)がいを軽減 (けいげん)するための医療 (いりょう)について，医療費 (いりょうひ)の自己 (じこ)負担 (ふたん)額 (がく)を軽減 (けいげん)します。


【地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)】
種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
障 (しょう)がい者 (しゃ)などからの相談 (そうだん)に応 (おう)じ，必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)や
助言 (じょげん)その他 (た)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスなどの利用 (りよう)支援 (しえん)などを行 (おこな)うとともに，
権利 (けんり)擁護 (ようご)のために必要 (ひつよう)な援助 (えんじょ)を行 (おこな)うことにより，障 (しょう)がい者 (しゃ)などが自立 (じりつ)した
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことができるよう関係 (かんけい)機関 (きかん)と
連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を図 (はか)りながら支援 (しえん)します。

種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
コミュニケーション支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
聴覚 (ちょうかく)，言語 (げんご)，音声 (おんせい)機能 (きのう)に障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し，
手話 (しゅわ)や要 (よう)約 (やく)筆記 (ひっき)の通訳 (つうやく)者 (しゃ)などを派遣 (はけん)し，コミュニケーションを支援 (しえん)します。

種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)費 (ひ)の支給 (しきゅう)
サービスの内容 (ないよう)
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)上 (じょう)の便宜 (べんぎ)を図 (はか)るための用具 (ようぐ)の購入 (こうにゅう)に要 (よう)する費用 (ひよう)の一部 (いちぶ)を支給 (しきゅう)します。

種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
移動 (いどう)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)上 (じょう)不可欠 (ふかけつ)な外出 (がいしゅつ)や余暇 (よか)活動 (かつどう)などの社会 (しゃかい)参加 (さんか)のための
外出時 (がいしゅつじ)の支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)に当 (あ)たって，申立 (もうしたて)をする家族 (かぞく)などがいない場合 (ばあい)に，
制度 (せいど)利用 (りよう)について支援 (しえん)するとともに，収入 (しゅうにゅう)が無 (な)く利用 (りよう)できない場合 (ばあい)に
申立 (もうしたて)に必要 (ひつよう)な経費 (けいひ)などの全部 (ぜんぶ)又 (また)は一部 (いちぶ)を助成 (じょせい)します。

種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター
サービスの内容 (ないよう)
障 (しょう)がい者 (しゃ)が地域 (ちいき)において自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことができるよう，
相談 (そうだん)や創作 (そうさく)的 (てき)活動 (かつどう)又 (また)は生産 (せいさん)活動 (かつどう)の機会 (きかい)を提供 (ていきょう)し，
社会 (しゃかい)との交流 (こうりゅう)の促進 (そくしん)を図 (はか)るとともに，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
必須 (ひっす)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
障 (しょう)がい児 (じ)等 (とう)療育 (りょういく)支援 (しえん)（訪問 (ほうもん)療育 (りょういく)・外来 (がいらい)療育 (りょういく)・施設 (しせつ)支援 (しえん)一般 (いっぱん)事業 (じぎょう)）
サービスの内容 (ないよう)
在宅 (ざいたく)の重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)，知的 (ちてき)障 (しょう)がい児 (じ)，発達 (はったつ)に課題 (かだい)のある児 (じ)童 (どう)などに
訪問 (ほうもん)・外来 (がいらい)による療育 (りょういく)相談 (そうだん)・指導 (しどう)のほか保育 (ほいく)所 (しょ)などの職員 (しょくいん)に対 (たい)する
療育 (りょういく)技術 (ぎじゅつ)の指導 (しどう)などを行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
選択 (せんたく)的 (てき)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
日中 (にっちゅう)において，一時 (いちじ)的 (てき)に見守 (みまも)りなどが必要 (ひつよう)な障 (しょう)がい者 (しゃ)などに，
見守 (みまも)りや日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の場 (ば)を提供 (ていきょう)します。また，機能 (きのう)訓練 (くんれん)，創作 (そうさく)活動 (かつどう)，
交流 (こうりゅう)機会 (きかい)の提供 (ていきょう)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
選択 (せんたく)的 (てき)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
福祉 (ふくし)ホーム
サービスの内容 (ないよう)
家庭 (かてい)環境 (かんきょう)などの理由 (りゆう)により，住居 (じゅうきょ)を必要 (ひつよう)としている障 (しょう)がい者 (しゃ)に，
低額 (ていがく)な料金 (りょうきん)で，居室 (きょしつ)やその他 (た)の設備 (せつび)を提供 (ていきょう)し，
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)な援助 (えんじょ)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
選択 (せんたく)的 (てき)事業 (じぎょう)
サービスの種類 (しゅるい)
訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス
サービスの内容 (ないよう)
自宅 (じたく)及 (およ)び通所 (つうしょ)する施設 (しせつ)において入浴 (にゅうよく)することが困難 (こんなん)な重度 (じゅうど)の身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)に，
専用 (せんよう)の浴槽 (よくそう)を搭載 (とうさい)した車 (くるま)で自宅 (じたく)を訪問 (ほうもん)し，入浴 (にゅうよく)のサービスを提供 (ていきょう)します。

【障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)】
種目 (しゅもく)
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
療育 (りょういく)が必要 (ひつよう)とされる未就学 (みしゅうがく)の児童 (じどう)に，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)における基本 (きほん)的 (てき)な動作 (どうさ)の
指導 (しどう)や集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)への適応 (てきおう)のための訓練 (くんれん)などを行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス
サービスの内容 (ないよう)
就学 (しゅうがく)している児童 (じどう)に，授業 (じゅぎょう)の終了後 (しゅうりょうご)や学校 (がっこう)の休業日 (きゅうぎょうび)において，
生活 (せいかつ)能力 (のうりょく)向上 (こうじょう)のために必要 (ひつよう)な訓練 (くんれん)，社会 (しゃかい)との交流 (こうりゅう)促進 (そくしん)など，
必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
保育所 (ほいくしょ)，学校 (がっこう)などを訪問 (ほうもん)し，障 (しょう)がい児 (じ)が，障 (しょう)がい児 (じ)以外 (いがい)の児童 (じどう)との集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)において，
適応 (てきおう)するための訓練 (くんれん)や交流 (こうりゅう)の促進 (そくしん)など，専門 (せんもん)的 (てき)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
医療 (いりょう)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
主 (おも)に肢体 (したい)に障 (しょう)がいのある未就学 (みしゅうがく)の児 (じ)童 (どう)に，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)における基本 (きほん)的 (てき)な動作 (どうさ)の
指導 (しどう)や集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)への適応 (てきおう)のための訓練 (くんれん)などを，治療 (ちりょう)と合 (あ)わせて行 (おこな)います。
※２０２４年 (ねん)（令和 (れいわ)６年 (ねん)）４月 (がつ)から児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)に統合 (とうごう)

種目 (しゅもく)
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
居宅 (きょたく)訪問 (ほうもん)型 (がた)児 (じ)童 (どう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
重度 (じゅうど)の障 (しょう)がい等 (とう)の状態 (じょうたい)にある障 (しょう)がい児 (じ)に発達 (はったつ)支援 (しえん)が提供 (ていきょう)できるよう居宅 (きょたく)を訪問 (ほうもん)して，
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)における基本 (きほん)的 (てき)な動作 (どうさ)の指導 (しどう)や知識 (ちしき)技能 (ぎのう)の付与 (ふよ)
及 (およ)び生活 (せいかつ)能力 (のうりょく)向上 (こうじょう)のための必要 (ひつよう)な訓練 (くんれん)を行 (おこな)います。

種目 (しゅもく)
障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの種類 (しゅるい)
障 (しょう)がい児 (じ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
サービスの内容 (ないよう)
障 (しょう)がい児 (じ)通所 (つうしょ)支援 (しえん)を利用 (りよう)する児 (じ)童 (どう)に，サービスの利用 (りよう)開始時 (かいしじ)や更新 (こうしん)，
変更 (へんこう)の際 (さい)に利用 (りよう)計画 (けいかく)案 (あん)を作成 (さくせい)するとともに，
定期的 (ていきてき)に利用 (りよう)状況 (じょうきょう)を検証 (けんしょう)し，
また，サービス提供 (ていきょう)事業 (じぎょう)者 (しゃ)との連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)います。


２　本文中 (ほんぶんちゅう)の用語 (ようご)の説明 (せつめい)
あ行 (ぎょう)
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)と福祉 (ふくし)的 (てき)就労 (しゅうろう)（Ｐ (ピー)．２０，Ｐ (ピー)．４５）
一般 (いっぱん)企業 (きぎょう)や自営 (じえい)などで働 (はたら)く場合 (ばあい)を「一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)」といい，福祉 (ふくし)施設 (しせつ)で支援 (しえん)を受 (う)けながら
訓練 (くんれん)を兼 (か)ねて働 (はたら)く場合 (ばあい)を「福祉 (ふくし)的 (てき)就労 (しゅうろう)」といいます。福祉 (ふくし)的 (てき)就労 (しゅうろう)には，企業 (きぎょう)就職 (しゅうしょく)など
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に向 (む)け訓練 (くんれん)する「就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)」，施設 (しせつ)で継続 (けいぞく)して働 (はたら)き，賃金 (ちんぎん)及 (およ)び工賃 (こうちん)を得 (え)る
「就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ａ (エー)型 (がた)・Ｂ (ビー)型 (がた)）」などがあります。

医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)（Ｐ (ピー)．１）
医療的 (いりょうてき)ケアとは，たんの吸引 (きゅういん)や，鼻 (はな)などから管 (くだ)を通 (とお)して栄養剤 (えいようざい)を流 (なが)し込 (こ)む経管 (けいかん)栄養 (えいよう)など，
医師 (いし)の指示 (しじ)に基 (もと)づき医療的 (いりょうてき)介助 (かいじょ)を行 (おこな)うことです。医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)とは，
日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)を行 (おこな)ううえで医療的 (いりょうてき)ケアが介助 (かいじょ)者 (しゃ)の支援 (しえん)により提供 (ていきょう)されている
１８歳 (さい)までの児童 (じどう)のことです。

医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)コーディネーター（Ｐ (ピー)．４９）
保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，福祉 (ふくし)，子育 (こそだ)て，教育 (きょういく)等 (とう)の必要 (ひつよう)なサービスを総合 (そうごう)的 (てき)に調整 (ちょうせい)し，
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)等 (とう)とその家族 (かぞく)に対 (たい)しサービスを紹介 (しょうかい)するとともに，
関係 (かんけい)機関 (きかん)と医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)等 (とう)とその家族 (かぞく)をつなぐ役割 (やくわり)を担 (にな)っています。

医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)を子育 (こそだ)てする家族 (かぞく)の負担 (ふたん)を軽減 (けいげん)し，
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)の健 (すこ)やかな成長 (せいちょう)を図 (はか)るとともに，その家族 (かぞく)の離職 (りしょく)を防止 (ぼうし)する目的 (もくてき)で
つくられました。障 (しょう)がいや医療的 (いりょうてき)ケアの有無 (うむ)にかかわらず，
安心 (あんしん)して子 (こ)どもを産 (う)み，育 (そだ)てることができる社会 (しゃかい)をめざします。

遠隔 (えんかく)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)（Ｐ (ピー)．５８）
情報 (じょうほう)通信 (つうしん)機器 (きき)を介 (かい)した手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)の一 (ひと)つの形態 (けいたい)です。

屋内 (おくない)信号 (しんごう)装置 (そうち)（Ｐ (ピー)．６０）
来客 (らいきゃく)，電話 (でんわ)，火災 (かさい)，赤 (あか)ちゃんの泣 (な)き声 (ごえ)といった，生活 (せいかつ)に不可欠 (ふかけつ)な情報 (じょうほう)を
フラッシュ光 (こう)・振動 (しんどう)・アラーム音 (おん)に換 (か)えて知 (し)らせるものです。

音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がい（Ｐ (ピー)．１２）
音声 (おんせい)を全 (まった)く発 (はっ)することができない，あるいは発声 (はっせい)しても言葉 (ことば)にならない
「言語 (げんご)機能 (きのう)を喪失 (そうしつ)した状態 (じょうたい)」を音声 (おんせい)・言語 (げんご)機能 (きのう)障 (しょう)がいといい，
そしゃく機能 (きのう)障 (しょう)がいは，嚥下 (えんげ)（えんげ）機能 (きのう)の低下 (ていか)により，食物 (たべもの)等 (とう)を摂取 (せっしゅ)するために，
身体 (しんたい)に管 (くだ)を挿入 (そうにゅう)し流動食 (りゅうどうしょく)を注入 (ちゅうにゅう)して栄養 (えいよう)を補給 (ほきゅう)する「経管 (けいかん)栄養 (えいよう)」
以外 (いがい)に方法 (ほうほう)がない状態 (じょうたい)をいいます。

か行 (ぎょう)

活字 (かつじ)読上 (よみあ)げ装置 (そうち)（Ｐ (ピー)．６０）
視覚 (しかく)障 (しょう)がい者 (しゃ)が印刷 (いんさつ)された活字 (かつじ)情報 (じょうほう)を音声 (おんせい)として読み上げ (よ　あ　)ることができるものです。

基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（クローバー）（Ｐ (ピー)．１）
障 (しょう)がいの種別 (しゅべつ)等 (とう)は問 (と)わず，障 (しょう)がい者 (しゃ)の日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を支援 (しえん)し，
地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して生活 (せいかつ)できるよう総合 (そうごう)相談 (そうだん)や専門 (せんもん)の相談 (そうだん)員 (いん)による
相談 (そうだん)を行 (おこな)っています。

強度 (きょうど)行動 (こうどう)障 (しょう)がい（Ｐ (ピー)．３６）
食 (た)べられない物 (もの)を口 (くち)に入 (い)れたり，危険 (きけん)につながる飛 (と)び出 (だ)しなど
本人 (ほんにん)の健康 (けんこう)を損 (そこ)ねる行動 (こうどう)，他人 (たにん)をたたいたり物 (もの)を壊 (こわ)す，大 (おお)泣 (な)きが何 (なん)時間 (じかん)も続 (つづ)く
など周囲 (しゅうい)の人 (ひと)の暮 (く)らしに影響 (えいきょう)を及 (およ)ぼす行動 (こうどう)が，著 (いちじる)しく高 (たか)い頻度 (ひんど)で起 (お)こるため，
特別 (とくべつ)に配慮 (はいりょ)された支援 (しえん)が必要 (ひつよう)になっている状態 (じょうたい)のことをいいます。

経管 (けいかん)栄養 (えいよう)（Ｐ (ピー)．４３）
病気 (びょうき)などで口 (くち)から食事 (しょくじ)をとることが難 (むずか)しい人 (ひと)や，誤嚥 (ごえん)の危険性 (きけんせい)が高 (たか)い人 (ひと)が
栄養 (えいよう)を補給 (ほきゅう)するために行 (おこな)われる方法 (ほうほう)のひとつです。
チューブやカテーテルを通 (とお)して，胃 (い)や腸 (ちょう)に直接 (ちょくせつ)栄養剤 (えいようざい)を注入 (ちゅうにゅう)します。

権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)センター（Ｐ (ピー)．５７）
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)が利用 (りよう)しやすくなるよう，制度 (せいど)の利用 (りよう)の相談 (そうだん)や
市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)の養成 (ようせい)などを行 (おこな)っています。

高次 (こうじ)脳機能 (のうきのう)障 (しょう)がい（Ｐ (ピー)．５）
病気 (びょうき)や事故 (じこ)などで脳 (のう)が部分的 (ぶぶんてき)に損傷 (そんしょう)したことにより，注 (ちゅう)意力 (いりょく)，記憶力 (きおくりょく)，言語 (げんご)，感情 (かんじょう)のコントロールなどがうまく働 (はたら)かなくなる認知 (にんち)機能 (きのう)の障 (しょう)がいです。外見 (がいけん)からは障 (しょう)がいがあることが分 (わ)かりづらいため，周囲 (しゅうい)から理解 (りかい)されにくい特徴 (とくちょう)があります。

合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)（Ｐ (ピー)．１）
障 (しょう)がいのある人 (ひと)から，社会 (しゃかい)の中 (なか)にあるバリアを取 (と)り除 (のぞ)くために
何 (なん)らかの対応 (たいおう)を必要 (ひつよう)としているとの意思 (いし)が伝 (つた)えられたときに，
負担 (ふたん)が重 (おも)すぎない範囲 (はんい)で対応 (たいおう)することです。

さ行 (ぎょう)
肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)（Ｐ (ピー)．１２）
病気 (びょうき)やけがなどにより，上肢 (じょうし)・下肢 (かし)・体幹 (たいかん)の機能 (きのう)の一部 (いちぶ)，又 (また)は全部 (ぜんぶ)に
障 (しょう)がいがあるために，「立 (た)つ」「座 (すわ)る」「歩 (ある)く」「食事 (しょくじ)」「着替 (きが)え」
「物 (もの)の持 (も)ち運 (はこ)び」「字 (じ)を書 (か)く」など，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の中 (なか)での動作 (どうさ)が
困難 (こんなん)になった状態 (じょうたい)をいいます。

失語症 (しつごしょう)（Ｐ (ピー)．２７）
脳卒中 (のうそっちゅう)や交通 (こうつう)事故 (じこ)などにより脳 (のう)の言語 (げんご)中枢 (ちゅうすう)が損傷 (そんしょう)を受 (う)け，
言葉 (ことば)が不自由 (ふじゆう)となる状態 (じょうたい)のことです。話 (はな)す・聞 (き)く・読 (よ)む・書 (か)くなど
言葉 (ことば)がうまく使 (つか)えず，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)で困難 (こんなん)を感 (かん)じる場 (ば)面 (めん)があります。

児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センター（Ｐ (ピー)．１）
地域 (ちいき)の障 (しょう)がいのある児童 (じどう)を通所 (つうしょ)させて，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)における基本 (きほん)的 (てき)動作 (どうさ)の指導 (しどう)，
自活 (じかつ)に必要 (ひつよう)な知識 (ちしき)や技能 (ぎのう)の付与 (ふよ)又 (また)は集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)への適応 (てきおう)のための訓練 (くんれん)を行 (おこな)う施設 (しせつ)です。

重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)（Ｐ (ピー)．２３）
重度 (じゅうど)の肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)と重度 (じゅうど)の知的 (ちてき)障 (しょう)がいとが重複 (ちょうふく)した状態 (じょうたい)を
重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がいといい，また，その状態 (じょうたい)にあるものを「重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障 (しょう)がい児 (じ)・者 (しゃ)」といいます。

就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)率 (りつ)（Ｐ (ピー)．２２）
就職後 (しゅうしょくご)，一定期間 (いっていきかん)にどれくらいの割合 (わりあい)で継続 (けいぞく)的 (てき)に働 (はたら)くことができているか，
職場 (しょくば)に定着 (ていちゃく)できているかを示 (しめ)す数字 (すうじ)です。

障 (しょう)がい支援 (しえん)区分 (くぶん)（Ｐ (ピー)．１６）
介護 (かいご)給付 (きゅうふ)の必要度 (ひつようど)に応 (おう)じて適切 (てきせつ)なサービスが利用 (りよう)できるよう，
障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)に対 (たい)する介護 (かいご)給付 (きゅうふ)の必要度 (ひつようど)を表 (あらわ)す６段階 (だんかい)の区分 (くぶん)
（区分 (くぶん)１から６：区分 (くぶん)６のほうが必要度 (ひつようど)が高 (たか)い）をいいます。

障害者 (しょうがいしゃ)活躍 (かつやく)推進 (すいしん)プラン（Ｐ (ピー)．２）
障 (しょう)がいのある人 (ひと)がその個性 (こせい)や能力 (のうりょく)を生 (い)かして活躍 (かつやく)できる場 (ば)のより一層 (いっそう)の拡大 (かくだい)をめざし，
文部 (もんぶ)科学省 (かがくしょう)における障 (しょう)がい者 (しゃ)雇用 (こよう)の推進 (すいしん)や学校 (がっこう)教育 (きょういく)，生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)，
文化 (ぶんか)，スポーツの各 (かく)分野 (ぶんや)において進 (すす)められている障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)の中 (なか)で，
より重点 (じゅうてん)的 (てき)に進 (すす)めるべきと考 (かんが)えられる６つの政策 (せいさく)プランを打 (う)ち出 (だ)したものです。

障害者 (しょうがいしゃ)基本 (きほん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
障 (しょう)がい者 (しゃ)の自立 (じりつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)参加 (さんか)の支援 (しえん)等 (とう)のための施策 (しさく)の基本 (きほん)となる事項 (じこう)を
定 (さだ)めることなどにより，障 (しょう)がい者 (しゃ)の自立 (じりつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)参加 (さんか)の支援 (しえん)などの
ための施策 (しさく)を総合 (そうごう)的 (てき)かつ計画 (けいかく)的 (てき)に推進 (すいしん)することを目的 (もくてき)とした法律 (ほうりつ)です。

障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)センター（Ｐ (ピー)．５７）
障 (しょう)がい者 (しゃ)虐待 (ぎゃくたい)の早期 (そうき)発見 (はっけん)，早期対応 (そうきたいおう)をするため，虐待 (ぎゃくたい)の通報 (つうほう)，
届出 (とどけで)の受理 (じゅり)や相談 (そうだん)，助言 (じょげん)などを行 (おこな)っています。

障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)促進 (そくしん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
障 (しょう)がい者 (しゃ)が職業 (しょくぎょう)生活 (せいかつ)において自立 (じりつ)することを促進 (そくしん)するための措置 (そち)を総合的 (そうごうてき)に講 (こう)じ，障 (しょう)がい者 (しゃ)の職業 (しょくぎょう)の安定 (あんてい)を図 (はか)ることを目的 (もくてき)とする法律 (ほうりつ)です。
事業 (じぎょう)主 (ぬし)における障 (しょう)がい者 (しゃ)への差別 (さべつ)の禁止 (きんし)や合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)義務 (ぎむ)，法定 (ほうてい)雇用率 (こようりつ)などについても定 (さだ)めています。

障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)（Ｐ (ピー)．１）
行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)や事業 (じぎょう)者 (しゃ)に対 (たい)して，障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする不当 (ふとう)な差別 (さべつ)的 (てき)取扱 (とりあつか)いの禁止 (きんし)や，
障 (しょう)がい者 (しゃ)から社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)の除去 (じょきょ)を必要 (ひつよう)としている旨 (むね)の意思 (いし)の表明 (ひょうめい)があった場合 (ばあい)の，
合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)について定 (さだ)めた法律 (ほうりつ)です。

障害者 (しょうがいしゃ)情報 (じょうほう)アクセシビリティ・コミュニケーション施策 (しさく)推進 (すいしん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．１）
すべての障 (しょう)がい者 (しゃ)が，あらゆる分野 (ぶんや)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)するためには，
情報 (じょうほう)の十分 (じゅうぶん)な取得 (しゅとく)利用 (りよう)や円滑 (えんかつ)な意思疎通 (いしそつう)が極 (きわ)めて重要 (じゅうよう)であることから，
障 (しょう)がい者 (しゃ)による情報 (じょうほう)の取得 (しゅとく)利用 (りよう)，意思疎通 (いしそつう)に係 (かかわ)る施策 (しさく)を総合 (そうごう)的 (てき)に推進 (すいしん)し，
共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に資 (し)することを目的 (もくてき)とした法律 (ほうりつ)です。

障 (しょう)がい者 (しゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)審査 (しんさ)支払 (しはらい)等 (とう)システム（Ｐ (ピー)．３３）
市町村 (しちょうそん)の委託 (いたく)を受 (う)けた国民 (こくみん)健康 (けんこう)保険 (ほけん)団体 (だんたい)連合会 (れんごうかい)が，
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス提供 (ていきょう)事業 (じぎょう)所 (しょ)等 (とう)の請求 (せいきゅう)受付 (うけつけ)から市町村 (しちょうそん)の支払 (しはら)いまで，
一連 (いちれん)の審査 (しんさ)・支払 (しはら)い事務 (じむ)を行 (おこな)うための事務 (じむ)処理 (しょり)システムのことです。
全国 (ぜんこく)共通 (きょうつう)の審査 (しんさ)支払 (しはら)いシステムを導入 (どうにゅう)することにより，
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス費 (ひ)等 (とう)の請求 (せいきゅう)・審査 (しんさ)・支払 (しはら)い等 (とう)の事務 (じむ)の効率化 (こうりつか)と
平準化 (へいじゅんか)を図 (はか)っています。

障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．１）
地域 (ちいき)社会 (しゃかい)における共生 (きょうせい)の実現 (じつげん)に向 (む)けて，障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスの充実 (じゅうじつ)など，
障 (しょう)がい者 (しゃ)の日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を総合 (そうごう)的 (てき)に支援 (しえん)することを定 (さだ)めた法律 (ほうりつ)です。
 

障 (しょう)がい者 (しゃ)相談 (そうだん)員 (いん)（Ｐ (ピー)．５３）
障 (しょう)がい者 (しゃ)又 (また)はその家族 (かぞく)が，在宅 (ざいたく)の障 (しょう)がい者 (しゃ)の社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)の相談 (そうだん)を受 (う)け，
指導 (しどう)を行 (おこな)うほか，関係 (かんけい)機関 (きかん)との連絡 (れんらく)・調整 (ちょうせい)を行 (おこな)います。

障害者 (しょうがいしゃ)文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)活動 (かつどう)推進 (すいしん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
障 (しょう)がい者 (しゃ)による文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)活動 (かつどう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する施策 (しさく)を総合 (そうごう)的 (てき)かつ計画 (けいかく)的 (てき)に推進 (すいしん)し，
もって文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)活動 (かつどう)を通 (つう)じた障 (しょう)がい者 (しゃ)の個性 (こせい)と能力 (のうりょく)の発揮 (はっき)及 (およ)び社会 (しゃかい)参加 (さんか)の促進 (そくしん)を
図 (はか)ることを目的 (もくてき)とした法律 (ほうりつ)です。

自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（Ｐ (ピー)．１４）
心身 (しんしん)の障 (しょう)がいを除去 (じょきょ)・軽減 (けいげん)するための医療 (いりょう)について，
医療費 (いりょうひ)の自己 (じこ)負担 (ふたん)額 (がく)を軽減 (けいげん)する公費 (こうひ)負担 (ふたん)医療 (いりょう)制度 (せいど)です。

身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)（Ｐ (ピー)．６）
特定 (とくてい)の身体 (しんたい)機能 (きのう)が失 (うしな)われたり，著 (いちじる)しい制約 (せいやく)がある人 (ひと)に対 (たい)し
交付 (こうふ)される手帳 (てちょう)です。
手帳 (てちょう)には，障 (しょう)がいの種別 (しゅべつ)やその程度 (ていど)等 (とう)が表示 (ひょうじ)されています。

ストマ（Ｐ (ピー)．６０）
手術 (しゅじゅつ)によっておなかに新 (あたら)しく作 (つく)られた，便 (べん)や尿 (にょう)の排泄 (はいせつ)の出口 (でぐち)のことをいいます。
人工肛門 (じんこうこうもん)や人工膀胱 (じんこうぼうこう)の種類 (しゅるい)があります。

精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)（Ｐ (ピー)．６）
精神 (せいしん)疾患 (しっかん)がある人 (ひと)のうち，精神 (せいしん)障 (しょう)がいのため日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は
社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)への制約 (せいやく)がある人 (ひと)に対 (たい)して交付 (こうふ)される手帳 (てちょう)です。

成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)（Ｐ (ピー)．２７）
知的 (ちてき)障 (しょう)がい，精神 (せいしん)障 (しょう)がい，認知症 (にんちしょう)などの理由 (りゆう)により物事 (ものごと)を判断 (はんだん)する
能力 (のうりょく)が十分 (じゅうぶん)でない人 (ひと)に代 (か)わって，後見人 (こうけんにん)などがその人 (ひと)の権利 (けんり)や
財産 (ざいさん)を守 (まも)る制度 (せいど)です。

成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)促進 (そくしん)法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)の促進 (そくしん)に関 (かん)する施策 (しさく)を総合 (そうごう)的 (てき)かつ計画 (けいかく)的 (てき)に
推進 (すいしん)することを目的 (もくてき)とする法律 (ほうりつ)です。

セルフプラン（Ｐ (ピー)．４２）
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)を利用 (りよう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)（児 (じ)）本人 (ほんにん)又 (また)は家族 (かぞく)や支援者 (しえんしゃ)が計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)を利用 (りよう)せずに作成 (さくせい)するサービス利用 (りよう)計画 (けいかく)のことです。

相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)（Ｐ (ピー)．３５）
障 (しょう)がいのある人 (ひと)が自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)，社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことができるよう，
障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービスなどの利用 (りよう)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)や地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)・
定着 (ていちゃく)に向 (む)けた支援 (しえん)，住宅入居 (じゅうたくにゅうきょ)等 (とう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)や成年後見 (せいねんこうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)に
関 (かん)する支援 (しえん)など，障 (しょう)がいのある人 (ひと)の全般 (ぜんぱん)的 (てき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)を行 (おこな)います。

総量 (そうりょう)規制 (きせい)（Ｐ (ピー)．４５）
特定 (とくてい)のサービス種別 (しゅべつ)について，計画 (けいかく)に定 (さだ)めるサービスの必要 (ひつよう)な量 (りょう)に達 (たっ)している場合 (ばあい)，
その他 (た)計画 (けいかく)の達成 (たっせい)に支障 (ししょう)を生 (しょう)ずる恐れ (おそれ)があると認 (みと)めるときなどに，
適正 (てきせい)な量 (りょう)を維持 (いじ)し，質 (しつ)の高 (たか)いサービスを利用 (りよう)者 (しゃ)に提供 (ていきょう)するため，
定員増 (ていいんぞう)を伴 (ともな)う事業所 (じぎょうしょ)の指定 (してい)をしないことです。

た行 (ぎょう)
第 (だい)三 (さん)者 (しゃ)による評価 (ひょうか)（Ｐ (ピー)．７９）
サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)を図 (はか)るため，事業 (じぎょう)者 (しゃ)又 (また)は利用 (りよう)者 (しゃ)以外 (いがい)の第三者 (だいさんしゃ)が福祉 (ふくし)サービスの評価 (ひょうか)を行 (おこな)うものです。

たん吸引 (きゅういん)（Ｐ (ピー)．４３）
高齢 (こうれい)や病気 (びょうき)により自力 (じりき)でたんや唾液 (だえき)などの分泌物 (ぶんぴつぶつ)を体外 (たいがい)へ出 (だ)すことが
難 (むずか)しい人 (ひと)に対 (たい)し，口腔内 (こうくうない)・鼻腔内 (びこうない)・気管 (きかん)カニューレ内部 (ないぶ)から
吸引器 (きゅういんき)を使 (つか)ってたんや唾液 (だえき)を吸 (す)い取 (と)る医療 (いりょう)行為 (こうい)です。

地域 (ちいき)移行 (いこう)（Ｐ (ピー)．１）
住 (す)まいを施設 (しせつ)や病院 (びょういん)から単 (たん)に元 (もと)の家庭 (かてい)に戻 (もど)すことではなく，
障 (しょう)がい者 (しゃ)個々人 (ここじん)が市民 (しみん)として，自 (みずか)ら選 (えら)んだ住 (す)まいで安心 (あんしん)して，
自分 (じぶん)らしい暮 (く)らしを実現 (じつげん)することを意味 (いみ)するものです。

地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)（Ｐ (ピー)．１）
障 (しょう)がい者 (しゃ)の重度化 (じゅうどか)・高齢化 (こうれいか)や「親 (おや)亡 (な)き後 (あと)」を見据 (みす)え，居住 (きょじゅう)支援 (しえん)のための機能 (きのう)
（相談 (そうだん)，体験 (たいけん)の機会 (きかい)・場 (ば)，緊急時 (きんきゅうじ)の受入 (うけいれ)・対応 (たいおう)，専門 (せんもん)性 (せい)，地域 (ちいき)の体制 (たいせい)づくり）を，
地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じた創意 (そうい)工夫 (くふう)により整備 (せいび)し，
障 (しょう)がい者 (しゃ)の生活 (せいかつ)を地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で支 (ささ)える仕組 (しく)みです。

地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（Ｐ (ピー)．２４）
障 (しょう)がい者 (しゃ)が，自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)や社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことができるよう，
都道府県 (とどうふけん)及 (およ)び市町村 (しちょうそん)が地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じて実施 (じっし)する事業 (じぎょう)です。

地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステム（Ｐ (ピー)．３２）
もとは，高齢 (こうれい)者 (しゃ)が可能 (かのう)な限 (かぎ)り住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)を継続 (けいぞく)して
営 (いとな)むことができるよう，医療 (いりょう)，介護 (かいご)，介護 (かいご)予防 (よぼう)，住 (す)まい，生活 (せいかつ)支援 (しえん)サービスが
一体 (いったい)的 (てき)に提供 (ていきょう)される仕組 (しく)みのことです。障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)においても，
近年 (きんねん)，精神 (せいしん)障 (しょう)がい者 (しゃ)にも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)を
進 (すす)める方向 (ほうこう)となっています。

聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がい（Ｐ (ピー)．１２）
聴覚 (ちょうかく)障 (しょう)がいは，音 (おと)が聞 (き)こえない，又 (また)は聞 (き)こえにくい状態 (じょうたい)をいいます。
病気 (びょうき)，事故 (じこ)などで生 (しょう)じる場合 (ばあい)や，生 (う)まれつきの場合 (ばあい)，加齢 (かれい)による場合 (ばあい)などがあります。
平衡 (へいこう)機能 (きのう)障 (しょう)がいは，姿勢 (しせい)を調節 (ちょうせつ)する機能 (きのう)の障 (しょう)がいであり，
四肢体幹 (ししたいかん)に異常 (いじょう)がないにもかかわらず起立 (きりつ)や歩行 (ほこう)に何 (なん)らかの異常 (いじょう)を来 (きた)します。

電話 (でんわ)リレー法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)等 (とう)による電話 (でんわ)の利用 (りよう)の円滑化 (えんかつか)を図 (はか)るため，国 (くに)等 (とう)の責務 (せきむ)や電話 (でんわ)リレーサービスの提供 (ていきょう)について定 (さだ)めた法律 (ほうりつ)です。

東部 (とうぶ)地域 (ちいき)障害者 (しょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター（Ｐ (ピー)．３９）
障 (しょう)がい者 (しゃ)の職業 (しょくぎょう)的 (てき)自立 (じりつ)を実現 (じつげん)するため，就労 (しゅうろう)と生活 (せいかつ)についての支援 (しえん)を一体 (いったい)的 (てき)に
行 (おこな)っている施設 (しせつ)です。障 (しょう)がい者 (しゃ)に対 (たい)しては，相談 (そうだん)，基礎 (きそ)訓練 (くんれん)，アフターケア，
情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)を行 (おこな)うとともに職場 (しょくば)開拓 (かいたく)を，また事業 (じぎょう)主 (ぬし)に対 (たい)しては，
雇用 (こよう)や継続 (けいぞく)に向 (む)けたアドバイスを行 (おこな)っています。

読書 (どくしょ)バリアフリー法 (ほう)（Ｐ (ピー)．２）
障 (しょう)がいの有無 (うむ)に関 (かか)わらず，すべての人 (ひと)が読書 (どくしょ)による文字 (もじ)・活字 (かつじ)文化 (ぶんか)の恩恵 (おんけい)を
受 (う)けられるようにするための法律 (ほうりつ)です。

な行 (ぎょう)
内部 (ないぶ)障 (しょう)がい（Ｐ (ピー)．１２）
体 (からだ)の内部 (ないぶ)に障 (しょう)がいがあることをいいます。疲 (つか)れやすかったり，
トイレに不自由 (ふじゆう)したり，タバコの煙 (けむり)で苦 (くる)しくなったりするなど，
外見 (がいけん)からは分 (わ)からないため，周囲 (しゅうい)の人 (ひと)の理解 (りかい)と配慮 (はいりょ)を必要 (ひつよう)とする障 (しょう)がいです。

日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)（Ｐ (ピー)．２８）
障 (しょう)がい者 (しゃ)，障 (しょう)がい児 (じ)又 (また)は難病 (なんびょう)患者 (かんじゃ)等 (とう)の日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)がより
円滑 (えんかつ)に行 (おこな)われるための生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)です。

ネブライザー（Ｐ (ピー)．６０）
液状 (えきじょう)の吸入薬 (きゅうにゅうやく)を霧状 (きりじょう)にして，気管支 (きかんし)や肺 (はい)などに送 (おく)る医療 (いりょう)機器 (きき)のことをいいます。
喘息 (ぜんそく)や気管支炎 (きかんしえん)，肺炎 (はいえん)，副鼻腔炎 (ふくびくうえん)などの治療 (ちりょう)に使 (つか)われるもので，
液体 (えきたい)の吸入 (きゅうにゅう)薬 (やく)を細 (こま)かい霧状 (きりじょう)にして，気管 (きかん)や肺 (はい)，鼻 (はな)の奥 (おく)などに直接 (ちょくせつ)届 (とど)けます。
吸入器 (きゅうにゅうき)ともいいます。

は行 (ぎょう)
発達 (はったつ)障 (しょう)がい（Ｐ (ピー)．５）
自閉 (じへい)スペクトラム症 (しょう)（ＡＳＤ (エーエスディー)），学習 (がくしゅう)障 (しょう)がい（ＬＤ (エルディー)），
注意 (ちゅうい)欠陥 (けっかん)多動性 (たどうせい)障 (しょう)がい（ＡＤＨＤ (エーディーエイチディー)），その他 (た)これに類 (るい)する脳機能 (のうきのう)障 (しょう)がいであって，
その症状 (しょうじょう)が通常 (つうじょう)低年齢 (ていねんれい)において発現 (はつげん)するものです。

パブリックコメント（Ｐ (ピー)．７）
市 (し)の基本 (きほん)的 (てき)な政策 (せいさく)等 (とう)の策定 (さくてい)又 (また)は改正 (かいせい)に当 (あ)たり，その趣旨 (しゅし)，内容 (ないよう)等 (とう)を広 (ひろ)く公表 (こうひょう)し，
これに対 (たい)して市民 (しみん)などから意見 (いけん)及 (およ)び情報 (じょうほう)の提出 (ていしゅつ)を受 (う)けるとともに，
意見 (いけん)等 (とう)に対 (たい)する市 (し)の考 (かんが)え方 (かた)も公表 (こうひょう)する一連 (いちれん)の手続 (てつづ)きです。

ピアサポーター（Ｐ (ピー)．５７）
障 (しょう)がいがある人 (ひと)の悩 (なや)みなどを聞 (き)くカウンセリング（ピアカウンセリング）や
支援 (しえん)を行 (おこな)う，同 (おな)じ障 (しょう)がいを持 (も)つ人 (ひと)のことです。
障 (しょう)がい者 (しゃ)が互 (たが)いに助 (たす)け合 (あ)うことを，ピアサポートといいます。
ピアとは，「仲間 (なかま)」「同僚 (どうりょう)」「同 (おな)じ時間 (じかん)を共有 (きょうゆう)していること・
同 (おな)じ立場 (たちば)であること」を意味 (いみ)します。

広島県 (ひろしまけん)医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)センター（Ｐ (ピー)．４１）
医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)やその家族 (かぞく)が，地域 (ちいき)の中 (なか)で安心 (あんしん)して生活 (せいかつ)ができるよう
様々 (さまざま)な相談 (そうだん)を受 (う)ける窓口 (まどぐち)です。

福祉 (ふくし)・介護 (かいご)職員 (しょくいん)処遇 (しょぐう)改善 (かいぜん)加算 (かさん)，福祉 (ふくし)・介護 (かいご)職員 (しょくいん)等 (とう)特定 (とくてい)処遇 (しょぐう)改善 (かいぜん)加算 (かさん)，
福祉 (ふくし)・介護 (かいご)職員 (しょくいん)等 (とう)ベースアップ等 (とう)支援 (しえん)加算 (かさん)（Ｐ (ピー)．４３）
加算 (かさん)とは障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の事業所 (じぎょうしょ)が，市 (し)に請求 (せいきゅう)する報酬 (ほうしゅう)に上乗 (うわの)せするものですが，
そのうち，これらの加算 (かさん)は職員 (しょくいん)の賃金 (ちんぎん)向上 (こうじょう)に使 (つか)える加算 (かさん)で，
職場 (しょくば)環境 (かんきょう)の改善 (かいぜん)やキャリアアップの仕組 (しく)みづくりなどの要件 (ようけん)を満 (み)たすと算定 (さんてい)できます。

福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)就労 (しゅうろう)施設 (しせつ)等 (とう)からの物品 (ぶっぴん)等 (とう)の調達 (ちょうたつ)方針 (ほうしん)（Ｐ (ピー)．４５）
福祉 (ふくし)的 (てき)就労 (しゅうろう)をする障 (しょう)がい者 (しゃ)や在宅 (ざいたく)で働 (はたら)く障 (しょう)がい者 (しゃ)の経済 (けいざい)面 (めん)の自立 (じりつ)を
進 (すす)めることなどを目的 (もくてき)とした障害者 (しょうがいしゃ)優先 (ゆうせん)調達 (ちょうたつ)推進 (すいしん)法 (ほう)に基 (もと)づき，
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)の事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)から授産 (じゅさん)製品 (せいひん)等 (とう)を優先 (ゆうせん)的 (てき)に調達 (ちょうたつ)することや
調達 (ちょうたつ)目標 (もくひょう)などを定 (さだ)めた本市 (ほんし)の調達 (ちょうたつ)方針 (ほうしん)です。

福山市 (ふくやまし)障 (しょう)がい者 (しゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)協議会 (きょうぎかい)（Ｐ (ピー)．７）
障 (しょう)がい者 (しゃ)の日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)及 (およ)び社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を総合 (そうごう)的 (てき)に支援 (しえん)するため，
当事者 (とうじしゃ)団体 (だんたい)，相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)者 (しゃ)，サービス提供 (ていきょう)事業 (じぎょう)者 (しゃ)，医療 (いりょう)機関 (きかん)，教育 (きょういく)，
雇用 (こよう)等 (とう)の関連 (かんれん)する専門 (せんもん)分野 (ぶんや)の関係 (かんけい)者 (しゃ)をメンバーとして
支援 (しえん)体制 (たいせい)に関 (かん)する協議 (きょうぎ)を行 (おこな)う機関 (きかん)です。

福山市 (ふくやまし)福祉 (ふくし)・介護 (かいご)人材 (じんざい)確保 (かくほ)等 (とう)総合 (そうごう)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)（Ｐ (ピー)．４３）
[bookmark: _GoBack]福祉 (ふくし)・介護 (かいご)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)に向 (む)け，介護事 (かいごじ)業者 (ぎょうしゃ)や職能 (しょくのう)団体 (だんたい)，教育 (きょういく)・介護 (かいご)職員 (しょくいん)養成 (ようせい)機関 (きかん)，地域 (ちいき)・福祉 (ふくし)関係 (かんけい)団体 (だんたい)，ハローワークと協働 (きょうどう)して進 (すす)めるために設置 (せっち)されたものです。

ペアレントメンター，
ペアレントプログラム，ペアレントトレーニング（Ｐ (ピー)．３１）
発達 (はったつ)障 (しょう)がいの子 (こ)どもの子育 (こそだ)て経験 (けいけん)がある親 (おや)で，その育児 (いくじ)経験 (けいけん)を活 (い)かして，
子 (こ)どもが発達 (はったつ)障 (しょう)がいの診断 (しんだん)を受 (う)けて間 (ま)もない親 (おや)等 (とう)に対 (たい)して不安 (ふあん)な気持 (きも)ちに
寄 (よ)り添 (そ)った心 (こころ)のサポートや相談 (そうだん)・助言 (じょげん)を行 (おこな)う人 (ひと)を
「ペアレントメンター」といいます。
メンターとは「信頼 (しんらい)のおける仲間 (なかま)」という意味 (いみ)です。
育児 (いくじ)に不安 (ふあん)がある保護 (ほご)者 (しゃ)等 (とう)が，子 (こ)どもの行動 (こうどう)の理解 (りかい)の仕方 (しかた)を学 (まな)び，
楽 (たの)しく子育 (こそだ)てに臨 (のぞ)む自信 (じしん)を身 (み)に付 (つ)けることを目的 (もくてき)とした
保護 (ほご)者 (しゃ)支援 (しえん)のためのグループによるプログラムを「ペアレントプログラム」といいます。
また，「ペアレントトレーニング」では，さらに専門 (せんもん)的 (てき)な要素 (ようそ)も取 (と)り入 (い)れつつ，
保護 (ほご)者 (しゃ)の心理 (しんり)的 (てき)負担 (ふたん)の軽減 (けいげん)や子 (こ)どもの不適切 (ふてきせつ)な行動 (こうどう)の改善 (かいぜん)などをめざします。

ら行 (ぎょう)
ライフステージ（Ｐ (ピー)．３９）
乳幼児 (にゅうようじ)期 (き)，学齢 (がくれい)期 (き)，成人 (せいじん)期 (き)，高齢 (こうれい)期 (き)など人 (ひと)が生 (う)まれてから，
人生 (じんせい)の各 (かく)段階 (だんかい)のことです。

療育 (りょういく)（Ｐ (ピー)．４９）
「療 (りょう)」は医療 (いりょう)・治療 (ちりょう)を，「育 (いく)」は保育 (ほいく)あるいは養育 (よういく)を意味 (いみ)します。
身体 (しんたい)や知的 (ちてき)に障 (しょう)がいのある児童 (じどう)等 (とう)に早期 (そうき)発見 (はっけん)，早期 (そうき)治療 (ちりょう)及 (およ)び相談 (そうだん)・
指導 (しどう)を行 (おこな)うことにより，児 (じ)童 (どう)が持 (も)つ発達 (はったつ)能力 (のうりょく)を有効 (ゆうこう)に育 (そだ)て，
自立 (じりつ)生活 (せいかつ)に向 (む)かって育成 (いくせい)することをいいます。

療育 (りょういく)手帳 (てちょう)（Ｐ (ピー)．６）
知的 (ちてき)障 (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)し，交付 (こうふ)される手帳 (てちょう)です。
障 (しょう)がいの程度 (ていど)等 (とう)が表示 (ひょうじ)されています。

Ｓ (エス)
ＳＤＧｓ (エスディジーズ)（Ｐ (ピー)．３）
貧困 (ひんこん)，不平等 (ふびょうどう)・格差 (かくさ)，気候 (きこう)変動 (へんどう)による影響 (えいきょう)など，世界 (せかい)の様々 (さまざま)な問題 (もんだい)を
根本 (こんぽん)的 (てき)に解決 (かいけつ)し，すべての人 (ひと)たちにとってより良 (よ)い世界 (せかい)をつくるために設定 (せってい)された，
「持続 (じぞく)可能 (かのう)な開発 (かいはつ)目標 (もくひょう)」を意味 (いみ)する世界 (せかい)共通 (きょうつう)の１７の目標 (もくひょう)です。
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